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l W I  B  E 贈呈 式 速 報
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当財団が、設立 5周 年記念事業のひとつとしく

分子線結晶成長装置 (MBE ilvloleculaI Beam

Epi taxy)を 関西学院へ寄贈する件については、

既に第 5回 事業報告書 (昭和 57年 10月発行 )の

70頁 に紹介 しましたが、 こ のたび無ヨ贈呈を終

えました。

贈呈式は昭和 57年 11月 2日 0()、 同 学院大

学理学部チ ャペルにおいて行われ、財団か らは永

宮理事長、赤堀、江崎、山田の三理事および仁日

頭間が列席されました。席上理事長が目録 を贈呈

し、江崎理事の本装置に懸ける期待につt て`挨拶

があり、式後、本装置の見学会、記者との会見等

がございました。

.NIBコ(Molecular Bean 13Pitaxy)と は、

超高真空下で単結晶基板の上に分子線を照射 して

単結晶薄膜を作成する方法で、分子線結晶成長法

と呼ばれるものです。

この装置は 、超高真空のもつ不」点、すなわち超

清浄な雰囲気 という特長 をいかして、単原]冒 単

位の精度で膜厚や薄膜の組成を精密に制御できる

よ うになっているので 、たとえば 2種 の単結晶薄

膜 を一層づつ交互に積み重ねた 、いわゆる超格子

の ような新 しい人工材料を作ることがで きます。

現在国内に数十台あ りますが 、そのほとんどは企

業や国立研究機関に設置 されているもので、大学

においては 2、 3を 除いて見るべきものがないと

いう状態です。特に関西の大学や研究所に、本格

的な性βBのものか`見あた らないこともあって、多

くの研究者が広く利用できるようにと、此度関西

学院大学理学部に設置されました。

本体 :RIBER社 製 MBE 2300 R&D

構成 :成長室 2基 (半導体用および金属用 )、分析室、試料導入室
分析装置 :成長室 RI13]コD,Q一 MasS

分析室名群さt:総だ『;'m紺針七島暑戦0ぱ
0'Auger CllIA

― 】―



学院は、本装置を用いた基礎研究ならびに応用
開発を推進するために、 「MBコ共同利用施設」
を開設し、運営委員会を編成して、江崎理事の指

導の許に具体的活動に入 りつつあり、財団は、毎

年約 500万 円ずつを当面5ケ年度に亘って、維

持運営のために提供することになづでいます。

委員会の円滑な運営と近 く開始されるであろう

研究活動の展開によって、この意義ある事業の進

展を心から祈 る次第です。

目録 の 贈 呈

左 永 官財団理事長  右 久山関学理事長
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山田コンファレンス 町・
“
Ne t■t■O n  S c a t t e r i n g

of Condensed Matter″ おま、1982革 9月 lB-4日

に箱根仙台原の箱恨観光ホテフИこ於て開催 された。

中性子の散乱、回折現象の測定による物質構造

の研究は、現在では、物性物理学、化学 、金属学 v

高分子学、生物学な どの広い基礎科学の分野 に三

って行われている。この分野の研究は、 1945年

頃に原子炉か ら出る中性子線が利用できるように

なって以来発展 して来たものであるが、 わが国で

は原子炉建設の立 ちお くれのため、欧米より15年

程おくれて実験研究力Sできるようになった。ちょう

どわが国の初の実験設備が出来上 った 1961年

に、京都で国際磁気結晶会議が開催 され、その中

に中性子回折に関する分科会が組まれ、欧米のこ

の分野 の先駆 的研究者が多数来日した。その後、

1972年 には国際結晶学会議が やは原 部で開

催され、その中にもいくつかの関連する分科会が

あ っためヽ 中性子散乱 回 折についての独立 した

国際会議が 日本で開催 されたのは、今回の出園コ

ンファレンス町が始めてのことである。

この会議の計画は、 4年 前に、国内の中性子回

折研究者グループの会合で、国際磁気会議が日本

で開催 される機会に、その前後の適当な時期に行

うことが提案 されたのに始まる。わが国の中性子

散乱研究は、当初は欧米よりかな りお くれていた

が、総合研究班による共同研究や、諸外国に先が

けて加速器利用のパルス中性子実験法の開発がな

されるなど、多 くの研究者の協力 と努力によって

次第に世界に互する業積が積み三ねられて来た。

その結果、今回の計画が、山田コンファレンスと

して取 り上げて頂けることになったもの と思 う。

第 6回 の山田ヨンファレンスとして菊催すること

お央ってから、東大物性研肉に事務局をお き、正

山田コンファレンス速部

山田 コンファレンス I

中性子散乱国際会議 |

東京大学 1星  埜  禎

式に組織委員会を発足 させて、プログラムの内容、

会期、会場などにつき検討が進められた。

プログラムの内容は、(D新 しい実験技術 とその

内剰、修)磁性研究を含む最近の諸問題 (磁 難 造

と励起、相転啓、格子力学、ソリトン、非周期系、

非平衡系など)、(3)高分子および生物系の研究、
の三つに大BUされる。そして(1)分野で5人、の分
野で7人、●)分野で2人の招待講演者を、国際願
関委員を中心←した肉外の主要研究者の意見を聞
きながら決定した。一般の研究発表はごく一部の
日頭発表を除き、他はすべてポスター展示による
発表という形態をとった。

会議の登録幸数は、当初の予想をかなり上回り、

150名 (+l″ 名一 同伴夫人 )に達した。海外

からは、米16毎、仏13名、英、西独各 8名 など、

18ケ国より731名(+10名 )の 、国 内出席者とほ

ぼ同数が参加 けた。 このため、活発な学問的討論

に加えて、思羊ある国際交流の場 とすることが出

来たことは誠lt喜ばしい次第である。

会議は9月 1日年後に開会式を行い、星埜組織

委員長 と永宮中団理事長の歓迎の際拶があ ったの

男

星埜組織委員長
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永官理事長

ち、ホテル玄関前に出て記念撮影をした。ついで

P`G.de Oenne教 授 q幻 の 「高分子系の相関 と

ダイナミックス」 と題する招待講演を受切 うに学

術 セッションが開始 された。前述のように、この

会議では、議演形式の発表は、14の招待講演の外

は、 4篇 の論文のみに限 られ、他の約櫛篇の論文

は、2回 に分けて行われたポスター セ ッション

で発表 された。このホテルでは、 2階 の広L ロ`ビ

ーをはさんで二つの会議場を設定することが出来

たので、窓外に富士山を望む側の部屋を講演会場

反対側の部屋をポスター会場 とした。ポスター

セッションは2回 にゎけたが、その展示は、それ

ぞれ 1日 以前にして賞 うようにしたため、参加者

はあらかじめ、休憩時間や夕食後などに、ゆっく

り展示を見て回ることができ、セッションの時だ

けでなく、随時発表者をつかまえて討論をするこ

とも出来たので好評であった。第 1日 目は 4人 の

招待講演 ののち、ロビーでレセプションを行い、

ゆっくりと旧交を暖め、あるいは新 しい知己を作

る機会 となった。 de Oelll■e教 授は早 くも温泉に

つかって上気 した体を浴衣に包んで現われるなど

和やかな初日のスター トでぁった。

第 2日 目は、年前中 と午後の前半のセッション

で、六つの招待講演 とこつの一般講演があ り、年

後の後半は第 1回 のポスター セ ッションに当て

られた。夜は、ロビーで立食形式によるバンケッ

トを開催 した。その中で、永宮理事長のかってス

クリュー磁気構造を阪大で理論的に研究して提案

された時のお話などが披露 され、出席者は感銘そ

受けた。またバンケ ット会場には、参加同伴夫人

有忘による生花が飾 られ、さらには、国内参加者

夫人がもちよられた和眼の着付tiで、外人夫人数

名が着物姿で登場し、当初は予定になかった着物
ファッションショーが行われ、満場の拍手喝采を

浴びるなど、すべり出しから和やかな楽しい夕食
会 となった。さ らにアトラクションとして、地元

の郷土芸能保存会の皆 さんによる獅子舞があ り、

これ も好評でぁった。

第 3自 目は、年前中四つの招待講演 と、一つの
一般講演があり、また夜には、偏極中性子技術に

関するワーク シ ョップと、有志によるア ド ホ

ック会合 として、ソリトン、フラス トレー ション、

2次 元系の相転移等に関する討論会が平行して行

ゎれた。年後はエクスカーションに当てられ、パ

ス3台 を連ねて大湧谷、芦の湖遊覧船、強羅彫刻

の森公園に出かは、実気を養った。

晶終日の9月 4日 は、第 2回 のポスター セ ッ

ションの後、お別れのフインパーティーが行われ、

名残 りを情しむとともに将来の再会を約してグラ

スを挙げ、 4日 間にわたる会議の幕を閉 した。

この会議の間、同伴夫人に対しては、日本人夫

人が計画立案 した多彩なレディーズ プ ログラム

で楽しんで頂いた。心配された台風 も海上にそれ、

エクスカーションの時に俄か雨わ詢ぎらついた以外

イま好天に恵まれ、朝方,まくっきりとした富士の圏

姿を望むことが出来、参加者には学術討論の相聞

に、十分箱根 の初秋をも楽 しんで貰えたものと思

う。

この会議は、国際会議としては」ヽ規模のものに

属すると思 うが、参力1者はいろいろな分野にわた

つていることお‐ つの特徴 であると言える。それ

らの人々が、中性子散乱 とい う共通の上俵にの っ

て討論し、交流 を深め合 うことは、ますます専門

に分科 して行 く研究者にとって、大きな意義があ

ると思われる。また、わが国も最近では、かなり

の水隼に選 しているとはいえ、やは りこの分野で

の先進諸国の研究成果には、多くの学ぶ点があり

今回の会議により、とくにわが国の若手の研究者

が、海外の最先端の研究にふれ、また個人的にも

知己を得て交流を深めることわドできたことは、日

本のこれか らの中性子散乱研究の発展にとって意

義深い ものであったと思 う。

この短い速報では、会議め研究発表の内容にふ
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論文集は、財団規定様式による限定出版の他、学

術雑誌PhySicaに、来春出版公開 される予定であ

る。

最後に、会議の開催に対する山田科学振興財団

の0援 助に対し謝意を表するとともに、会議の討

画、準備、進行に能力して頂いた多 くの方々に厚

くおネし申し上げる。

山田コンファレンス 昭 組織委員

星埜 禎 男 (東 京 大学 教 授 )委  員  長

伊藤 雄 而 (東 京大学助教授 )総 務 幹 事
国富 信 彦 (大 阪 大学 教 授 )会 討 担 当

平ナ1金四郎 (東 京 大学 教 授 )カ グラ幻当

印 |1 義和 (東 北 大学 教 授 )同    上

山田 安 定 (大 阪 大学 教 授 )出 版 担 当

記 念 撮 影
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山田科学振興財団設立 5周 年記念学術集会

細胞工学国際 シンボジゥム 速 報

大阪大学 岡 雄田

細胞工学国際シンポジゥムは目」題 として一一生

体高分子物質の細胸内侵入 と発現 ― というテー

マで行われた。場処は神戸の人工島に建てられた

神戸国際会議場を使い期間は昭和57年 8月 26～

28日 の 3日 間であった。 丁 度氏風13号が日本に

接近している時で心配したが幸い関西地区に上陸

しなかったので、とどこお りなくプログラムを消

化することができた。

外国か らの招待者は、米国 、スエーデン、スイ

ス、ノニルウェーから9名 、日本か らは同数のシ

ンポジストを選び合計13名の方々の話題提供があ

り、他の参加者約 120名 とで討論が行われた。

本 シンポジウムで取扱われた分野は、高分子物

質の細胞内侵入機構、細胞内で合成 されたタンパ

ク質の特定部位への転位機構、遺伝子の細胞内へ

の挿入 とその発現、細胞に組込まれた遺伝子の切

り出し、雑極形成による遺伝子発現制御、遺伝子

挿入卵から形成された動物個体の解析、と非常に

多岐にわたったが、その底流には、生 きている細

胞を如何にしたら、どのような細胞修飾が可能か

とい う、ぃゎ10る細胞工学の基礎 となる生命現象

の理解 とい う一本筋が通 っていた。

各話題提供に50分を割当てていたが、各演者共

1時 間をオーパーする程の熱演で、討論 もはずみ

世話係の方はやきもきのし通しでぁった。特に 2

日目はスケジュールも毘んでいたが、遂に夜の 9

時過ぎまでセッションが終らなかった。未発表の

データーを含め外人演者のハッスル振 りに日本側

の演者 も引きず られた形で実 りの多い会になった

事はすばらしかったが、もっとゆったうしたスケ

ジュールの方がよかったよぅで反省材料 となった。

本 シンポジウムの招待講演者の年代層が非常に

巾広かったの も成功であ った。外人招待者は50才

代、40才代、30才代にわたっていたし、日本側は

更 らに巾広 く、60才代、40才代、30才代、20才代

圭

にゎたってぃた。相互にも、はじめて聞 く研究か

多かったようで、外人招待者側から、会の終了後
日本の仕事への賞賛の声をいろいろ闘かせてもら

ったのは、誠に嬉しいことであ った。

会場にあてた神戸国際会議場はすばらしぃ会場
で、日本を含む参加 5ケ 国の国旗が玄関になびき

宿合にあてた隣接のポー トビァホテルも豪華お、

誠に気持よく伸び伸びと会を進めることができた。

第一日目のオープニング パ ーティーでは山田財

団を代表して赤堀先生か ら御換拶 (次掲 )を たま

わり、シンポジゥムの最後には、IIITの BalいIIlc re

博士 (ノ ーベル貨授賞者 )と カロリンスカ研究所

のRilgertz博 士か ら山田財団 と組織委員会に対

して丁重r‐F謝辞が述べられ、なごやかな雰囲気の

中で閉幕 した。

このような集会は、約 2年 前に意識するように

なり、ヨーロッパ 米 国を私自身が廻って招待者

の選定を進めていたが、資金の面で問題が残 って

いた。このような時期に、幸運 にも山田科学振興

財団の設立 5周 年記念事業の一つとして特別な御

配慮をいただける事が決まり実行に移すことがで

きたわけで、山田財団理事会の御好意に深く感謝

する次第である。

細胞工学国際シンポジゥム組織委員会

委員長  岡  田  善  雄

委 員   内  田    勇

金    在  万

山  泉    克

目加 日 英  輔

Arlichael n. Mottihan

経理担当  口 ヵl田  ‖頃 子
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Address

LadieS and cent■ emenl

On beha■ f Of the Yanada science FounttatiOn′
 I shOuld 工 土ke

to say a few wOrds Of we■ come to aユ ェ Of yttu here,

It is a great p■easure to know that +hiS symposiurrt has opened

successfu■ly wュth the suppOrt Of OuI Foun4atiOn.  Many exce■ ■ent

biochemュ sts have gathered and sPirited discuss■ ons are going on,

I should ■ ike tO express my gratitude tO FrOf. okada and his

associates for thettr effOrt in Organizttng this sympOsium.

I espectta■ ユy want tO thank the forettgn guests wtt have

trave■ ed to Kobe over the lOng distances between their cOuntries

and 」 apan,

I fe■ t arl enthusiastic and friend工
y atmosphere around this

meeting today′  aA■d understood that the a■ d Of Our Foundation for

this symposiun was very worthwh土 工e.

Yamada scェ ence FoundatiOn was estabェ ished fttve years ago

with funds donated by MI. Kiro Yanada′
 fOunder and the lst

President of Rohto Pharmaceutica■ Company.  MI、  Yamada had a

firm be■ ief in the ilnPOrtance Of basic resiearch in the natura■

sciences and deposited his hOldings in the Foundattton.  unfortu―

rlate■ y he died this year′  but his spttrit w± ■■ cOntinue in the

work of the Foundation.

Now′  I wOu■ d ユ 土ke tO step out Of my rOle as a memler of the

executttve corlnittee Of Yamada scttence FoundatiOn,  I am an o■
d

bttochemist,  vhen l cOmpare tOday's biOchemttstry and that of the

tiI■e l actua■ ■y wOrked′  I see sone differences.  TOday′  the

biochemicaュ  fie■ d Overlaps that Of ce■ ■ b上 。■o gy.  The mutual attd

of both fie■ ds has come ttpparent and a new experimental fieユ d

of ■ 主fe science has been estabユ ished.

I expect that a beautifu■  drana of ■ ife scttence wi■ ェ

deve■ ope further ar.d further′  using ユ エving ce■ les as the leading

actors and actresses,  such a【 ind Of ■ 上fe sc■ ence shouユ d be
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promoted move ■ n the wor■ d′ and of course ェ n 」 apan.

Lttfe science can develope active■ y On工 y on the basis of

■nternational cooperation′  1上 ke this syコ pOsュ uln′ and if the

knowユ edge to derived from the cooperative wOrk is distributed

to a■ ■ the peop■ e of the world.  This is One Of the peaceful

persu■ tso  Peacefu■  is beautifu■ ,

I hope you a■ l en〕 oy your stay ュ n Kobe′  an international′

peacefu■  and beautift1l city.  Thank you、

Shi ro AttnBORI

Director

Yanada Sc■ ence FOundation

会  場

- 8 T
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会 場   薬 業年金会館 (大 阪市南区谷町 )

会 期   昭 和 57年 7月 17日 (土)

参加者  イ .昭 和57年 6月 末迄に帰国した長

期間派遣者 3名  口  本 財団より理事及び選考関

係者 6名

昭和54年の 9月 以降に海外に留学した新進研究

者か ら在外中の成果 と体験を聴 き、また相互の懇

親をはかるため、第 3回 目の交歓会を開いた。

13時、永官理事長の関会挨拶の後、各研究者が

次掲要旨のような成果報告を各約30分宛おこない、

参会者 と質疑応答を交え、極めて興味深い会合で

あった。財団の援助が十分ではないに拘 らず、こ

れだけの成果をおさめられた努力に対 して、心か

ら感謝するとともに、今後の一眉 の研鎖鞠子りたい。

講演ははほ予定の時刻に終 り、だ 1時 間、意見

交換  自 由懇談をおこない、留学中の体験 感 想

そ忌障なく談合 し、17時散会 した。

特に印象深かった話題を次に掲げる。

イ 今 回の演者 3氏 は、偶々英、米、西独 と主要

国 3ケ 国に別れ、国情の共通点、相違点をお互

に拡歴し合い、得るところが大であった。

口 英 国では、研究者に対する援助面で非常に厳

懲 動 名 継
陵 ぷ 欧 観 躍 ヽ関疑 、

図費努
から 石井正光、安藤裕康、永宮健夫、

第 3回 長期間派遣者研究交歓会速報

しい様相を呈している中で、大きい望遠鏡を買

い、若い人選が大いに意歓 を燃やしていた事。

又独倉U的研究が猛である点にも強い末」戟を受けた。

英国内では同規模の天文台の間に於る競争意欲

が極めてEE盛であることが目立 ろ、この傾向が

我が困に比し一股的にもかなり強いことに注目

された。

ハ・米国では、隙 油 断をみせたら生き馬の目を

抜かれる結果 とな り、我が国にみ られるおおら

かさが通用 しないことそ思いしらされた。即ち

学会での発表 も公表した以上は誰がそれをやっ

てもよい と割切っており、兎に角之をやらねば

生きていけないと、やる気満々である。

二 函 独は、周辺の国とH_e続きである為、周囲の

変化に非常に関心が深 く、世界情勢の中で生き

ているのだと痛感 した。

ホ 3国 に於る生活体験

米国は治安が悪 く、自昼のビス トル強盗、夜

歩 きの危険、大学の研究室内です ら安心出来な

いo英 国、西独の治安伏況は良好。

留学中のマイ カ ー保有の必 要は、米国では

不可欠、次いで英国、西独の順。

留学研究者に対 して我が国における程、初め

から世話をやいて くれないことは共通点。

今後の派遣者は、以上の諸点に注意を払 う必要

がある。

研究交歓会次第

開会 13:00

挨拶       理 事長  永  官  健  夫

議蜘瑚判0(F暑
雪見ξ
含めて
)

1 早 期型星における非動径振動の励起機構

の研究   東 京 大学  安 藤 裕 康

2 受 容細胞内へ導入された特定遺伝子発現機

構の解明  大 阪大学  山 泉  克

3 単 舷高温濯流治療による悪性黒色腫細胞

の変化 ――電子頭微銃及び蛍光法による

観察 一  大 阪市立大学  石 井 正 光

意見交換 自 由懇談 15:00～ 17:00

閉会 17:00

- 9 -



』
日要演講

l 早 期型星における非動径振動の励起機構の研究

星の非動隆振動によって星のスペクトルの吸収

線の輪郭が時間的に変化する。これを高分解能の

Pabrァ ーPerot分 光計で観測することによって、

非動径振動がどの固有振動 (モ ー ド)に 属するも

のであるかを決めることができる。この知見によ

つて、地震波の解析によって地球内部構造を知 る

のと同様、星の内部構造を決定することができる。

このために F abry―PerOt分 光計を用いた観測
に経験を持つ英国マンチェスター大学の ミーバン

博士の所へ留学してP abry―Pe■Ot分 光計につt｀

て教えを受けると共に、そこで理論面か らも星の

非動径振動を研究 した。

Pabiァ ーPerOし 分光計は 2枚 の平行平画板の間

で光を多重反射干渉 させる分光計でぁる。これの

天文観測への応用 は幾多の困難そ伴 ・セが、近年
エレクトロニクスゃ、測定技術の進歩のため、ミ
ーバン博士たちの行なってきたシステムより優れ

たシステムが私の演実の時期にロンドン大学で開

発 された。これは安定性、扱い易 さ、コンピュー

タ コ ン トロール等の面で面期的な進歩を示 して

お り、高安定性を要求される星の非動隆振動の観

測に十分耐えられることを確かめてきた。目下東

京天文台で、このF abry―Pe■Ot分 光計 システ

ムを導入すべ く努力 してお り、日経 ェ88 cIElの日

本最大の望遠鏡に取 り付けるべ く細部の設計を行

なっている。

東京大学 東京天文台    安  藤  裕  康

派遣 期間  昭 和54年 9月 1日 ～昭和56年 1月 31日

研 究 機 関   DePartnent of AstrOnOItly

LTniversity of IヽBIIcLester, Engl■nd

研究指導者   PrOf.Z.【 。pal

PIof。 」. MeabuJfn

非動径振動は回転 してぃる星では、原子の確場
によるゼーマン効果 と同様、縮退 していた振動が

振動数の少しづつ異なる多数の振動に分離する。

この事実は観測的“こも確かめられてぃる。一方そ

の振動数の差は回転速度に依存 してお り、逆に観

測で振動数の差を求めれば、星の回転速夏が決定

できるはずでぁる。 ところが非動径振動は局所的

に閉じ込められる性質を持 ち、モー ドによってそ

の場所が少 しづつ異なる。従って観測からモー ド

まで決めれば、星のどの場所がどのぐらいの回転

速度を持つかわかる。このような関係を理論的に

解析した。

星の井動径振動がどうして存在するかについて

はまだ一致 した意見がない。この点につぃて、笥

測 されているモー ドは回転方向に伝わる波が大部

分を占めている事実に看目し、星に差動回転が存

在すれば、そのようなモー ドを選択的に励起する

ことを示 した。

その後、回転 と波の相互作用が存在することに

気づき、この方面の研究を続けてぃる。波の小さ

な効果 も積み重なれば大きな効果 を全体に与える

というものであり、天文学ばか りでなく、自然界

のあらゆる分野で広 く適用されていくもの と考え

られる。

成果報告は財団ニュース通巻第 11号 P.75～

77参 照。
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2.受 容細胞肉へ導入 された特定遺伝子発現機構の解明

大阪大学細胞工学センター  山  泉    克

派 遣 期 間  昭 和54年 12月 ～ 昭和56年 11月

研 究 機 関  D e p a r t m e n t  O f  B i 0 1 0 g y ,

Y a l e  u n i v e r s i t y , U .  S .  A .

研究指導者

高等生物における遺伝子発現調節機構の問題は

現代生物学の中心的問題の一つでぁる。それtま一

個の受粘卵が多極多様の細胞に変化 して個体を形

成してゆく分化 ・発生の問題や、ある細胞が個体

の中での調和を保った機能発現や増殖性から逸脱

して一人歩 きを始める発痛の問題 とも深 く関係し

ているからである。しかしながら高等生物細胞の

遺伝子構造は、バクテリアゃウィルスに比べはる

かに複雑で、その発現調節機構の解明は大きな障

壁に直面していた。

驚異的な発展を見せている遺伝子工学の出現で

この分野の研究は今、新たな局面を迎えようとし

ている。す/fわち、大腸菌の助けを借 りて高等生

物の特定の遺伝子が純枠な形でしかも大量に複製

できるようにな り、その構造が分子のレベルで解

明できるようになった。更に、その遺伝子を試験

管内で人正的に一部変えてやったり、或ぃはそこ

に別のDNAを 継いだ りすることも可能である。

こうして得 られた単一種遺伝子を用いてその発現

調節機構を調べる研究 も始まっている。その際、

非常に有効な研究方法の一つとして単離された遺

伝子をもう一度生きた細胞内へ戻してやる細胞内

注入法 (microinsection)が 最近開発された。

ポリオーマウィルス (Py)は DNAを 遺伝情報

として持つ小型のウィルスで、ラット細胞などで

Fま感染後一部の細胞を癌化する。一方マウス細胞

内では盛んに増殖して感染細胞を殺してしまう。

Dr. Frank II. Ruddle

このような Pyの 働 らきにFま、複製起点領域

(Ori)や 初期領域 と言ゎれるウィルス遺伝情報

が重要な役書」を演 じている。一方、ヘルペスゥィ
ルス (Hsv)の TK遺 伝子 (tilimi d ine

Finase)は 良 く調べ られている遺伝子の一つで

これに相当する遺伝子活性のないマウス細胞内で

その発現が簡単に調べ られる。私達は一つのモデ

ル実験として、 1)色 々な長さのPy初 期領域

DNAを HsV― TK遺 伝子に接続し、 1)こ れ ら

の組み換え体 DNAを マウス細胞の核 もしくは細

胞質に注射 し、 m)Hsv_TK遺 伝子の発現と

安定化に及ぼすPy一 DNAの 影響を調べ、次の

ことを明らかにした。

1)Pyの 復製起点領域には、Hsv一 T【遺伝

子の発現を約 30倍 高める働 らきがぁる。 1)

HS▼ 一TK遺 伝子の核内での発現は、細胞質に

おける発現より約 400倍 高い。 耐 )Pyの 複製

起点領域には、HSv一 TK遺 伝子のマウス染色

体への袖込みを高める働らきがぁる。 W)こ のよ

うな外来性DNAの 宿主細胞 DNA中 への組込み

は注射後 5～ 6日 の問に徐々に起る。

細胞内注射法による遺伝子発現調節機構の研究

は始まったばか りである。今回私達の信った実験

でこの方法の有用性が一層llBらかとなり、今後更
に利用 されるものと権信している。

成果報告は、財団ニュース通巻第12号P.112-

114参 照。
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単肢高温濯流治療による悪性黒色腫細胞の変化
一 電子顕微鏡及び蛍光法による観察 一

研 究 機 関

研究指導者

大阪市立大学医学部   石  井  正  光

派遣 期 間  昭 和55年 11月18日～昭和56年lo月31日

単肢高温濯流法による悪性黒色腫の治療は効果

的であるとされてお り、かな りの腫場の退縮や長

期生存率の延長が報告されている。しかしながら、

濯流治療によっておこってくる黒色腫細胞の形態

学的な変化については知 られていない。

私共は、18例の黒色腫患者の in― transitの

小転移巣43個について Falck一 HillaIPの 営光

法を用いて、そのうち3例 の10個の転移巣につい

ては電子顕微鏡法を用いて検索を衛なった。  1

濯流の化学療法剤 としては、Melphalan,

Actinomych一 D,DTIC及 び ds一Platintlmを単

独に又はいくつかを併用 した。濯流温度は40～

415℃ を使用 した。 濯 流後これらの転移巣につ

き、す ぐに切除せず効果の半」定を行なった。切除

は 2日 目か ら、臨床的反応が良い場合Fざ最大 100

日迄の種々の期間において行なった。

結果 :本療法により臨床的には、すべての症例

において歴瘍の縮少が観察され、約 10～ 90%

の退縮率を示した。

治療前後における蛍光法の所見 :対照として行

なった治療 前の切除標本でFぎ、はば総ての黒色腫

細胞に黄緑色ないし黄色の蛍光を観察したが、治

療後数日の標本では、腫易巣のかなりの部分につ

いて、蛍光は減弱又は消失してお り、腫瘍細胞の

損傷、破lzRが広範囲におこっている事が示された。

これ らの細胞破壊の局在は特徴的な分布を示 し、

疎な細胞巣においては細胞の損傷が軽度であり、

密な細胞巣の中心部において顕著な損傷がみとめ

られた。

Department of Delmato10gy,

UIlivVer sity of G ies sen,7Vest oermany

P r o f . D r .  L .  1 1 l i g

P  r o f . D r .  E .  P a u l

電子顕微鏡的な所見 :濯流後数日からlo日 位

のものに多 くの特徴的な細胞の変化を観察した。

すなわち、核の変化としては、a)空 胞化、内包

物質の出現 、b)ク ロコチンの凝縮と周辺化、c)

分葉、延長 、陥入、d)核 融解をみとめた。又、

細胞質の変化 としては、 a)ミ トコン ドリアの空

胞化、b)内 包物質の出現 、 C)空 胞化、d)細

胞膜r/D崩壊 、などがみとめられた。これらの変化

は→群の腫場細胞のすべてにわたって観察される

部分もあれば、一見無損傷の腫瘍細胞の間に点在

していることもあるなど、濯流による影響が全腫

易細胞に一様にあらわれるものでないことを思わ

せた。どの症例においても、すべての腫瘍細胞が

完全に破壊 されつくしているわけではないので、

早いものでは濯流後2週 間で新しい腫易細胞の増

殖をみとめるようになった。この時期には、もは

や、腫易細胞の破壊像はみとめられなか った。あ

る症例では濯流後再び増殖する転移巣に多数の巨

細胞の出現をみとめた。

私共は、蛍光法及び電子顕微鏡法を用いて高温

濯流治療後の悪性黒色腫細胞の変化を明らかにし

核及び細胞質の変化を示した。これらの変化が高

温 によるものか化学療法剤によるかは決定 しかね

るところである。又すべての睡瘍細胞が破壊され

つくすものではないため、さらに進んだ高温濯流

法の開発が必要である。

成果報告は財団ニュ
ース通巻第 12号 P.114～

116参 照。
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…■仰ⅢⅢⅢm m h m ⅢⅢぃ叩仰m 仰ⅢⅢ 昭 和 5 7 年度 派 遣 援 助 一 覧 表

(昭和 574以 降決定分 )

短期間派遣 (57年 度 45件 )

ド
号
一ヨ
番 彼 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 2

4 0 3 7

名古屋大学

早 川  幸  男
物賀降着中性子星研究公 ド イ ツ 57/′  7

8 2

4 0 7 8

東北大学

樋 渡 宏 一

1982年 国際繊毛虫遺伝学及び

分子生物学会議
ア メ   リ   カ 57/ 7

8 2

4 0 9 1

東京大学

近 角 聴 信

国際応用磁気会議

(磁 性材料会議の合同会議 )
カ ナ 夕

S
57/ 7

8 2

4 0 9 4

大阪大学

野 桜 俊 一
国際純正及び応用化学連合、

第 28回 国際高分子シンポジウム
ア メ   リ   カ 57/′  7

8 2

4 0 9 7

京都大学

牧   二  郎

素粒子物理学史国際コロキウムならびに

第21回高エネルギー物理学国際会議
フ ラ ン ス 57フ/ 7

8 2

4 1 0 4

大阪大学

黒 田 清 子
第 1回 国際藻類学会議 カ ナ ダ 57/ 8

8 2

4 1 0 7

栗北大学

石 井 慶 造

第10回X線 ・原子内殻物理に関する国際

会議
ア メ   リ  カ 57/ 8

8 2

4 1 0 8

京都大学

浅 田 忠 裕
第11回国際炭水化物会議 カ ナ ダ 57/8

8 2

4 1 0 9

慶応義塾大学

須 網 哲 夫
第11回国際炭水化物会議他 カ ナ  ダ  他 57/ 8

8 2

4 1 1 1

名古屋大学

秦 野 節 司
筋肉、非筋組織のアクチンの構造と機能 オース トラ リア 57// 8

8 2

4 1 1 3

東京大学

田 沢   仁
第 1回 国際藻騨 会議 カ ナ ダ 57/8
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡  航  先 実施年月

8 2

4 1 1 5

大阪大学

中 筋 一 弘
ゴー ドン研究会議 ア  メ   リ  カ 57/′ 8

8 2

4 1 1 6

京都大学

中 西    襲

The Third 出 LIcel GrossHlann

Meetings
中 国 57/″ 8

8 2

4 1 1 9

名古屋大学

谷 内 俊 弥

非線形変形波に関する国際理論応用

力学連合会シンポジウム
ソ 連 57′/ 8

8 2

4 1 2 6

九州大学

榊   佳  之
第13回国際微生物学会議 ア メ   リ   カ 57// 8

8 2

4 1 4 0

京都大学

中 村 卓 史

The Third Mttrce1 0rossmann

Meetings
中 国 57/ 8

8 2

4 1 4 8

筑波大学

松 下 松 雄

Neurons and NeurOn Assemblies,

International Symposiurn
ハ ン ガ リ ー 57/ 8

8 2

4 1 4 9

東北大学

田 中 通 義
第10回国際電子顕微鏡会議 西  ド  イ   ツ 57/′ 8

8 2

4 1 5 1

広島大学

木 村 栄
一 大環状化合物に関する

シンポジウム フ ラ  ン  ス 57/ 8

8 2

4 1 5 2

東京大学

若 林 健 之
アクチン ・サテライト会議 オース トラリア 57/′ 8

8 2

4 1 6 8

大阪大学

張   吉  夫
レーザー系における多安定性の研究 西  ド  イ  ツ 57/ 8

8 2

4 1 7 1

京都大学

淀 井 淳 司

免疫グロブ リンに結合するT細 胞因子

の研究
フ ラ ン ス 57/′10

8 2

4 1 7 4

北見工業大学

小 林  正  義

7 th lnternational  Sy■ ■posium

CheIIlical Reaction Engineering
ア メ   リ  カ 57/′ 9

8 2

4 1 7 5

神戸女子薬科大学

二 宮  一  弥
第 2回 日仏医薬精密化学会議他 フ  フ   ン  ス 57/ 9
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 2

4 1 7 9

京都大学

竹 市 雅 俊

コールドスプリングハーバー会議

(細胞増殖についての集会 )
ア メ   リ  カ 57/′ 9

8 2

4 1 8 0

国立公害研究所

小 森   倍
第 7回 国際伝熱会議他 西 ド イ ツ 他 57/′ 9

8 2

4 1 8 3

名古屋大学

回 仲 二 朗
第10回分子結晶シンポジウム カ   ナ    ダ 57/ 9

8 2

4 1 8 5

東京大学

永 井 克 孝

末袷神経疾患の生物学及び

臨床学的基礎他
イ タ リ ア 他 57/″ 9

8 2

4 1 9 8

理化学研究所

石 原 正 泰
原子核 一 原子核衝突に関する国際会議 ア  メ   リ   カ 57/′ 9

8 2

4 1 9 5

北里大学

膳   昭 之助

Institut fir Organische Che mie,

Technische Hochschule Da rmstadt
西 ド イ ツ 57/ 9

8 2

4 1 9 6

東京大学

福 山 秀 敏
半導体国際会議 フ ラ ン ス 57/′ 9

8 2

4 1 9 7

東京大学

三 浦    登
強磁場の半導体物理学への応用国際会議 フ ラ ン ス 57/″ 9

8 2

4 1 9 8

大阪大学

安 藤 喬 志

物理化学および生化学過程における遷移

伏態に関するシンポジウム
ア  メ   リ   カ 577/ 9

8 2

4 2 0 6

東京大学

芝   1日  男

IV Internatiomi Sttposium on

Photosynthetic P r okaryotes
フ ラ ン ス 57/ 9

8 2

4 2 0 9

学習院大学

川 路  紳  治

第16回半導体国際会議および

強磁場応用国際会議
フ ラ ン ス 57/9

8 2

4 2 1 5

大阪大学

田 村 道 夫
原始的被子植物の分類 ・生態学的研究

ア

アニプ
ギユ
パ

ニ
57/ 9

8 2

4 2 2 8

宗北大学

遠 藤 康 夫

固体化学物理への偏極中性子の効用に

関する国際会議他
フ ラ ン ス 他 57/10
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ド
号
一コ
番 被 派 遣 者 目 的 渡  航  先 実施年月

8 2

4 2 3 3

大阪大学

辻   二  郎
第 6回 パ‐タン認識国際会議 酉 ド イ ッ 57/10

8 2

4 2 3 4

名古屋大学

磯 部   稔
ポーランド科学アカデミー講演会 ポ ー ラ ン ド 5 7 / / / 1 o

8 2

4 2 3 6

大阪大学

高 坂 健 二

4 th lnterma 6onal W Orkshop
Lコmune―deFicien↓ Animals
Experimental BR esearch

O n

in
ス イ ス 57/10

8 2

4 2 4 2

東京大学

石 塚   満
第 6回 パータン認識国際会議 西 ド イ ツ 5 7 / 1 o

8 2

4 2 5 0

京都大学

重 定  南 奈子
数理生態学国際シンポジウム イ タ   リ  ア 57/11

8 2

4 2 5 2

京都産業大学

岩 間 一 雄

第 23回米国電気電子学会計算機科学

基礎理論シンポジウム
ア  メ   リ   カ 57/11

8 2

4 2 5 3

東北大学

杉 本 克 久

Technological lnnovatiom

i n  C o r r o s i o n  O o ■l r o l
カ   ナ    ダ 57//11

8 2

4 2 6 8

名古屋大学

江 口  吾  朗

アフリカ、アジア諸国における発生生物

学の教育と研究
イ ン ド 57/11
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昭和56年 ・57年度短期間招へい成果報告

81-2001

彼招へい者

長谷川  晃   Arira Hasegawa
ベル研究所研究員・コロンビア大学兼任教授

600 MOuntain Avenue, 単 mrray IIil L

N e w 」 e r s e y  0 7 9 7 4 ,  U . S . 生

目的及び成果

核融合研究において、

トカマクやヘリオトロン

装置のようにシアー磁場

が形成されている系にお

ける異常輸送の解明は最

も重要な研究課題になっ

ている。マイクロ波散乱や

C02レ ザ ー散乱の実験により、ドリフト波と考えら

れる密度のゆらぎが観測されていて、このゆらぎ

が異常輸送をもたらしているという考え方が広く

受け入れられているが、定性的議論を越えるもの

はほとんどない。特に、最近の PLTト カマク装

置における測定から、周波数スペクトルは平坦な

形をしていて、 ド リフト波の線形理論や準線形理

論が成立する範囲を越えていることがわかった。

したがって、非線形理論をまともに取扱わなけれ

ばならない。

長谷川博士は、シアー磁場中の無衝突 ドリフト

波乱流に対して、長谷川 ・三間方程式と呼ばれる

モデル方程式を導出し、発達した乱流状態におけ

るドリフト波のスペクトルを詳しく調べた。しか

tン、無衝突 ドリフト波は、密度のゆらぎのスペク

トルを説明できる可能性を持つが、実験的に見出

される異常輸送が説明できる可能性は小さい。無

衝突 ドリフト波は、乱流状態ではゾーナルフロー

を形成し、磁力線を横切る輸送の増大をもたらさ

ないことがわ力)った。
一方、長谷川博士は、電磁的舌し流と対流胞の形

成に対するモデル方程式の導出も行い、異常輸送

をもたらす可能性を指摘している。ただし、電磁

申 請  者   京 都大学

受入責任者  京 都大学

宇 尾  光

学 尾  光

的乱流になるためには、プラズマのベータ値が、

トーラスプラズマの逆アスペクト上ヒの 2乗 より大

きい必要がある。

現在の トカマクのベータ値と、実験で示される

ゆらぎがプラズマ柱の周辺で大きいことを考える

と、散逸性 ドリフト波乱流が、いわゆる周辺乱流

(edge turbulence)を つくり、これが異常

輸送をもたらす可能性が高いことを見出した。そ

こで、散逸性ドリフト波に対するモデル方程式を

導出し、詳しい数値計算を試みた。

このモデル方程式は、乱流の原因となる線形不

安定性を含み、粘性による散逸項もあり、線形過

程から乱流状態まで現象全体を記述する点に特徴

がある。この方程式に対し、エネルギーとエンス

トロピーを定義して、これらの波数スペクトラム

の時間発展に注目した。線形領域から非線形飽和

までの時間発展を解いて、以下のような結果を得

ている。

(1)密 度変化 (平衡状態 )の方向をx方 向、磁場

をy方 向とした時、磁力線lrc垂直な (x, y)

面内のスペクトルは、y方 向では逆カスケ
ード

を示し、等方的なスペクトルに近づく。

(21 kFi 20 5(′ iはイオンのラーモア半径 )で

は、エネルギースペクトルは、k苛 で近似できる。

1ケ月という短期間に、モデル方程式を導出し、

計算機プログラムを作成し、初期的な結果を得る

ことができ幸いであった。長谷川博士の帰国後も、

手紙や電話で意見を交換し、散逸性 ドリフト波と

異常輸送の関連の研究を進めている。

当研究センターこ このような分野の研究の芽を

育てる機会を与えて下さった山田財団に感謝する。

冶

　

治
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被招へい者

(〕yril Ponnamperulna

Laboratory of Chemical Ev01ution,

D e p a r t m e n t  o f  C h e m i s t r y ,

University of 致 Lryland, College

P a r k , M a r y l a n d  2 0 7 4 2 ,  U . S o  A .

目的及び成果

昭和 57年 3月 27日

～29日 徳島県鳴門市に

て開催された生命の起原

および進化学会第 7回学

術講演会の招待講演者と

して、生命の起原の研究

に功績の大なる者に生命

の起原国際学会から授与

されるオパーリン賞の第 1回受賞者であり、化学

進化研究の第 1人者である、メリーランド大学ポ

ンナムペルマ教授を招へいした。

同教授は3月 21日 成田着、 22日 極地研究所、

23日 東京大学理学部、 24日 三菱化成生命科学

研究所を訪間、 24日 大阪着、25日 大阪大学蛋

白質研究所を訪間、26日 徳島着、同日徳島大学

工学部を訪間、 27～ 29日 生命の起原および進

化学会第 7回学術講演会に参加された。

3月 25日 午前大阪大学本部に山村雄
一総長訪

森

DI, PoILIlamp erulla赤

申 請  者   徳 島大学  森  本  史  郎

受入責任者  徳 島大学  森  本  史  郎

問後、午後 3時 より同大学蛋臼質研究所において

生命の起原および進化学会会長赤堀四郎先生の御

臨席を得て、同研究所泉美治教授司会によって特

別講演 「宇宙化学と生命の起原」を行った。最近

の分子天文学の成果に始まり、日本の南極観測隊

の発見した炭素質隕石中のアミノ殴の研究によっ

て炭素化合物の宇宙起原説の裏付を行い、更に多

方面lrcゎたる化学進化の研究を紹介して、参カロ者

に多大の感銘を与えたo佐 藤教授は蛋自生合成機

構の起原について、また泉 ・森本両教授は生物不

斉の起原について討論した。最後に赤堀先生は

「私は65年 間生物化学の話を聞いたが、今日程

スケールの大きな話を聞いたことが無かった。ポ

ンナムペルマ教授によって生命の起原の問題が解

決されることを期待している。」と絶大な賛辞を

送られた。

3月 26日 午前徳島大学本部に添田喬学長訪問

後、年後同大学工学部化学工学科森本研究室14_て

セミナールを行い、同教授のメタンとアンモニア

の放電反応によるアミノニ トリルの生成の研究と

赤堀 ・森本のアミノニトリルの重合による原始蛋

白質の生成の研究は、 1969年
～ 1971年 米

国航空宇宙局エームス研究センタ
ーにおける共同

研究以来 10年 ぶりに場所を交換して連絡を密に

することができた。

3月 27～ 29日 の 3日 間鳴門公園近 くの景勝

の地rC開催された生命の起原および進化学会第 7

回学術討演会に参カロした。参加者のうち、大島、

野田、森本、下山、沖花、水谷等は、エ
ームス研

究センター、メリーランド大学において同教授の

下で研究を行った者である。山田財団の援助も得

て、森本が募金委員長として大きな成果をあげた

1977年 京都における第5回 生命の起原国際学

会に続いて、親しい参加者が 40件 におよぶ講演

授

事

教

理

本

堀

81-2016
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を同教授を交えて行うことができた。

学術講演会は 「化学進化」、 「地球化学」、

「分子進化 ・生物進化」の 3セ ッションに分類し

て行われた。中国の 28日 (日 )の昼食後、総会

に続くハイライトとして、同教授の招待講演

「TEE G EOCHEMICttL APPROACH

To THE STUDY OF THE ORIGIN

oF LIF則 力ゞ森本大会委員長の司会によって

行われた。

カンブリア紀を逢かlrc遡る37億 年前に生命の

起原を求めて、グリーンランドのゴッドハーブ近

くのイシュアと呼ばれる地区の岩層の研究が、メ

1)一ランド大学、ハーバード大学、マックスプラ

ンク研究所、オックスフォード大学の協力で実施

された。同教授の指導でウォルターズが単離した

グラファイトか13cを 測定して-26～ -5と 云

う値を得た。これは37億 年前に光合成分離が存

在tノたことを暗示している。

南極のヤマト高地において日本の地質学者ヤナ

イ博士が 3,000個 の炭素質コンドライト隕石を

発見tノた。その数はそれまでにかって地球上に発

見された炭素質ヨンドライト隕石の数 2,000個

よりも多いものである。その内2個が同教授の研

究室に送られ、そこで下山博士がアミノ酸の分析

を実施して、非生物蛋白起原のアミノ酸の存在を

証明した。南極の炭素質コンドライト隕石は表面

に近い部位と中心部位のアミノ酸組成が変らず、

地球上の汚染が極めて少ないことを示している。

次に同教授の研究室における最新の化学進化シ

ミレーション研究として、メタン、フォスフィン

の混合原料の放電反応のデータが発表された。

最後にボイージャ号による惑星探査の結果、土

星の衛星タイタンの大気中に化学進化において最

大の役割が考えられているシアン化水素の存在が

観測されたことを報告した。以上同教授の詳細な

報告のあらすじを述べたに過ざないが、これらの

報告を中心として日本の参加会長ととの間に熱心な

討論が繰う広げられた。特に下山博士のグリーンラ

ンドにおける活曜ぶりが同教授のスライドで報じ

られたことは、御本人を前に感銘一入であった。

8 2 - 2 0 3 0

被招へ い者

Gertrude St Goldhaber

Senior Physicisし ,

Broo〔 haven National LabOratory,

UptOn, LOng lsiand,

N e w  Y o r k  l 1 9 7 3 ,  U , S o  A .

目的及び成果

此度山田科学振興財団

の援助により招いた、G.

S.Goldhaber博 士の

滞在日程 もとどこおりな

く終了十ンたので成果を報

告する。

Ooldhaber博 士は現

在米国物理学会の会長で

あるM.001dhaber氏 の先 六、でブルックヘブン

国立研究所の核分光学部門の責任者を永年勤めて

居る。一昨年、博士が主催者として開催したニュ

申 請  者   大 阪大学

受入責任者  大 阪大学

池 上 栄 脂[

池 上 栄 胎[

一オーリンズ国際研究集会 「Band S tructure

and Nuciear Dynamic劇 の後をうけて、国

際研究集会 「Dynamics Of Nuclear

Collective Moし ion」が本年東京大学原子核

研究所主催で開催されること1/Cなった。そのよう

な事情から見て博士はこの国際集会に招待される

ものとは大方の意見の一致する所であったが東大

核研では国際集会を原子核理論のみに絞った案を

企画当初検討されていた事情もあって結果的には

手違いのため招待状が送られない事態となった。

国際集会諮問委員としての私に事態の善処の希望

が寄せられてから初めて私も前述の経緯を知り、
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早速山田科学振興財団に博士招へいの援助をお願

いした次第である。

博士は6月 30日 来日、7月 2日 に日本原子力

研究所核物理部タンデムペレトロン加速器研究室、

第一核物理研究室合同の講義を行い、7月 3日 か

ら4日 にかけては高エネルギー物理学研究所

を訪間した。 7月 5日 か らは前述の国際研究

集会会場である山中湖畔のホテル・マウント富士で

文字通り連日討論に明け暮れる一週間であった。

7月 11日 に京都の 嵯峨野の散策を楽しんだの

が滞日中唯一の息抜きであったようである。ひき

つづき私共の核物理研究センターに 14日 まで滞

在、講義、研究センター内諸設備の見学、討論と

精力的な活動をし、空路東京に引き返して東大理

学音ほ、東大原子核研究所でも多くの研究者と接触

し、7月 16日 成田一ニューヨーク直行便で離日、

三週間近い多忙な日程を終えられた。

衆知のように米国物理学会は教育関係の諸学会

と密接な関係にありM.Ooldhaber氏 が現在、

物理学会長であるためか Goldhaber夫 人は諸々

の教育関係の委員を兼務し、それと関連して軍事

予算を含む国家予算の監視にも並々ならぬ努力を

はらっておられる。その識見の広さと深さは自然

科学者として稀有ともいうべく、学際領域の研究、

本邦内外の社会問題、国際状勢に対する見識の高

さと反戦、反原爆、軍縮に対する確固たる姿勢は

誠に頭が下がる思いがした。今回の来日で多くの

心ある日本人が単に狭い専門の問題に止まらず多

くの刺激を与えられたものと思う。

終りにご援助をいただいた山田科学振興財団に

厚くお礼申し上げる。

R E P O R T

G.S. Go■ dhaber

After having received the first circu■ ar announcing the 工 NS Interna―
tiona■  symposium on ・ lDynamics of Nuclear Co■

lective Motion"′  」uly 6-■ 0, ■ 982

at the fOOt Of Mt. Fuう ユ′ 工 decided to participate for the following reasonl

工 had p■ anned and heユ ped to organize an 工 nternational Conference on "Band

Structure and Nuclear Dynamicsい ′ FebruarY 28-March ■ ′ ■980, New Or■ eans′

whose proceedings were published in Nuclear Physics A347 (■ 980).  ThiS

conference turned out to be very successfuユ ′ and many of the participants
expressed the wish that a sequel be organized in two or three yeaars.  The Mt.

Fuう i conference seemed tO cOme very c■ ose to being the rea■ ization of this

suggestiOn.  Also′  three of the four co― organizers of the New Or■ eans confer―

ence′  name■ y, A. K■ ein′  A. L, Coodman′  and RB A. Sorensen informed me of
their intention to participate.  Hence l asked DOE′  the U.S. Department of
Energy (which Supports my research), whether there was any possibility that

my particiPation wOu■ d be funded′  but was lnfoIIRed that since 工  had particュ ー

pated in september ■ 98■ in an lnternationa■  conference at Crenobler this was

not possible.  I then sent an inquitty to H. ェ kegami of RCNP′  Osaka UnivOrsi―
ty′ who had ぅ Oined Our Nuclear Structure group at BNL in the early sixties.

Dr。  工kegami enthusiastica■ ■y supported my plea and after months of effort
infolned me that the Yamada science Foundation was willing to fund the

expenses for my trip.  simu■ taneously′  he suggested that in addition to

particiPating in the conference l v■ sュt a number of research ■ aborator■ es ■ n

」apan′  namely′  besュ des his own, the Research center for Nuclear Physics

(RCNP) at Osaka (1)′  the 工 nstitute for Nuclear Study (ェ NS), UniVersity of

Tokyo (2)′  the Nationa■  Laboratory for High EIlergy Physics tKEK)at Tsukuba

(3)′ and the 」 apan Atomic Energy Research lnstitute (JAER工 )at Tokai (4)′  and

give ta■ ks at several of these Laboratories,  I g■ ad■y agreed tO this plan.

Subsequently′  ェ was invited by Dr. Naoki Onishi 《 工NS)′  ChaiHnan of the
Organizing CoTlllnittee of the Syコ Posium′  tO deliver a talk at the conference
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which 工  entit■ ed HRelatiOns between the Variable MOment Of ェ
nertia て ■ヽ4工)Mode■  and the lnteracting BOsOn Model (ェ BM)".
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・
O益Rプ報giをsDepartment Of KEK who had wOrked wェ t, Ine at Br。 。khaven On nuc■ ear physュ cs

鋸品躍絲 縄 艦 儘黙 警監聾盟
(aSSOCiated with (α ′xn)reactiOns).

During my trip l was received everywhere with the greatest kindness and

hospitality,  Also′  strong effOrts were made tO fac■ ■itate as much as pOssュ _
ble scientific exchange between the staff members of the institutiOn visited

and myself.

Three of the laboratOries l was tO visit′
 INS and RCNP, and KEK′  were

estab■ ished by universities.  TwO of them bear a genetic relatiOnship tO each

Other since the scientists at INS, established in 1955, p■
anned the estab―

■ishment of RCNP′  which was approved in ■ 970 and cOmp■ eted in ■ 977.  The
third ■ aboratory, KEK′  had its Origin in the decisiOn Of the sci.ence Council
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lnter― university Research lnstitute, in 1976 acceleration t0 12 CeV was

achieved′  and research begun in ■ 977. Fina■ ■y′ the fOurth ■ aboratory, 」 AERI
at Tokay, which is the largest Of the 」 a_pan Atomic Energy Research lnsti―

岳git;塩ぎ粗蒼輩L品ど掛ntr品」骨録
ifi:る°
&S:i3魯:暑醍ど]予!苫首』ま還買土irttfぎF6

工NS was preceded by R. Saganers LaboratOry at the universュ
ty Of Tokyo.

Sagane was the son Of the atOmic spectroscopist′
 Nagaoka′  whO in ■ 923 dis―
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time tO Berkeley tO become acquainted with the cyciOtrOn,  Alreaく
ユy before thewar sagane inspired his student M. sakai tO build a special type of electron
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ミ轡 錯碁踏鑑壁碁還乳ミfor charged partic■ es was One Of the lna■n interests Of 」 apanese nuclear

physicists.  sakai himse■ f studied from 1951 tO ■ 953 at the lnstitut Curie in
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and the fOunding of ェ NS′ whose first
ier and interpreter of the :'K工 kuchi

′ Sakai was named assOciate professor.

trge isOtOpe seParatOr which was built

a research grOup fOr the study Of

〕uild a sectOr― type double― focusing

譜 繁 王 増 整 電 が 鮮 薄 相 をeま 苫 署 磐 亀昼 算 瑞 晶 多 濫 盗 垂 韮 :電 縄 、tO charged particle spectroscOpy and tO the study Of radiOactive isOtOpes.
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From the beginning a series of cyclotrons were cOnstructed at INS,  Now

most research is being carried out with the sF cyc10tron′  a three sector′
single dee type machine′  which was completed in 1973.  工 t permits the use of

polarized beams and heavy ion beams as well as high quality light― iOn beams.

Boしh so■ id and gaseous ions are accelerated,  Proton beams く  48 MeV are

prOduced.  Further′  a ■ .3 CeV electron synchrotron has been available since

1966, which allows experiments on photo― pion production flom a nuc■ eOn′ etc.
At 300 MeV′  e■ectrons are injected intO an electron storage ring fOr the

production of synchrotron radiation to cOnduct studies in condensed matter

physics.

Saka■  has recently retired upon the completion of his 60th year, after

serving ■ O years as Director of INS.  On this occasion he wrote his auto―

biography′  which provides interesting information on the ・
:hero■ c・・ period of

nuclear physics.  Sakai3s last project, a Nulnatron (standing for Nuc■ ear―
Matter― TRON) concerns an acce■ erator capable of producing heavy ions of

several ceV/nucleOn.

工kegami ■ eft ェ NS to WOrk fOr tWo years at BNL in ■ 963 and was rep■ aced

by H. Eう iri.  工 n ■ 964 Yamazakユ  left for LBL in Berkeley, whereuPon MB Ishi―

hara コ oined the group.  All these younger physicists have become important in

nuclear and high energy physュ cs research in 」 apan.  工 kegam■  ■s now a research

PrOfessOr at RCNP.  He has designed an ingenuous charged partic■ e spectrom―

eter (RA工 DEN〕  capab■ e of high resO■ ution which yie■ ds very beautiful resu■ ts

in nuc■ ear spectrOscOpy′  and Yamazaki′  now Professor at Tokyo University′
studies muon spin phenomena at KEK.

At my arrival on 」 une 30 at Narita AirpOrt′  I was met by Dr. Kasuke

Takahashi from KEK.  We Were driven to Tsukuba City, and on the next morning・

」u■y ■ , we took a train to Tokai′  where the ■ argest of the Japan Atomic

Energy lnstitutes (」 AERI) is loCated.  At JAERI we had lunch with Dr. K.

Harada, who is in charge of Nuclear Research′  and Dr. N, Shikazono′  who heads

the Tandem Van de Craaff.  工 n the afternoon l gave a talk to the nuclear

physicists on ・
'Pseudomagic nucleit・ .  The ta■ k was we].ユ  attended′  but there

was not much discussion′  since′  as l was to■ d′ most of the physicists spoke

Eng■ ish onユ y very ha■ tingly.  On the next morning Dr“ , Shikazono gave me a

detai■ ed tour of the Tandem Laboratory (built betweerl 1975 and ■ 979〕 .  The

Tandem, a vertica■  machine′  45 m high′  has a terminal voltage variable
between 2.5 and 20 MeV′  and is capab■ e of accelerating ions of ■  二 A二  240.
工t was built by the NatiOna■  Electrostatics Corporation (NEC〕  in the usA.

The Tanden is equipped with four different types of negative ion sources′  to

be used for continuous operation′  and with a duo p■ asmotron posュ tive ■ on

source for the production of intense beams of pu■ sed protons or deuterons,

mainly used for pulsed neutron work.  Twelve beam extension tubes, ユ eading to

five target rooms′  are avattlab■e for experiments.  Two computers, PDP-11/04

and PDP―■■/55 serve for data acquisition and a PDP-1■ /70 is available for
data ana■ ysis.  A heaVy ion TOF spectrOmeter serves to identify reaction

products wュ th A く  80 and a kinetic energy く  19 MeV/amュ .  Dr. M, Ohshima
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met one theor■ st′ Dr. ptsuka′  two years ear■ ier at EIice.  He ■ s a co―author

of A. Arima of papers On the lnteracting Boson Approximation (工 BA〕白  He
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appears to be the only nuclear theorist at the Tandem Lab.  Dr, 0. Scho■ ten′

previous■ y from Amsterdam′  now at MSu′  u.S.A., spent a week with him befOre
the conference.  unfortunately′  ェ was not ab■ e to spend the evening of 」 uly ■

in discussion with some of the nuclear physicists′  because the local guest
house was thought to have too primitive accoTIInOdations and the hotel in the

city of Mito′  at which a room had been reserved for me′  is an hOur's car ride
away from the Lab.

On 」 uly 2 whi■ e being shown the Tandem Van de Craaff′  工 enぅ 。yed the view
from the Tandem tower on the Pacェ fic Ocean′  together wュ th the overvュ ew of the

multipurpOse Laboratory at TOkai situated in pleasant woodlands.  The Laborよ ―

tory includes a Reactor safety Research center′  a Fus■ on Research and Devel―

Opment Center′  and a large Nuclear Data Center which cOOperates with 工 AEA in

Vienna.  Dr. Takahashi's visit was connected with this effort.

工n the afternOOn of 」 uly 2 工  returned to Tsukuba City and spent the

evening in the home Of DIo Satoshi ozaki who had been a member of

Dre Lindenbaum's grOup at BNL until l毛  years ago when he accepted the chaュ r―
manship of the Physics Department at KEK.  Also present were Dr. and Mrs,

Takahashi,  We had a very interesting discussion Of the cultura]、  and educa―
tional differences between the u.s. and 」 apan.  This conversation continued

on the next evening in the hOuse Of the Takahashis′  at which Professor and
MIs. Kinoshita of cOrnell university were also present,  The cOnsensus was

that 」 apanese children are under a great deal of pressure from the age of 3

on to acquire ski1ls in the three Rts and later in mathematics and science

understanding in Order to pass the next examinatiOn which wil■
 give them

access to a new peer grouP′  and′  finally′  to the University.  く こreativity′
however′  is not particularly rewarded.  However′  there was nO dOubt in the
m■nds of my hosts that 」 apanese children are much better tra■ ned than Amer■ ―

can ones to take care Of the needs Of a techno10gical society.

On 」 uly 3′  a Saturday′  Dr. Takahashi gave me a tour of KE〕 ( with its
12 GeV Proton Synchrotron and its assOciated beam ■ ines′  including the fast
extracted beam which was used fOr bubble challlber experiments yielding about

five milユ ion pictures which led tO valuable results befOre the b、 lbble chamber
was shut down.  A sュ zable part Of the pictures still awaュ ts ana■ ys■ s.  I was
shown the ava■ lable beam lines and rece■ ved a list Of the approved exper■ ―

ments.  The physicists whO wOrk there incユ ude at least one American′  Dr.
George ェ go of ucLA′  and、  any 」 apanese Physicュ sts from other ■ nstitutions,
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(Phase ェ ェ).  It is hOped that the missing sixth quark referred to as Ⅲ top
quarkⅢ  will be discOvered at TRISTAN′  after the electron energy has been
increased to a considerab■ y higher valuer as planned.

工 also received a detailed descriptiOn of the plans fOr the experiment

on proton decay which is tO be carried Out in the Kamioka Mine sOme 300 km

west of Tokyo′  ～ lo00 m below the top Of the mountain_  I was shOwn the

enormOus (20・ )phototubes′  specially developed and produced by the HaHllnamata
Company′  ■ 100 0f which are to be insta■ led.  Later′  at TOkyO university′  I
was given more deta■ led information abOut this exper■ ment by K. Ar■ saka′  a
graduate student.  Experiments are to begin tOward the end Of 1982.  After

the tour′  a lunch was given by the Director Ceneral′  Dr. T. Nishikawa′  who
happily referred tO his stay at BNL many years agO.
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工 did not have time to get acquainted with any Of the institutions of

the impressive science city′  Tsukuba′  but On the afternoon Of 」 uly 3 (a
Saturday)Dr. Takahashi shOwed me the many parks which form a linear array

20 km long thrOugh Tsukuba.  We lA7ent through Doho park with its many tennis

courts′  an olympic― size swimming poOl′  soccer stadium′  athletic field′  and
gymmasium.  I was interested to hear that a conlmunity center with city hall′
shops′  etc.′  is in  the cOnstruction stage′  and that in 1985 Tsukuba will bo
the home of an international expOsitiOn under the theme′  itDwellings and
Surroundings ―  science and Techno10gy fOr Man at Home.W

On Sunday ェ  went to TOkyo where ェ  met DI. Takahashi8s daughter′  an 18

year Old student at Waseda University whO wishes to devote herse■ f tO the

exp■ oration of natura■  resources.  She told me that she takes about ten

courses′  inc■ uding ユ anguages′  phys. ed.′  math′  physics′  chemistry′  but the
c■asses cOnsist of only One hour's time a week for each course′  in contrast
to the five hours customary in the U.s.

On 」 u■y 5′  a Monday′  a bus took the conference ParticiPants up to Hote■
Mt. Fuj主_  On this trip we were accompanied by Dr. Leon Fisher′ a physicist′
who is now serving his third year as scientific ■ iaison officer at oNR

(Office Of NaVa■  Research) in TOkyo.  Dr. Naoki Onishi′  the Chairman of the
Conference Organizing cOmmittee′  told me later that he greatly valued the
advice of DI. Fisher on how tO make the conditions for foreign participants

as favorab■ e as possible at the beginning of and a■ i through the conference.

As l had hoped′  the conference indeed Provided a groat dea■  of infoIIna―

tion on developments which had taken Place after the 1980 New Orleans Confer由

ence′  and many Of the speakers were the same.  The topics dea■ t with there

fe■ l essentia■ ■y in three grOups′  namely′  ■ ) nuclear properties at and near
the nuc■ ear ground state′  inc■ uding the yrast band′  2)o■ assification of band

structure and se■ ection rules for interband transitions at relative■ y ユ ow

excitations′  and 3) nuc■ ear properties at high spin states′  inc■ uding the

γ
―ray COntinuum at very high excitations,  」 apanese physicists′  both in
theory and experiment′  were wel■  represented at the conference.

After its end on the afternoon Of Saturday′ 」uly 10, Drs. H. 工kegamュ and
M. Fu」 iwara (RCNP′  Osaka)′  Dr. T. Kishimoto (university of Tsukuba) and I
went by car to KyOtO′  where Dr. 工 kegami′  his Wife and l spent the Sunday
Vユsiting Several beautiful temples.  we met there a number of theorists who

had participated in the Mta Fuji conference and who were to participate in a
more theoretical cOnference dur■ ng the coming week ユ II KyOtO.  oll MOnday

lnorning Dr. Ikegami and tt were driven tO RCNP, Osaka, where 工  was introduced

to Professors Kondo (Director Of thも  Institute) and Ogata′  who gave me a
brief tOur of the RCNP AVF cyc■ Otron capable of producing up to 65 MeV

prOtOns,  (DI. Kondo had spent sOme yeals durin▼  the ■ 9601s at the university
of Co■ orado′  whi■ e Dre Ogata had s_pent about a year at Rutgers.) The cyc■ o―
tron is mainly used fOr て p′d) and ine■ astic protOn scattering experiments.
The secondary protOns or deuterons are ana■ yzed by means of an excel■ ent
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scattering of 65 MeV protOns in a very fine experiment by s. I. Hayakawa eL

a■.  The resu■ ting report w■ ■l be pub■ ished in Physicaユ  Review Letters.
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Fo■ loWing the tOur of the cyc10tron′  I gave a seminar On the variable

moment Of inertia (ヽ ア14工)mode■ ′ inc■ uding the discOvery Of PseudOmagic nuclei.

At thiS occasion there follOwed a vigorous discussion in which both theorists

and eXperimenta■ ists Participated.  DIs. Kondo′  Ogata′  alnd lkegalII■  afterwards

tOok me to dinner′  at which amOng Other topics′  the great emphasis given to

careful annual physical checkups Of scientific staff members over 35 years

old WaS diSCussed′  which inc工 ude an abdOminal x― ray examination (G.I. test).

This topic came up because one Of the three physicists in preparation for
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routine.

On the next day′  」uly 13′  工 visited PrOfessOr Eヨ irittS Laboratory at the
University of osaka.  He and his assOc■ ates carry Out experiments on nuclear
de― excitatiOn in the cOntinuum regiOn in rare earths isOtOPes.  Also, various

experinents On dOub■ e beta decay as we■ l as On the establishment of neutrino
mass differences are p■ anned.  on 」 uly ■ 4, I f■ ew to TOkyO and spent the
evening with Dr. and MIs. Leon Fisher and Dr. and MIs. Onishi.  Dr. Onishi is

a member of INS.  As l mentiOned ear■ ier, INS was untiユ  recent■ y directed by
Dr. Sakai.  He is wel■  knOwn tO nuclear physicists fOr his tabu■ ation Of"quasi bandst' in nuc■

ear spectra′  which he has frequent■ y brought up― to― date
during the ■ ast fifteen years.

On 」 u■y ■ 5 ェ  visited the Physics Department at TOkyo university′
 accOm―

panied by Dr. Steven YamamotO′  who had been at BNL in the ■ ate Fifties,  He
■s carrying Out relativュ stic proton scattering studies at KEK.  Drs, T.

YamaZaki and s. Nagamiya′  members Of the same department′  alsO wOrk nain■ y at
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data (See LBL RepOrts ■ 4032-35).  I was alsO shOw「 hOw the phOtOtubes for the
prOtOn decay experinent are being tested′  first in air and later under water.
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Ⅳ 歌 瑠 きど:号を批 器 輪 鉾 響 名
DirectOr (since 1978)of the lnstitute′

 whO expressed his disappointment on
having ョ ust been infOrmed that the 'lNU〕 阻TRONW, pュ anned and prepared since
1976′  wou■ d mot receive cOnstructiOn funds in the near future.
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菱艶義攣襲強  豪trometer bui■ t in ■ 967 has been consid(

:モ]Ctsselettlent of the neutrinO mass from tritiurl decay′ Or clt least Of

工 returned tO New York on 」 u■y ■7.

ぷ盤群瀧雲程麒 隷蚤 盛鑑盤器骨誕蓋まscientists′  a secOnd generatiOn Of ■ eaders (now in their fOrties c■ nd fifties)
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has grown up.  They are extremely hard working, knowiedgeable, and experュ ー

enced phys■ cists who co■ laborate in p■ anning the future of the■ r research.

They are generously supported by their Covernlnent and by 」 apanese industrュ es′

both ■ arge and small′  who have the wisdom to realize that basIC research is

essential for the economic well being of their country.  Some of the new

leaders in research had chosen to work abroad (where they had been given

we■ 1-stlpported Positions) but were in recent years persuaded to return to

」apan.  A■ though they may have pa■ d a price in terms of materia■  wel■  being′

they felt they would have a chance to make more significant contributions tO

physics in their cOuntry of birth.  Others may still follow suit.

Regarding the cr■ tic■ sms of the combination of excessュ Ve pressure and

■ack of stimu■ ation of originality in 」 apanese pre― college education previ―

ously mentioned in this report:  工  be■ ieve important improvement wou■ d resu■ t

if the curiosュ ty of the young student were appealed to at an ear■ y stage

using recently deve■ oped pedagogical methods.  工 nstead of the pressure from

without the ambitiom of the student cou■ d be brought into play without any

ユowering of standards.  Perhaps the present emphasis on modesty and anonymity

with respect to the contributions of the individual shou■ d be somewhat

re■axed.  工  have one strong Obョ eCtiOn to the present system′  nalne■ y′ to the

almost complete ■ ack of support for women scientists.  In spite of the

tradition that the place of a married woman is in the home′  there are now a

few women who have become respected Physicists and whose husbands wou■ d like

them ヒ o obtain pOsitions′  but so far with ■ itt■ e success.  I am referring to

Dra Sugawara―Tanabe, who was invited to give a talk at the Mt. Fu」 i confer―
ence′  Mrs, Otsuka′  who has been invited to work with Dr. GinOcChio at Los
Alalnos during this surmer′  and Dr. Masuko Shima′  now at the Nationa■  Science

lluseuIR at TOkyo′  after many years of waiting′  although her internationa■
reptltatiOn ■ s attested to by the fact that she is only the third woman

representative within the 60-year history of the ilnportant subcolllnittee on

isotopic abundances of lupac′  fo■ ■oWing in the footsteps of Marie Curie and

M. Perey whO served in the thirties and forties.  工  be■ ieve that 」 apanese

Physics would gain a great dea■ if women were a■lowed to ヨoin itS ranks.

工n closing′  I should ■ ike to express my waHrt thanks to the Yamada

Science Foundation for having given lne a sp■ endid opportunity.
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CERN Senior Scientist(GrOup

L e a d  e r ) , E P ―D i v i  s i o n

C H 1 2 1 l  G e n e v e  2 3 ,  S w i t z e r  i a n d

目的及び成果

高エネルギー原子核 ・

原子核衝突の研究は素粒

子物理と原子核物理の境

界によこたわる分野で、

物理学の新しい流れを作

るものとして期待を集め

ている。広範な可台旨性に

充ちた研究課題の中でと

りわけ核物質の高温高密度状態でおこると予想さ

れているクオーク。グルーオンプラズマ状態への

相転移を見つけることはQCDの 基本に関わる重

要な問題で最近特に注目されている。わが国にお

いても、高エネルギー重イオン物理への関心は年

と共に深まり、東大理 ・東大核研を中心に熱心な

研究グループが育って来た。このような状況を背

景にCERNに おける高エネルギー原子核衝突計

画を推進しておられるDr。 私 」.Willi sの 招
へいを企画した。

Dr.Willisは 、豊かな経験と広い視野を備

えた高エネルギー物理学者であって、かっては弱

い相互作用の研究に、そして最近はCERN ISR

における実験グループのリーダーとして数多くの

業績を積んで来られた方である。

Dr.ヽ中1 1lisは 、 3月 28日 に訪日され 4月

12日 までの 2週間、極めて充実した有意義な日

を送って行かれた。初めの 1週間は東京に滞在し、

東大理、東大核研、高エネルギー研を訪問して講

申 請  者   東 京大学

受入責任者  東 京大学

中 井  浩

中 井  浩

演や討論をされた他、 4月 2日 と3日には日本物

理学会春の分科会に参加して多くの日本研究者と

意見や情報を交換された。後半は西に移動し、名

大理 ・京大理などを訪間された。ジェットチェン

バーやカロリメトリーなど測定器に関しては特に

第一線の研究グループにおける豊かな経験に基づ

いた貴重な助言を数多く残していかれた。とりわ

け、高エネルギー研のトリスタシ計画と東大理学

部の私達のグループの計画については、細かいと

ころまで時間をかけて議論していただいた。

この招へい計画の中心は、しかし、日本物理学

会におけるシンポジュームであった。

Dr.Willisを 招き、高エネルギー原子核 ・

原子核衝突を主題として、宇宙線 ・素粒子 ‐原子

核の理論 ・実験合同の大シンポジウムが開かれた。

この企画は大成功であった。Dr,Wi llisの 他に、

山口嘉夫、永宮正治、小柴昌俊の諸氏lrcょる講演

に400人 を超える熱心な聴衆が集まりこの境界

領域に拡がる物理の魅力を探った。

Dre Willisの 残された足跡は大きいもので

あった。わが国の高エネルギー原子核研究につい

て、率直に助言と提言をし新しい視点と刺激を与

えた意義は大きかった。また、国際共同研究につ

いても率直に話し合う機会を得て相互に理解を深

めることができた。今後の展開を大いに期待する

ところである。

末筆ながらDr.Mllisの 招へいを御援助い

ただいた山田財団に深く感謝申し上げる。

REPORT

My report wi■ ■ not foユ ュOw the chrono■ ogical

ュtenary′  but w■ ■■ dea■  in turn wュ th the genera■

my vュ sュt′ the genera■  purpose′  the sympos■ um on
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order of my

categor]_es of

Nuc■ eus… Nuc■ eus



Col■ 上siOns′  the vttsits tO the Nationa■  LaboratOries′  the

Unュ versュ ties and a rev■ ew Of my Own cOnclusュ ons on the centra■

ュssue.

I bel土 eve l was asked tO address the Symposュ llm because ェ

have spared nO effOrt to advance the ュ dea Of experュ ments On very

high energy nuc■ eus― nuc■ eus co■ 1上sions in Europe and the united

States over the past three yearso  l shOu■ d explaュ n that ェ  had

never wOrked wttth nuclei unti■  very recent■ y when we perfOrmed

a smal■  experiment On a■ pha一 a■pha cO■ ■is土 Ons at the CERN一 IsR.

On the contrary′  much Of my work Over the ■ ast twenty five years

Was with the weak interactions of strange particles′
 土n a spttrit

quite opposite tO that of nuclear physics.  MOst of my friends

were astOnェ shed tO see me take up this cause,  The reason ェ
 did

so is that 工  perceived an Opportunity tO Obta」 _n ins■ ght ttntO

fundamenta■ ユy new processes,  For me′  at ■ east′  it requ■ red the

deve■ Opment of a fundamental theory Of the strong interactiOns′

9uantum chrOmodynamュ cs′  tO see how the ュ nteraction Of large

systems of matter cOntaining very high energy densttties cOuld

be studied in a meaningfu■  way.  My co■ ■aborattton centred at

CERN cou■ d form one focus Of a new interest in these matters.

Another naturaユ  focus is the group at university Of TOkyo

Containttng ProfessOrs Yamasak主
′ Nakatt and Nagamttya′  which has

contrュ buted tO thtts field OArer a ■ong period of time.

I was cOnsequently eager tO he■
p out if l cOu■ d′ by assュ st―

ing with the symposillm and in other ways,

The Symposiuln at the 」 apanese physica■  socttety meetttng was

very we■ ■ attended′  the talks covered a wide range Of tOpics and

the discuss■ Ons which fOl■ Owed the ta■ ks were ■ ive■ y′ and I

think it was fe■ t tO be a success by a■ ■ cOncerned.  I was

pleased that ェ  had been ab■ e to participate.  (Earユ 土er′  土 n the

regu■ ar 」 Ps sessュ Ons′  ェ had given a talk On the experュ menta■

technttque of tOta■  absOrbttton detectors′  Or ca■ orimeters).

工 visttted the two ■ aboratOries INS and KEK.  At INS I
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discussed the acce■ eratOr research and deve■ opment aimed at the

Numatron proコ ect.  工  fOund the wOrk interesting′  orュ gェna■  and

successfu■ ′ but l nOted the ■ eisure■ y pace associated wttth

prO〕 ects whose startttng dates are very uncertaino  l dO I10t mean

the actua■  pace of wOrk so much as the fee■ ing that the concepts

can be fixed some time in the future′  sO that if One had to

start the machine tomorrow′  it wOu■ d be quュ te a shock.

I discussed the possibi■ ities tO put oxygen beams in the

CERN SPS with the melbers Of the nuc■ ear emu■ sion group at INS′

who wouユ d be prュ me candidates tO partttcttpate ■ n an emu■ sュon

exposure′  and who are certaュ nly keen to dO sO.

I spoke to Professor sugimotor whO is of course concerned

about the strategic positiOn Of his ユ aboratory ttn any discus―

siOns about new ュ deas with respect tO the Nllmatron scope and

siting.

At KEK′  I had a ■ oOk at the varttous experimenta■
 p]fOgrams′

and l think l have a sense of the confl土 cting demands On the

time of the Ps acce■ eratOr,  I gave ta■ ks On Laser Acce■ erators

and the Workshop on this subject at Los A■ amos in February′  and

on the work of my group at the lsR on Dttrect PhOton Producttton′

and l had informa■  meetings with the groups pユ anning detectors

fOr TRISTAN.  I had interestttng discussions wュ th the Dttrector

and Associate Directors.  The idea of intrOducing nuclear beams

at KEK in both the near and far future seems quュ te rea■ istic、

工 am impressed with the qua■ ttty of wOrk gOing on in the lab.

At the Universities Of TOkyo′  NagOya and KyOtO ェ  del土 vered

a cOmbined ta■ k On Direct PhOtOns and P9ssュ bユユities wュ th Nuc■ eus―

Nucleus co■ ■上sュOns.  I was p■ eased tO see the beautifu■  drift

chamber under cOnstructiOn at TOkyo′
 destined fOr the type Of

physics l have been discussing.  The mOst va■ uab■ e part Of my

trip fOr my own purpOses was the discussiOns On physics and

detectOrs w■ th PrOfessor Naka■ . 工 gOt sOme ideas which have

reshaped my nOtiOns Of Ol■ r programme at CERN.
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At Nagoya′  エ ユearned some very interesting facts abOut the

co■■aborative programme wttth sLAC′  and tOured the ■ aboratOry Of

Professor Nttu′  which tts most impressive.  He wou■ d also be quttte

interested in an emu■ sion exPOsure at cERN with a■ pha and Oxygen

beams.

At Kyoto′  工 discussed a weak interactiOn experiment with

Dr. Sasao′  and tr■ ed tO ■ nterest the nuc■ ear physュ cュsts ュ n the

physics Of high energy nuclear beams′  with what success l cOuld

nOt うudge.  My experience up to nOw has been that it is easier

to engage the ュnterest of high energy particle phys■ cュsts than

nuc■ ear physicists′  who are often daunted by the techniques′  and

stiユ ■ more by the harsh ■ 土fe sty■ e necessary to wOrk at the big

machttlles,

Fttnally′  my sLLmmary of the trip′  ■imiting my comments to

the prograIIme in the high ener9y physics of nucle土 .  工  be■ 土e ve

that it is a fact that there ■ s a rebirth Of interest in this

fie■ d.  The most important compOnent of a nationa■
 physics

PrOgramme is a group of gOOd and high■ y motivated physicists.

」apan tts fortunate to have perhaps the best nuc■ eus of such

physicttsts anywherer at thtts moment.  This tts in tttself suf―

ficttent reason to pursue the fie■ d vigourOusユ y.  second′  it is

necessary to have access tO suitable experimenta■  fac土 工ities,

At the moment′  these are ■ 土mュted to the hadron beams in KEK.

Some interestttng′  but ユ 土mttted′  wOrk can be dOne with these.

Httgher energies and heavtter beams are urgent■
y needed.  The

higher energttes can be reached Only c01■ abOratiOns overseas′

in the near future′  e.g, at cERN′  and of cOurse there is a■ ready

partttcttpatiOn in the Beva■ ac wOrk tO gttve accesses to heavier

proDecti■ es.  Light ions in KEK wou■ d be possttb■ e in the near

future′  and would have no rea■  cOmpetitiOn On a wOr■ d一wide

basュ s.  This seems worthwhi■ e′ and beams of hypernllc■ e■ made

in this way seem an exce■ ■ent idea.

The big questiOn is how One gets to heavier h」 _gh energy
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ュons.  工  must say that to me the ュ dea of buュ ユding a new synchro―

trOn at an energy comparab■ e to KEK at a dttfferent site seems

very dOubtful.  A carefu■  study of the high energy physics

progralmes in EurOpe and the US shows us severa■  cost■ y′ or

rather invaユ uab■ e′ lessons,  A nation must p■ an far into the

future to find Out how many ■ abs it can afford′  and how they

can be dttrected to avoid waste and duplication,  The US has

more than it can afford.  once′  it was necessary to have

competitiOn between labs in the usE  Now the compettttion is

intercontinenta■ .  Even given the number of ■ abs′  their

programmes have more dup■ 土cattton than they shou■ d.  on the

other hand′  EurOpe′  with its present concentration on one big

lab and One specia■ ised one′  shows that the dangers ttf cent‐ ra―

ユ上sation are reaユ ′ and the consequences visib■ e′ but they have

so far been far outwettghted by the advantages.  (This Statement

wi■ ■ have to be rewrtttten in ten years if′  as l fear′  the

basis of budgetttng for LttP is not sound:  the bigger they are′

the harder they fa■ ■).  The ■ esson from CERN whttch was not

reaユ ユy anticipated was the underestttmated power and fユ exib土 工土ty

of a comp■ ex of acce■ erators and storage rings′  which can be

linked together in ways never anticipated when they were

constructed。   (工 f onユ y we cou■ d put the carbon beam from the

SC into the PS at CERN today!  Unfortunate■ y′ they alre too far

apart:  ■ack of foresight!).  Understandttng that now′ 土t ョust

seems very strange not to prOfit by such an Opportunity.  The

NumatrOn shou■ d sure■ y be seen as part Of an acce■ erator

complex.  工 nstituttton and managertta■  prob■ ems shOu■ d receive

institutttona■  and manageria■  sO■ utttOns (remember cERN 工  and

CERN II with two DttrectOrs Genera■ ?)and not compromise the

technュ ca■ success.

工 have made sinttlar remarks to ProfessOr Hushttmi,  工  hope

工 am not stttrring muddy waters′  but l have seen rea■ ■y tragic
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consequences from the opposュ te pO■ 上cy.

工 wish tO thank the Yamada FOundation for making possib■ e

a very ёn」oyable triP,

8 2 - 2 0 3 4

被招へい者

Abdul 鳳 affey Paruqi

LabOratory of 取 61ecular Biology,

偉ヽdical Research Council Centre,

Universi ty ヽ偽dical School,

Senior Scientific StaFf

Hills ROad,Cambridge

CB2 2QH, Engiand

夫
　
夫

利
　
利

井
　
井

一一一　
一一一

目的及び成果

英国 Cambridgeに あ

る h41edical Research

Couざcil(MRC)

Centreの H.Huxley

の グループは、Hamburg

にある European

佐ヽ)iecular Biology

L a b o r a じo r y の D E S Y

支所rCぉいてシンクロトロン放射X線 を用いて、

筋肉が収縮の際rCどのような構造変化をするかの

研究を進めている。今回来日のParuqi氏 はこの

グループに属じX線 検出器 ・計測回路の開発 ・製

作にあたっている。最近我国rcぉいても、筑波の

フォトン・ファクトリー (PF)で 同種の実験が

計画され、シンクロトロン放射も出始め、予備実

験も始まっている。Faruqi氏 から、この時点で

DESYの 結果とPFの 計画をつき合わせて議論

したいとの提案があり、渡航費はMRCか らの決

助、滞日中の経費は山田財団からの援助でこの提

案を実現することができ、多くの成果を得た。

Par uqi氏は4月 6日に成田着、 4月 18日 の

離日まで精力的に各地で講演、討論を行った。す

なわち7日午前は帝京大で講演、杉晴夫氏等と議

論、7日午後は東大工学部で講演、 8日 は東大工

理学部で長谷川賢一氏、橋爪弘雄氏、若林健之氏

申 請  者   大 阪大学

受入責任者  大 阪大学

等と議論、 9, 10日 はPFに おいて高良和武氏

その他の人々と議論、12, 13日 は阪大基礎工

学部で2回の講演、三井の他、植木滝夫氏、若林

克三氏等と議論、 14日 は京大において柊弓弦氏

等と議論、 16日 は仙台の東北医学会で請演、医

学部で松原―郎氏等と議論、 17日 は三菱化成生

命科学研究所で講演を行い、藤目智氏等と議論じ

た。

講演 `討論の主な内容は次の如くである。

1 高 速位置判別型X線 検出器。 Faruqi氏 らは

並夕U計数方式多線一次元検出器を開発した。こ

れは散舌LX線 の非常に高速かつ時間分解能のよ

い測定を可能にし、特に筋肉の動的構造解析の

次の段階で有用と思われる。

2 良 い時間分解能でのX線 計測に必要な特殊な
エレクトロニクス回路。

3 相 互作用グラフ法による半自動的データ処理

法。

4 n.Huxleyの グループで得られつつある

筋肉の動的構造解析の結果。

これらに関する仙台以外での講演の聴衆の多く

はX線 、筋肉の専門家であり、討論も活発であっ

た。仙台の東北医学会での講演は 「筋収縮のミリ

秒時間分解能X線 回折法」と題するもので、医学
一般の人が集り満員の盛況であった。

Paruqi氏 の来訪により、我国の多くの研究者
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はHuXleyグ ル
ープの最近の研究成果を身近に知

ることができた。またFar uqi氏が開発した並列

計数方式位置判別型検出器についての理解を深め

ることができた。Faruqi氏 の側 も日本の各地の

筋肉の回折学的研究の実際によれて対日認識を深

め、またPFで の計画も実地で把握できた。同氏

の表現を力)りると、議論は
“
in deplh"で あ

り、今回の訪日は iIIIIlens e valueをもつ。

このようにParuqi民 の来日は日英両国の研究

者に多くの刺激を与え、神益するところ大であっ

た。山田財団の御援助に心から御礼申し上げる。

REPORT

A.R. Paruq土

The maュ n purpOse Of my vュ sュt tO 」 apan was to discuss

scttentific and technicaユ  wOrk re■ ated tO synchrotrOn radiatttOn

experiments with 」 apanese scientists wOrkttng either in

Unュ versュ tttes Or specュ a■ised Research lnsttttutes.

We have gained experience in muscle diffracttton experttments

with synchrOtron radiatttOn Over the past ten years On varttous

synchrotrons′  but ■ ate■ y at the EMBL′  DESY Hamburg.  As sirdユ ar

experiments are currentュ
y being p■ anned and discussed fOr the

PhOton Factory at KEK′  Tsukuba′  there is cOnsiderab■ e :Lnterest

in exchanging ttnfOrmatiOn′
 and desttgn ttdeas′  a cOncept vュ taユ  for

the hea■ thy deve■ opment Of scュ ence.

工 have ■ isted in a ■ itt■ e mOre deta■ ■ the ma■ n areas ュ n

whttch we have gaュ ned sOme experュ ence and which were the maェ n

topics of discussュ on.

1.  Fast cOunting X― ray pOsitiOn sensitive detectOrs which are

of ttnterest tO bOth musc■ e and non― musc■ e wOrkers whO intend

to use the x― ray beam ユ 土ves at the PhOtOn FactOry.  In

particuユ arァ we have deve■ Oped a para■ ■e■―readOut multiwュ re

ユ土near detectOr capab■ e of very  high cOuntttng rates and

gOod time resO■ utiOn.

2.  specia■ ■y desi9med e■ ectronics fOr doing time― reso■ ved

measurements On dynamic phenomena such as structura■
 changes

ュn musc■ e durュ ng cOntractttOn.
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3.

4.

Technttques of sem土 ―automated data ana■ ystts using interaction

graphics.

Resuユ ts Obta■ ned on ュ sOmetrュ caュュy cOntracting musc■ e and

those gottng rapid ■ ength changes withttn Dr. H.EⅢ
 Huxley.s

group.

Sllmmary Of visュ ts tO unュ versュ ties′  Research lnsttttutes

■, Prof, Haruo sugi

2. Profo K, HaSe gawa

3. Dr. H. Hashttzume

4. Dr. T. Wakabayash土

Tettkyo un■ ve rsュty

Schoo■  Of

Medttcine′  Tokyo′

■73.

Faculty Of Engine―

ering universttty

of Tokyo′  TOkyo,

Facu■ ty Of Engine一

erュ ng unュ ve rsュ ty

of Tokyo′  TOkyo.

Facu■ ty Of sc■ ence

Unュ ve rsュ ty Of

Tokyo′  Tokyo.

Ta■ k: Tttme― Reso■ ved

MuSC■ e Dttffracttton

Experュ ments.

Discussュ Oni on X― ray

and Mechanical Experi―

ments being done at

Tettkyo university.

Talk: x― ray DetectOrs

DiscuSstton: x― ray

detector deve■ opments

both at Cambrュ dge and

Tokyo.

Discussュ on: X― ray

optttcs and detectOr

development for the

'Musc■ e DttffractOmeter'

at the Photon Factory.

Dttscusstton‖  Te chniques

of 3-DimensiOna■  Image

reconstructiOn app■ tt ed

to S■ ―Actin prOblem.
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5. Dr. Amemttyah

6. Dr. Y. Httragi &

Dr, K, Morikawa

7. Prof. Tc M■ tsu土

KEK Photon

Factory′  Tsukuba

Kyoto uhiversity

Kyoto

Osaka unttversity

Osaka

Discussion (a)X… ray

optics for Musc■ e

Dttffractometer and the

genera■  p■ ann工 ng of

beam ■ ayout at the

PhOton Factory.

(b)Resu■ ts of some of

our experュ ments.

(c)Brief discussions

wュ th Prof. Kohra′  prof.

Sasaktt and Dr. Matsushita

on progress Of sRS′

Daresbury.

DiscussiOn: Xi― ray

Detector and design of

Enzyme Diffractometer

p■ anned for the Photon

Factory,

Ta■ ks: (a)X― ray

Detecttton Systems

(b)Mi■ ユisecond Tユ me

Reso■ ved Experェ ments on

Musc■ e.

Dttscuss■ ons: wュ th DIも

Ko Wakabayashi S T. uek土

on X― ray optics for the

Musc■ e Dttffractometer

and the Enzyme

DttffractOmeter.  More

detaュ ■ed dttscussュ on on

our experttments.
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8. Dr. 工 . Matsubara   TohOku unttversity  Ta■ k: Mi■ ■ttsecond Time

Schoo■  Of Med庄 cェne′ Resottved Musc■ e

sendaェ .            Diffraction Experェ ments.

Discussェ ons:

A■ sO With Dr. Yagi

X―ray Experiments and

deve■ opment of new

te chnology.

9. Dro S. Fu]ェ me      Mitsubishi― Kasett   Ta■ k: M土 ユユisecond Time

lnstitute of Life  ReSOユ ved Experiments

Sciences′  Machidar On Contracting Musc■ es

Tokyo.              Discussions:

(A工so wttth Dお   UmaZumユ

& Ishiwata)

X―ray Experiments on

Musc■ e
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いや一 ,昭 和 5 6年 ・5 7年短期間派遣成果報告

1-4240

アメリカ、アカパンカビ生物時計を制御する光受

容系の生化学的研究

基礎生物学研究所 明秀

滞米第一週はVentura

で開かれたゴードン会議

に出席した。微生物によ

る環境情報の受容機構に

ついての会議で、アカパ

ンカビの光受容過程の解析を研究の一つの目的と

している者にとって大変貴重な情報を集めること

ができた。 オーガナイザーが、この後訪間する

B Iiggs博士であったので、この会議への出席の便

宜をはかっていただいたわけである。友人のイリ

ノイ大のPaletta博士もこの会議に出席していた

ので、半年振りの再会を楽しみ、その後の研究状

況の進展を議論した。

週末にSan DiegOの Brody博士 (カ リフォル

ニア大 )の研究室に招待され、研究室の若手を相

手に丸一日を議論につぶしたが、未発表の結果を

中心にしてお互い忌憚のない意見の交換ができた。

第 9回 分子構造オース

チンシンポジウムは、予

定通 り昭和57年 3月 1日

～ 3日 テキサス大学 (ォ
ースチン)で行われた。

会議は 1会場で行われ、毎日午前と午后に間に 1

回の休憩をはさむセッションがそれぞれ一つずっ
もたれた。各セッションは50分の招待講演 1個 と
15～20分の一般講演 7～ 9個 から成立っている。
この他に、アブストラクトのみを講演予稿集にの

せておき、会議中にその内容について随時討議に

応ずるという体裁で25の論文が報告された。

招待講演は会議の基調を決める重要なものであ
る。今回行われた6個の講演の題目と演者名を以

第二週から第四週までカーネギー研究所のBri一

盟 S博士の研究室に滞在して、アカパンカビを使

ってフラビンーチトクロームb系 の光還元の測定

を、生菌体を用いて行なった。培地の組成を変え

ることによってアカパンカビの光感受性を変化さ

せることを先に報告したが、この変化が光受容系

そのものの変化と結びつけられるかどうかに焦点

を絞って実験を術なった。時間的な制約もあり充

分な確信を得るまで実験を繰返すことはできなか

ったが、Briggs博士崎則定の全ての過程に立ち会

っていただき共同の実験ができたことは大変貴重
な経験であった。

最後の週にSanta CruzにFeldman帥 司し、

これからのアカパンカビ生物時計の研究の方向づ

けにつぃて話し合った。
一年間滞在した研究室で

もあり大変楽しく一日を過すことができた。

81-4255

アメリカ、第 9回分子構造オースチンシンポジウム

分子科学研究所   庶  田  榮  治

下に示そう。

l The Structure ofヽ Veakly Bound Organic C―

lusters and Van derヽ Vaals_14tol ecul esゥ

D Ho Levy(The university of Chicago).

2 The Structure and AsyIIIrletry of C143 and

GeH3 Groups.

D.C Mckean(University of Aberdeen)

3 Tlle lnterplay of the E lectrostatic l江 olec―

ular Potential and Site Accessibility in

the Reactivity of Nucleic Acids

A Pull可 迫n(Laboratoire de Biochttie

TttOrique,Paris)

4 1nvestigation of Rotational Spectra by Ml― ―

crowave Fourier TransfOrm and Superheter
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odyne Spectroscopy.

H  D r e i z l e r ( U n i v e r s i t a t  K i e l )

5、メ■ray Absorption Spectrometry as a Tool

for the Stuф  Of M01ecular Structure

‖ E.Blunberg(Bell Laboratories).

6.Microwave Spectroscopy of Transient Mo一

lecules.

E Hirota(Institute for Molecular t■

c i e n c e )

このオースチンの会議は、電子線回折とマイク

ロ波分光を用いて分子構造の研究を行っている第
一線の研究者が、隔年に集ってその研究成果を討

議ナる会であるが、上記 6個の講演のうち厳密に

このカテゴリーに属するのは4と 6のみである。

現在分予構造論の分野 に属する多くの研究者は、

その行 くべき道を模索 しているように思われる。

招待講演の選択にはその状況が反映されているよ

う1こ感 じられた。

講演全般についての一つのイ頃向は、非経験的理

論計算の占める割合が多くなったことであろう。

大型計算機の発達とともに計算の信頼度も向上し

1982年春のアメリ材ヒ

学会高分子部門のシンポ

ジュームとして
“
Mic一

rodomins in Pol脚 er

Solutionsル がとりあ↓ガ

られた。組織者たるPurdue大学のDubin教授によ

ると、これは「高分子溶液中にて水素結合、疎水

結合、静電相互作用などによって分子内ミセルな

ど高次の構造が形成され、微細規則域の生成につ

ながる現象のまとめ」である。その一つとして疎

水性高分子電解質の作る分子内 ミセルが取りあげ

られ筆者も講演者として招待された。 3月 29日か

ら4日間行われたが、請演数は38で、内容もやや

多岐に亘りすぎた感があった。筆者の興味に焦点

をしぼり、このシンポジュームの報告とする。

81-4256

アメリカ、アメリカ化学会高分子シンポジウム

北海道大学   須  貝  新 太 郎

てきている。本会議の主催者 JE.Boggs教 授が

実験から理論計算へ転向したこともあずかってい

るように思われる。

発表された論文中、筆者の分野に近いところか

ら特筆すべき成果を 2件あげておこう。第
一はR.

D.Suenralnら(National Bureatt bf Stal■dards,

Washington)に よるメチレンラジカルのヤイクロ

波スペクトルの観測である。彼等はまたシスおよ

びトランスのNHttHの 検脚こも成功している。2番

目はR.C.Woodsら (University of Wisconsin)

のマイクロ波分光によるHO伊 イオンの検出であ

る。これらの結果は 1982年の分子分光のもっとも

重要な成果としてあげられるであろう。

会議の出席者数は恐らく 100名を下まわってい

て決 して大きな会ではなかったが、会場での討論

は非常に活発で、過去筆者の出席 したオ
ースチン

会議 と比べると、はるかに稔 り多い興味深いもの

であった。また会場外でも参加者の間での討論、

情報交換はさかんで、この面でも有意義な会議で

あった。

初日polysoapの権威であるStrauss教授が、

(マ レイン酸、n一 アルキルビニ
ールエーテル )

共重合体の分子内 ミセルの研究のまとめをのべた。

内容は既に発表されたものばかりで新鮮味は感じ

られなかったが、PH滴 定の解析から、分子内 ミ

セルをもつ球状書コイル転移の二状態性の確認の

重要性、付力日されたダンシル基がミセル内環境の

レポーターとして有力な事をあらためて感じた。

ダルシル化した高分子の螢光についてはMoraw一

etz教授の講演も興味深かった。

筆者は環境の光学的 レポ
ーターたるフェニール

基をもった味水性高分子電解質 (マ レイン酸、ス

チレン)共重合体を中心に分子内ミセルについて

述べた。最近の微分スペクトルによる環境の解析

か ら始めて、未発表 のH一NhIR(40伽 腹z)に よ
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るミセル内の主鎖、側鎖の運動の解析を展開した。

フェニール核の主ピークおよび主鎖のメチレンの

ピークはミセル状態でも観vRllされ、Tlははげしく

分子形態に依存した。 ミセル内では側鎖、主鎖と

もに運動が待」限されている事、さらに ミセル内の

スペクトルの特色の解析を示した。

講演時およびその後の討論では、分子間会合の

可能性、形態転移の速度論、マレイン酸中の第 2

カルボキシル基の解離域の挙動についての質問が

あった。

フランスのVert教授は、水溶性のポリアミン

系高分子が、その荷電変化で球状→コイル転移を

する事を示した。又フランスのVaroqui教授はマ

レイン酸共重合体の分子内ミセルを有機溶媒中の

測定と、水溶液中の性質との比較から特性化した。

Strauss、筆者、vertおよびVarOqtliの仕事

は、タンパク質の球状 ミセルのモデル研究でもあ

り、親水性基と疎水性基の交互 (あ るいはブロッ

ク)共重合体が水中で微細規則構造を作りうる事

を示したものである。水溶″性および有機溶媒可溶

の両性ブロック共重合体の作る微細構造について

は、京大の中島、河合両教授を含む数人の研究発

表があり、さらに分子間会合体の形成についての

Mandelkern,M lller教授 らの報告が続いた。

3日 目からは、高分子一リガンド会合体が中心

になった。高分子一色素、高分子一界面活性剤系

の報告が多い中で、スイスのSchwarz教 授は直線

状高分子と大きいリガンドとの結合の一般論を、

核タンパク質たるDNA― プロタミン複合体に応

用した。彼はリガンドが大きい事から、協同的、

非協同的、反協同的結合を考え、結合定数の決定

および結合の速度論に及んでいた。又色素系では

コダックのTan博 士がイミダゾール系高分子への

メチルオレンジの結合の協同性を詳細に論義して

いたのが興味深かった。

界面活性剤による規則構造の生成として、Yallg

教授は (L一 Lysine)n系 (側鎖 一 (CI12)m StH2

:m=1～ 8)が SDSな どにより規則構造を作る

様子をCD図 から示 した。何故m=4が 中性pHで

β―formに なるのか興味は深いが、明快な解釈は

なされなかった。

最後の日は、京大の伊勢教授の荷電した高分子

間の相互作用で作られる規則構造、早稲田大学の

上国教授の規則域中での電子移動過程など、 ト ピ

ックスの講演があった。

最初にもお、れた様に、やや多岐に亘ったシンポ

ジュームではあったが、筆者の今後の研究の方針

を決める上で大変有益であった。

81-4258

アメリカ、液晶及び秩序流体に関する第 4回 国際

シンポジウム

大阪大学  狙 篠 道 夫

ラスベガスで開催され

た「液晶及び秩序流体に

関する第 4回 国際シンポ

ジウム」での講演、及び

ユタ大学 (ユ タ州 )化学

教室とケント州立大学 (オハイオ州 )物理学教室

でのセミナー講演の為、昭和57年 3月 2′7日～ 4月

10日の間、米国に出張した。

上記シンポジウムは米国化学会第 183年会の一

環として、コロイ ド及び表面化学部会が主催した

ものであり、 4日 間の会期中、11ケ国から7214の

講演発表が行われた。内訳は米国 (51件 )、英国

(4)、 カナダ(4)、 西独 (3)、 日本 (2)、

仏 (2)、 インド(2)、 ソ連 (1)、 東独 (1)、

韓国 (1)、 スイス(1)で ある。筆者は「ター

″―ヘキシルオキシベンジリデンータと ″一ブチ

ルアニリンにおけるスメクティック液晶相の特異

なガラス転移現象」と題 して講演を行なった。熱

力学的に非平衡状態としてのガラス状態が、最近

では物質の種々の凝集状態について実現されてい

るが、本研究におけるスメクティック液晶相のガ

ラス転移は2段階の緩和過程を経るという従来夕」
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の無い特異な挙動を示したので、この事実と可能

な機標についての議論を中心に報告した。

新事実を報告することは容易であるが、事実の

裏付けや解釈を正しく行うことは一般に難解であ
る。筆者らは2段階緩和の可甫旨性として、 (1)
スメクティック液晶相に特徴的な層吠構造のうね

リモード(undulatiOn mode)の 凍結、及び(2)
層 に平行及び垂直方向への分子の異方的自己拡散

運動の凍結を指摘 したが、未だ確証が得られてい

ないので、できるだけ多くの研究者と意見を交換
したく考え、光散乱実験で著名なユタ大学化学教
室のC.H.Wang教 授及び液晶研究のメッカ的椛
であるケント州立大学の液晶研究所のG、H.Br―

own所 長、x線 解析のA de Vries教 授、液晶

合成のME.Neubert博 士、物理学教室でメスバ

ウァー効果により液晶のガラス状態を研究 してい

るD.L Llhrich教授、核磁気共鳴のJ.W.Doane

教授、交流法熱容量測定のBL.JOhnson博 士に

会い、詳細にわたって多くの議論をすることがで

き大変有意義であった。これら二大学では、筆者
の為にセミナーを準備していただぃたので、スメ

クテイック液晶の特異なガラス転移現象と併せて、

最近筆者らが研究を続けている、円盤状分子が示

す新しい型の液晶の熱容量測定から得られる熱力

学的側面からの新しい解釈について報告した。非

常に大きな関心が持たれ、今後の共同研究の提案

もあり、実り多い大学訪間であった。

また、液晶以外で筆者らが従来から研究してい

る有横金属化合物、スピンクロスォーバ ー錯体、

五配位錯体についての興味深い議論を、ユタ大学
のR.D Emst準 教授、ケント州立大物 mrich

教授及びGelerinter博吐と行うことができたのは

望外の幸せであった。

週末の一泊バスツアーで広大なネバダ州及びア

リブナ州の砂漠を走 り、雄大なグランドキャニォ
ンを見物 したこと、雪のソールトレイクシティ、
ブリザードに近いオハィォ州と、短期間の出張で

はあったが変化に富んだ北アメリカ大陸横断の旅
であった。しかし何にもまして印象深 く有意義で

あったのは、多くの研究者との意見交換であった。

今回の出張に際し、旅費の援助を賜った貴財団
に、あらためて深くお礼を申し上げると同時に、
自誌団の今後の益々の御発展を祈る次第である。

81-4264

バングラディシュ、発展における物理の役割に関する

国際 シンポジューム

東京大学   有  馬   朗  人

1 9 8 2 年1 月2 0 日

より1月 24日 まで

Bangladeshの首都D acca

にある原子力研究所で開

催されたRole of Fhy―

Sics in Developmentに 関する国際シンポジュー

ムに出席 した。シンポジュームでは、太陽エネル

ギーや原子カエネルギーを開発途上国でどう用い

るか、というような問題、エレクトローニクスな

ど産業と物理の関係などが主たる議題としてとり

上げられ、活発に討論が行われた。さらに素粒子

物理学とトポロジーの関係のように最近の物理の

発展についての講漬と討論もあった。私は原子核

物埋学の最近の話題の一つについて語 した。
このシンポジュームで開発途上国 (バ ングラデ

ィシュ,マレ
ーシア等 )の 人々と身近に接触して、

しみじみそのような国の研究者の悩みの一端を理

解できたかと思う。そして日本が欧米の先進国と

協力するのみならず、アジア地区の諸国と協力す

る必要があることを痛感した。このような協力の
一つとして日本物理学会では、シンガポール物理

学会と共催でアジア太平洋地区の諸国の人々によ

る国際物理シンポジュームを開くことを計画した。
そのことを決定する前にシンガポールヘ行き、現
地の責任者K.K.Phua氏 と一日相談を行い、その

相談に基づき、日本物理学会として、この国際シ
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ンポジューム開催にお、み切ることができた。今回  報 告 し、援助に心から御不し申し上げる。

の援助により上記二つの目的を達成できたことを

2-4001

中華人民共和国、非平衡系の統計力学集中講義

東京大学   鈴  木  増  雄

今回、山田科学振興財

団の援助により、57年4

月10日より4月 25日まで、

中国特に、北京、藩陽、

杭州、上海へと行った。

各地の大学で、非平衡統計力学の講演とそれに関

する討論を行い、日中の科学研究の交流の促進に

努力 した。中堅層の聴衆が多数講演に参集 し、熱

心な質疑 ・討論があり、深 く感銘を受けた。

講演の主なテーマは次の通 りである。

l Nonlinear fluctuation and relaxation in

non一equilibriuln  systems   2 Theory of

formation of macroscopic strtlctures―

scaling theory 3 Unifid theory of tran―

sient phenomena near the instabllity pぃ

illt― global approximation mcthod  4 障

cent develoPment of theories of mon― eqぃ

ilibriurn phase transitions

これらの講演は主に次の文献に基づいて行った。

文  献

1)M, Suzukl,P/クタ TタタθぇPクダ, 56( 1976)77,

ど77;ibid 5 7(1977)380. の M suzuki,ア

S′筋 Pタダs16(1977)11,477 3)M Suzukl,

in Order and Fitlctuations in Equilibriuln

and Nonequilibriurn S tatistical Mechanics,

Edited by G.Nicolis,G Dewel and J.■

Turner(」 ohn Wiley&Sons,Inc.1981)(第 17

回ソルベイ会議のproceedillgs)つMo Suzuki,

ィク弘C″夕″.P″ S・46(1981)195. 5)M.

Suzuki,P/θ 夕『″夕θ〆 P″7s. S%タタど 64( 1978 )

402.

主に不安定点近傍でのゆらぎの増大と途中での

ランダムな力と系の非線形性 とがどのように絡み

合って、 ミ クロなゆらぎが巨視的な秩序構造へと

発展するか、そのメカニズムを議論 し、上のいく

つかの要因の相乗効果がその基本的機構であるこ

とを論 じた。

尚、最後に、 いろいろな分野への応用の可能性

についてお、れた。すなわち、

1.レーザー発振とゆらぎ 2.超 放射(super―radi―

ance)3 Spinodal decomposition 4化 学反応

5プ ラズマ (特 にcl― psの 問題 )6原 子核の重イ

オン衡突 (す でに、 K.Tanabe;P/クダ.Tル ク/

P″γs 61(1979)354及 び、 R.Sttmidt and G

Wolschin;Z・ P″7Sガ形Z―一Z″ク物s ″″″J″′〃夕ど

296(1980)215の 仕事は訪中前から知ってい

たが、中国でも最近、三正行 :高能物理与核物理

(P″75ルαゴ″夕″か2タゴク/力S夕″P力γ∫ルα押″′
一

ル″″s)第 6巻、第 2期 (1982)219の 仕事が

あることを知った。 )7生 物物理

最後に、今後益々、 日 中の学問上の交流を深め、

両国の科学の
一層の発展を期待したい。山田科学

振興財団に改めて謝意を表したい。
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82-4003

アメリカ、アメリカ化学会第 14回中央地区大会

京都大学   山  本   嘉  則

ミシガン州 ミッドラン

ドのNorthwood研究所

において、 6月 16日から

18日までの 3日 間アメリ

カ化学会第14回中央地区

大会が開催された。この学会の種々のシンポジウ

ムの一つに「有機ホウ素化合物を用いる有機合成」

があり、山田科学振興財団の御援助によりこのシ

ンポジウムに出席し研究発表を行なうことができ

た。この会議は招待講演のみからなり1財牛の研究

発表が 3日間にわたって行われた。うちゎけは8

件のMain Lecftte(45分 )が、G Zweifel,鈴

木章 (北 大工 ),M.M Midlan(1,D.S.Matte一

son,A.Pel ter,山 本嘉則 ,C.F.Lane,比 C.

Brcjwn,の 順 で行 なわれ、 7件 の発表 (30分 )が

R.O Hutchins,S.Krishnmur的 ,G.L.La一

rsoll,JA.S ikorskl,内 本喜―朗 (京大工 ),

G.W.Ka臨 l臨,JA.S oderquist,の 順で行なわ

れた。内容は、新 しい還元剤の開発 ,高度な不斉

還元剤およびそれを利用した生埋活用化合物の不

斉合成、有機ホウ素化合物を用いる新 しい有機合

成反応の開発、立体選択的および位置選択的有機

合成のための有機ホウ素化合物の利用など、に大

きく分類される。この分野の最も活発な研究者が

集った感があり、実際、米国以外からの出席もあ

り(日本人 3人 と英国からPelter教 授 )アメリカ

化学会の地区大会にしては極めて国際的な集会と

なった。活発な討論が行われ常に時間延長する状

態であった。本会議は学問的討論以外に、HC.

Bronvn教授 (1979年 度ノーベフイヒ学賞受賞者 )の

70才の誕生をお祝いする会をも兼ねており、事実

B rolvn教授の門下生が大部分を占めていた。G.

Z , M M M . , C . F L . , s K . , J A S . , G W .

K,,」 A.S.,鈴 木 ,山 本 ,がそうである。同

窓会の結びつきの強さを、日本と同様にアメリカ

でも感じた。学問的には、有機ホウ素化合物は有

機合成の一つの手段として広 く応用される様にな

り身近かな試薬となっている、という印象を強く

受けた。なお、本シンポジウムはパデュー大学の

根岸英一教授が中心になって企画されたものであ

る。

この中央地区大会では同時に「有機ケイ素化学

に関するK ipping賞シンポジウム」も開催され、

有機ホウ素についてのシンポジウムと時間的に重

ならないように工夫されていたので、可能なかぎ

リケイ素シンポジウムにも出席した。日本から、

熊田誠 (京大工 )、櫻井英樹 (東北大理 )、安藤

亘 (筑波大 )の各教授の研究発表があった。また、

本大会の特別な催 しとして、T.」 Barton教 授

へのKipping賞 の贈呈式とそれに続くBrclwn教

授の「Adventtlres in Research」と題する特別

講演とが行なわれた。最後になったが、貴財団の

厚意に感謝し益々の発展を祈念する。
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82-4010

アメリカ、小角中性子散舌L法を用いたブロック共重合

体中の鎖のコンホメーションに関する研究

京都大学   長 谷 )|1 博  一

最近医用高分子材料や

機台留性高分子膜として注

目されているブロックポ

リマーは、異なった,種類

の高分子鎖を一次結合で

繋ぎ合わせた構造を持っている。一般に異種の高

分子の間には反擁力が働いて相分離を引き起こす

が、ブロックポリマーの場合はこの一次結合のた

めに大きなサイズを持った相を形成する事ができ

ずに、数十から数百オングストロームの大きさの

球状、棒状或は交互層状のドメインが生成し、こ

れらが規則的に配列してミクロ相分剛t構造と呼ば

れる顔似結晶構造を形成する。これらの ドメイン

に様様な性質を持つポリマーを組み込む事によっ

て橿種の機能が生じるわけで、例えば親水性のポ

リマーと味水性のポリマーのプロックでは抗血栓

性が良 くなる事が矢口られているし、正のイオンと

負のイオンを持ったポリマーのドメインを配した

膜は海水の淡水化やアミノ酸の濃縮などに応用で |

きるイオン交換膜として有望である。

このようなミクロ相分離構造中で個個の分子鎖

がどのような形態をとっているのかという基本的

な問題は、将来種種の目的に応じたブロックポリ

マーの分子設計をする場合に極めて重要 である。

無定形高分子団体中における分子鎖の形態を調
ヽ

べるには、一本の分子鎖を他から区別できなけれ

ばならない。その手段としては普通、中性子線の

散乱現象が利用される。水素と重水素では中性子

線の散乱の仕方が異なるため、水素原子を重水素

で置換した高分子鎖を水素原子だけの高分子中に

古郭混合 してやれば、中性子はこれを見分ける事

ができる。このようにして、ポリスチレンなどの

無定形高分子固体或はポリエテレンなど結晶性高

分子でもその融液中ではランダムコイルと呼ばれ

る形態をとっている事がわかった。ランダムコイ

ルとは高分子を構成する最小の統計的な単位であ

るセグメントがあらゆる方向に全くでたらめに繋

がっていったような形で、その慣性半径が分子量
-43-

の平方根に比例するような球状をしている。ブロ

ックポリマーでは異種高分子間の結合点が ドメイ

ンの界面付近に固定され、またドメインの界面が

異種セグメントの侵入を妨害する壁として存在す

るため、分子鎖の形態はホモポリマーとはかなり

異なった制約を受けたものとなっている事が予想

され、実際、統計理論ではブロック鎖の広がりは ド

メイン界面に平行方向ではホモポリマーと変らな

いが、垂直方向にはかなり長 く伸びた状態になっ

ているとされている。

我々はフロック鎖の形態を明らかにするため

に、ポリステレンーーポリイソプレンのブロック

ポリマーにこれと全く同等でポリステレン部分

のみを重水素化したブロックポリマーを混合し、

中性子散舌L法を用いてポリスチレンブロック鎖の

広がりを測定した。試料は10%の トルエン溶液か

ら成膜したものを用いたが、電子顕微鏡観察およ

び小角 X線 散乱測定によってこれらのフィル塙

料ではポリスチレンおよびポリイソプレンの、周期

約 400オ ングストロームの ドメインが交互層状構

造をとり、 しかも各各の層はフィルム表面に平行

に囲向している事がわかっている。中性子散乱実

験には中性子線源として原子炉が必要であり、我

国にはまだこの種の実験に使用できるような十分

な線量を持った中性子炉がないので、米国商務省

標準局の研究用中性子炉 および附属の小角中性子

散舌L装置を使用し、測定した。その結果、ポリス

チレンブロック鎖が回転精円体の形状を持つと仮

定すると、その大きさは、 このブロック鎖と同等

のホモポリマーのランダムコイル (慣性半径約32

オングストローム )を鎖の占める体積を
一定に保

ちながら界面に垂直方向に約 1.2～ 13倍 引き伸

ばしたものである事がわかった。従ってブロック

鎖の界面と平行方向の広がりはランダムコイルの

場合より小さくなっている。鎖が界面と垂直方向

に伸びた事により界面と平行方向への広がりが受

ける影響が統計理論では無視されているが、これ

を考慮する必要が生じたと思う。



こ研 究秘 行するに当り、長岡技術科学大学教   士 の協力を得、財団法人山田科学振興財団に渡航
技藤本輝雄博士に重水素化試料合成の御指導を得、  費 の援助を受けた事を感謝する。

中性子散乱実験には米国商務省標準局のC.ハン博

2-4014

カナ久  「宇宙空間天文学のための先進技術 」に関す

るシンポジウム

東京大学   小  平  桂  一

昭和57年 5月 20日～22

日にわたって、カナダの

オタワで上記シンポジウ

ムが開催された。国際宇

宙科学委員会 (CosPAR)と 国際天文学運合

(IAU)共 催のこの研究会では、ァメリカ、イギ

リス、フランス、 ドィッ、ソ連などの宇宙開発先

進国を中心として、最先端の宇宙科学技術の開発

状況が報告されるとともに、各国の宇宙空間大文

学の将来計画が討論にかけられた。参加者は約60

名で、欧米の研究者が主であったが、アジアから

も少数が参加 したうち、日本は私を含めて5名 に

も上り、最近の活発な宇宙空間観測を反映 して、

注目を浴びた。

会議の進行は、技術開発の現状、進行中の軌道

望遠鏡計画の状況、将来計画の 3部 に分けられた。
スペース・シャトルの試験飛行の結果を踏まえ、

宇宙空間科学も第 3世代の、実用的な段階に入っ

た、という評価が一般的な空気を支配している半

面、米国を始めとする各国の経済状態の悪化を反

映 して、様々な計画の実現は、楽観を許されない

点が強調された。したがって、技術面でも従来の

より精密なより高度のものをという方向から、い

かにして確実にかつ安価に、目的を達成するか、

という工夫に、努力が向けられているように思わ

れた。

全般的に足踏みを始めた欧米諸国の計画に較べ

て、我が国の衛星計画が着実に歩を仲ばしている

のは印象的であった。宇宙科学研究所の小日、平

尾両氏のX線 天文および惑星天文の話、阪大宮本

、常深氏のX線 天文計画と装置の話、それに私の

紫外天文衛星計画の話と、 5講 演があった。私の

話は招待講演とされていて、 1990年 頃の打ちコガ

を目標とした口径60∽ f14の 日本の軌道紫外望遠

鏡計画の国際社会への紹介が主眼であった。この

計画は長い間日本の天文研究者の問で考えられて

きたもので、一昨年には宇宙科学研究所にこのた

めの作業グループが設置され、今春その第一次計

画案が中間報告としてまとめられたものである。
シンポジウムでの講演の骨子は、この中間報告に

基いている。すなわちNASAが 1985年末に打ち

上げを予定 しているスペース・テレスコープは、

f/24と いう口径比の大きな暗い光学系をもって

いて、暗い点源を観測するのに適している。これ

と相補的役割を果す明るい光学系の望遠鏡で、星

雲の大局的な物理の解明をも狙おう、というのが

日本の計画である。この種の光学系は設計や姿勢

制御も比較的困難で、最近の軌道望遠鏡では避け

られる4頃向にあるが、日本のカメラ技術や最近の

制御技術を活用 して挑戦しょうというものである。

この計画がいつ実現しそうか、という点に参加

者の興味が集中した。経済状況の悪化で、各国と

も国際協力の相手を探 しているからである。欧米

と異り、日本の将来計画が比較的実現性をもって

いるので、関心は非常に高かった。小田稔氏が、

この紫外天文衛星計画はまだ認可されていないが、

高い優先度で待ちリストの上位にランクされてい

ることを説明すると、米国のグループなどは羨 し

そうな反応さえ示した。

会議全体の事務はCOSPARが 共催である上に、

オタワの会議センターで行われたため、淀みなく

進んだ。議題が各国の将来計画にかかわるような
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ものであったためか、政府機関筋の研究系事務官   こ のような国家的将来計画の国際社会
への

のような人の出席もあり、
一般の国際天文学連合  紹 介のための招待講演に、派遣旅費をご援助

の研究集会に較べて女性参加者の比陣がはかった。 下 さった貴財団に、心から御ネ
t押し上げる。

82-4018

アメリカ、第47回ヨ
ール ドスフ

°
リングハーバー

シンポジウム「DNAの 構造 」

京都大学   柳   田   充   弘

6月 2日から6月 9日  造 についても、 natural superhelicity,cruc ifi―

まで、米国ニュ
ーヨーク  ed fOrm,centromere,te10mereの ように特異な

州コール ドスプリングハ  構 造が明らかになりつつある。

―バー研究所で開催され

た、シンポジウム「Sr

ructures of DNA」 に出席百し、
``Dynanaic beha―

viors of DNA molecules in solution studied

by fluorescence microscowと いう標題で発表

した。また会期の前後に、メリ
ーランド州立大学

医学部、ウッズホ
ール海洋生物研究所、ワシント

ン大学 (シアトル )を訪間 し、研究連絡、セミナ

ー等をおこなった。

シンポジウムは 100以上の演題で、16のセッシ

ョンよりなり、DNAの 構造について、結晶学、物

理化学、塩基配列の解析、DNA・ タン/h°ク質相

互作用、クロマチンDNAと いう比較的堅い話題

とメチル化DNA、 複製、転写、組み換え時のD

NA構 造、超らせんDNA、 繰り返し酉己列、DN

A'博報発現の待J御等々の分子生物学の基本的課題

といえる話題と、実に広汎なものであった。

open ingはA.Richが Z一DNAを 中心に、DN

A構 造に関する埋解の深まりと概念の変化につい

て述べ、 clos ingはA Klugが 手ぎわよく、8日

間の熱気にあお、れた多くの話題をまとめた。DN

A構 造の多様性と複雑さがDNA機 能と対応 し結

びつきつつあるというのが強く印象に残った。塩

基配列特異的なDNAの 立体構造は、A,B,Z

型というような単純な分類法では対応できないぐ

らいに多様性に富んでいる。またDNAの 高次構

いっぽう、DNAは その機台と発現の場で、
一次構

造から高次構造にいたるDNA構 造の特質を巧みに

利用しているようである。しかしながら多くの場

合、構造と機能を対応づけるのは依然として困難

で、転写の制御という問題ひとつをとりあげても、

塩基配列の解析とクロマチン構造の解析結果の問

にはギャップが存在している。今回のシンポジウ

ムでは、必ずしも中心的セッションではなかった、

DNA・ タンパク質の相互作用の理解がいぜん最重

要課題であることを強く感 じた。

可塑性に満ち、多様な塩基配列を持つDNA構

造の研究は、これから始まるのであり、今回のシ

ンポジウムは、出発点に立ち問題を整理し今後の

展望をもっために非常に有効であった。なお日本

からは大阪大学の松原謙r、 京都大学の池村淑道

両氏と私の三名が発表した。

私的な印象ではあるが、今回の約 3週間の米国

旅行で強く感じたことは、日本の分子生物学も、

何かきっかけをつかめば急速に米国のレベルに近

づけるのではないかということであった。そのた

めには、相当数の30代の研究者が自前の研究グル

ープを持つチャンスに恵まれること、20代の若手

研究者、学生が、国際研究集会でどんどん発表で

きることの二点が絶対必要であろう。そのために

は、いったいどうしたら良いのだろうかといまも

考えつづけている。
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82-4019

アメリカ、M Fア タ
ー記念シンポジウム

大阪大学   倉  橋     潔

本シンポジウムは1982

年 5月 27日、28日の両日

に亘って、米国 クリーブ

ランド市、ケース、ウエ

スターンリザーブ大学に

於て、 1980年 H月 28日に夕E去された、M F ア

ター教授を追悼するために開催された。

アター教授は、 1953年 に倉橋 と共にホスホエ

ノールピルビン駿カルボキシキナーゼ (PEPC K)

を発見 し、更に 1960年にB。キーチと共にピルビ

ン駿カルボキシラーゼ(PC)を 発見、それらが

糖新生の要の酵素であり、ホルモンによる糖代謝

調節機構の重要な担い手であることを明らかにし

た。そのため、シンポジウムは、アター教授の研

究分野に近い研究者による炭酸固定、糖質代謝に

関する報告と追憶を主題として組織されたが、R
バーグ教捜、 Iロ ーズ教授、倉橋等は主題とは離

れた、現在進行中の研究の報告も行なった。

シンポジウムは、まず炭酸固定反応の発見者で

あるH.ウ ッド教授の一駿化炭素固定反応の最近

の発展についての講演で始まった。アター教授の

追憶は次の演者倉橋にゆずるとのことで、次に倉

橋がアター教授の人となりを追想 し、炭駿固定反

応発見よりPEPCKの 発見迄の歴史的概観を行い、

東に倉橋等が明らかにした蛋白質生合成系とは異

なる、抗菌性ペプチドの多酵素チオ鋳型機構によ

る合成につき槻説した。

H.ラ ーディ教授とR.ハ ンソン教授は糖新生に

於けるPEPC Kの 役割、ホルモン、Cぷ
けイォン、

トリプトファン、フェロアクチベーターによるそ

の調節につき報告 したが、特に、ハンソン教授が

ラットのPEPC Kの mRNAに 対するcDNAの ク

ローエングに成功し、核に於けるmRNAの プロセ

ッシング及びホルモンによる調節の過程を明らか

にしたのは重要な貢献である。

Bキ ーチ教授 とM ス クラットン教授はPCの

反応機構、アシルCO A、 ジカルボン酸による活性
の調節機構につき報告 し、L.リ ード教授は哺乳動

物の分子量 850万 のピルビン酸デヒドロゲナーゼ

複合体 の複雑な構造、反応機構につき概説 し、H.

コーンバーグ教授は大腸菌に於けるホスホエノー

ルピルビン酸一糖燐酸転移酵素による糖透過の制

御につきフルクトースの代謝を中心として、種々

の変異株を用いた研究結果を報告した。

P。 バーグ教授は、現在術っているSV40ウ ィ

ルスの研究及びそれをヴェクターとして動物のみ

ならず微生物の遺伝子を動物細胞に導入し発現さ

せる方法につきE日象深い発表を行った。

I ロ ーズ教授は、ATPと ユビキノンに依存じ

た蛋白質分解酵素系につき講演したが、ユビキノ

ン活性化酵素の反応が、まず酵素結合ユビキノン

アデニレートを合成 し、次にユビキノンが酵素自

体のチオールに転移されるという、多酵素チオ鋳

型機構による抗菌性ペプチド生合成の際のアミノ

駿活性化機構に類似 していることを明らかにした

点、大変興味ある報告であった。D レ イン教授

は、以前、豚肝臓のPEPCKに つき詳細な研究を

行ったが、現在は3T3綱 胞のインシュリン受容

体につき研究を展開して居り、細胞内に於て合成

された受容体が細胞表層に移行 し、インシュリン

を結合した後再び細胞内に移行、インシュリンは

リソゾーム内で分輝されるが、受容体はリソゾー

ム以外の部位で不活性化されるものと推論してお

り、研究の今後の発展が待たれる。

以上の発表並びに活発な討論を通し、糖新生の

制御機構、 cDN A、 遺伝子クロー ニングの手法

の基礎的研究に対する幅広い適用、蛋白質の生合

成、分解の研究への重同位元素標織法の応用、A

TP依 存性蛋白質分解系の意義等につき新 しい知

見を得ることができ、大変有意義であった。

本シンポジウム終了後、ニュージャージー州ナ

タレーにあるロシュ分子生物学研究所とベセスダ

市にある米国国立衛生研究所を訪間、抗菌性ペプ

チド生合成の機構につき講演し、研究交流を行っ

た。
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82-4022

アメリカ、赤道域中層大気観測と中層大気 レ
ーダ

ーに関する研究集会

京都大学   深  尾   昌
一 員B

赤道域中層大気観測 と

中層 大 気 レ
ーダ ーに 関

す る ワ ー ク シ ョ ッ プ

(NslkshoP_on ttq一

uatorial Middle At一

mospbere Measurelnt

nts and Middle A血losphere Radals)は米国コ

ロラド州エステスタヾ―クで 1982年5月 10～12日

の 3日間行なわれた。彼地はロッキー山系の深い

懐に抱かれた風光明据な地であり、会場となった

YMCAは 、広大な敷地にいくつかのロッジやレ

ストラン・会議場の他、チャペルやキャンプ場

室内プール迄を備えている。このワークショップ

には、米国をはじめ、日本、 ドイツ、イギリス、

スウェーデン、フランス、カナダ、ペルー、オー

ストラリア、台湾等から60名の研究者が集い、全

員が同じロッジで、いわば同じ釜の飯を食べなが

ら朝 8時半から夜10時前迄活発な議論が行われた。

当ワークショップでは中層大気 レーダーのシス

テムをはじめ、観測技術、信号処理法等の工学的

な問題から、観測結果や力学過程の理論やモデリ

ングといった物理的な諸問題に至る一連の課題が

順に集中的に議論された。この課題の選び方は、

いわゆる物理屋には工学面が、工学屋には物理面

が理解 しうる上、両者の接点で新鮮な討論が期待

できるといった点で出席者には大変好評であった。

発表論文は約拭編で、その他に赤道域における中

層大気 レーダーの建設に係る問題と、将来期待さ

れる中層大気 レーダー像に関する2つの課題につ

いてのパネルディスカッションが行なわれた。当

初から議論を主体にすることが意図されており、

短い発表論文のあと十分な時間をかけて討論する

方式がとられた。この方式も出席者に極めて好評

であったと思われる。

筆者は 「Muレ ーダーシステムとそのアンテナ

設計」に関する招待講演を行った。MUレ
ーダー

は現在京都大学の手で滋賀県南部の信楽町に建設

が進められているものである。このレ
ーダーはア

クティブ・フェーズド・アレイ方式というこれ迄

の中層大気 レーダーには類を見ない斬新な方式を

はじめて採用したことにより、高速ビ
ーム走査や

アンテナ分割励振が可能となることから乱流の三

次元的な構造を詳細に観測しうる可台旨性があり出

用者の強い関心を引いた。講演後も何人かの人か

らMUレ ーダーの高い性能に関して称賛の言葉を

受けることができた。

中層大気の力学過程は、本年よリスタ
ートした

中層大気国際共同観測計画 (MAP)の 中でも重

要な位置を占める研究課題であり、中層大気 レ
ー

ダーによる高分解能観測は、この問題に関する最

適な研究手段の一つと考えられている。この意味

において、 こ の時期に赤道域中層大気の力学過程

とその有力な観測手段である中層人気 レ
ーダーに

関するワークショップが開催されたことは誠に時

宜を得たものであった。

ワークショップ終了後、 レ ニダ
ー大気物理学に

関して特色のある研究を行っている米国海洋大気

庁 (Nationa1 0ceanic and Atmospheric Ad一

ministration;コ ロラド州 )の 2研究所及びNew

Mexico lnstitute of Mining and Technology

(ニ ューメキシヨ州 )を駆け足で訪間した。いず

れにおいても多くの研究者と討論を行い、有益な

情報を交換することができた。

今回の渡米は短期間ではあったが大変密度の濃

いものであった。山田科学振興財団の援助によっ

て所期の目的を達することができたことに改めて

厚く御礼を申し上げる。
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82-4024

スウェーデン、 1982年 プラズマ物理国際会議

東京大学   一  丸  節  夫

1982年プラズマ物理

国際会議は、 2年前に名

古屋で開かれた第 1回会

議と同様ヽプラ拠 論岸エ

フ国際会議とプラズマ波動
・不安定性国際会議の両

者を合併した形で、 6月 9日 から15日迄、スウエ

デンのイオテボリで開かTした。30数ケ国から400

人余りの参加者がぁり、 6月 9日の開会式にはス

ウェーデン国王の御臨席を場わった。発表は、一

般理論、宇官プラズマ、核融合、実験室プラズマ

に大別され、60編以上の招待講演が組まれた。私

もその一つとして、 “ Recent Development in

the Statistical Theory Of Higト ーDensity

Plasmasルの講演を した。この会議が円滑に運営
され、会期中に基礎プラズマ物理における進展が

多く発表され、参加者間の親交がさらに深められ

標記の国際シンポジウ

ムが、昭赤日574-6月 6日

～11日の 6日間、オラン

ダのヴォーレンダムとい

う海辺の街で開かれた。

「多重発生 」は素粒子物理学の伝統的一分野であ

り、それを反映して、参加者の大半は素粒子物理

学関係者であった。

約10年前、 CERNの ISRが 華々しくデビュー

し、陽子同志の正面衝突の実験が可能になった民

「多重発生 」環 粒子物理学の中心課題であった。

その後、 」/れ に始まるいくつかの共鳴状態が、電

子 ・反電子衝突実験でみつけ出され、それが世の

脚光を浴び、「多重発生 」の物理はしばらく低迷

状態におかれた感がする。しかしながら、ごく最

近になって、CERNで 陽子 ・反陽子衝突の実験が

たのは、主催者側の多大の努力によるものである。

6月 16日から18日迄の3日間は、上記国際会議

の付帯活動として、
“
Chalmers Smposiurn on

plasma theory and experiment"が行なわれた。

これは各国から約30名を招待 し、イオテボリ郊外

アスペン湖のほとりの景勝の地で開かれたもので、

日本からは名大の谷内教授と私が参加した。湖畔

の散策や、豊かな食事、さらには十分に時間をと

った講演や討論を通 じて、参加者間の親陸と交流

がさらに深められ、楽 しい会合であった。私はこ

のシンポジウムで、
“
POssibility of Amorph一

ous Glassy State in Astrophysical Dense

P lasmas"と題する話をした。

終りに、今回の国際会議およびシンポジウム出

席のための渡航費を援助された山田科学振興姻

に厚 く感謝の意を表わす。

2-4032

オランダ、第 18回多重発生国際シンポジウム他

東京大学   永  宮  正  治

始まり、また、バークレイやCERNで 高エネルギ
ー原子核衝突の実験が可胃Bになり、この分野も再

び注目を集め始めたように思える。従って、会議

は活気に満ちており、私も一週間、活発な議論の

渦巻く中で楽しく過ごした。

原子核衝突に関する話題は、このシリーズのシ

ンポジウムでは、前回初めて採り上げられたと間

いている。今回は、一つのセッションを設けるに

至ったほど拡大し、二つの招待講演があった。ま

ず、実験面でのレビューを私が担当し、理論面で

のレビューをL.Van Hove(グ ローニンゲン大

及びCERN)が 話 した。つづいて、M Faes予

ler(CERN‐ )が CERNの ISRで の原子核衝突

実験の結果を報告し、理論家のH,Satz(ビ ーレ

フェル ト大 )が QcDの 原子核への応用、特にク

ォーク・グルーオンのプラズマ生成の可台ヒ性につ

-48-



いて触れた。最後に、W,Willls(CERN)が 、

5月 に開催されたビーレフェルト会議の報告をし

た。 (報告内容は略 )

高エネルギー原子核衝突の実験も、現在、よう

やく初期の段階を終え、第二期に突入しようとし

ている。バークレイでは、最近、Xeや uな どの

重い原子核.ビ
ームが加速され、また一方、CERN

では、バークレイより2桁 エネルギーの高い原子

核ビームの加速が真剣に検討されている。このよ

うな新段階を迎え、このシンポジウムでは、特に

後者の方向への議論が活発になされた。私の報告

の骨子となったバークレイでのこれまでの実験結

果は、将来の実験を考えるときの基礎的知見を与

えており、また、実験手法の示唆を与えていると

もいえる。私自身、このシンポジウムを通じて、

このことを強く感じた。

会議終了後、 ドイツのハイデルベルグとソ連の

モスクワに数日づつ滞在 した。ハイデルベルグで

は、H Specht氏 と共に過ごし、CERNで の今後

の原子核衝突の実験の可台摯性について、 2日 間朝

から晩まで話し合った。この話 し合いの結果は、

近々、レポートとして出版される。

ソ連訪問は、私の当初からの予定になっていた

が、ソ連との事前連絡がうまくゆかず、従って、

さしたる成果もなかった。 ドゥブナ研究所のBa一

ldin氏 (物理部長 )、 Toneev氏 (理論部 )、 ク

ルチャトフ研究所のManko氏 等と電話で話し合っ

ただけである。私達の最近のデータに対するTo―

neev氏 の計算結果については、学ぶところが多少

あったが、正式のビザをとることができず、つっ

こんだ議論は出来なかった命

今回の出張の主目的は、標記シンポジウムに参

加することにあり、山田財団の援助のぉ蔭で無事

目的を果たすことができた。また、私自身、学ぶ

ことも多く、有益であったと感謝に堪えない。ま

た、思わぬ成果として、ハイデルベルグでの滞在

がある。H Specht氏 との数日は、楽 しくかつ有

意義であった。

82-4038

アメリカ、 RNAの プロセシング (コ ール ドスプ リ

ングハーバー )

京都大学   志  村  令 良口

昭和W年 5月 19日より

23日まで、米国コール ド

スプリングハーバー研究

所で開催されたRNA力

セシングの会議に出席 じ

た。RNAプ ロセシングとは、州 注上の遺伝子が

且NAに 転写された後、その転写産物が種々の構

造変換を受けて生物学的活性のある阜NA分 子と

なる形質発現の素過程のことである。当初この過

程は、転移 RNA(tRNA)、  リ ボブーム RNA

(rRNA)な どが、その前馬区体分子から余分な配

列が除去 されて生成 される反応として把握 された。

しかしその後、員核生物のメッセンジャ
ーRNA

(mRNA)に みられる末端の修飾構造、ポリA配

列などの形成、また分断化 されている遺伝子が発

現する際のRNAの スプライシングが発見され、 R

NAス プライシングには多様な過程が包含される

ことが明らかになった。今やRNAプ ロセシング

は、現在の分子生物学における中心的課題の一つ

といって過言でない。その意味でも、コール ドス

プリングハーバー研究所が、この問題に関する会

議を開催したのは、時宜を得たものであった。会

議への参加題目は、講演、ポスター給 めm200

題、参カロ者は米国をはじめ、カナダ、ヨーロッノヽ

日本などから300人以上と、大変な盛況であった。

この会議は、 」 J Dulm(ブ ルックヘブン国立研

究所 )、 M.M.Mathe■vs(コ ール ドスプリングハ

ーバー研究所 )、 J.A Steitz(エ ール大学 つ

3人 によって組織された。5月 19日夜、 J E.D一

arttll(ロ ックフェラー大学 )の開会議演で女嶺

った会議は、八つのセッションから構成されてい

た。
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この中で、私は tRNAプ ロセシングのセッショ

ン(5月 21日夜 )で、 リボスクレア
ーゼP(R一

Nase P)の RNA構 成分の構造と機能について招

待講演を行なった。RNase Pは 、すべての t踏吐

分子の生成に関与する酵素で、前駆体分子をtRNA

配列の 5朱端部位で切断するエンドスクレアーゼ

である。近年、エール大学のAltmanの グループ

によって、この酵素が特定なRNA分 子を構成兜

して含むRNA一 蛋白質の複合体であることが発

見された。このRNA分 子はRNase Pの 活性に不

可欠であるが、その果たす機能は不明である。我

々は大腸菌からRNase Pを 高純度に精製し、その

RNA構 成分と賃白質欄成分とを分回し、フィン

ガープリント法による構造解析等によってこのR

NA分 子を同定 した。このRNAを ハイブリダイゼ

ーションの子旨標として、大腸菌のDNA中 にこのR

NAの 遺伝子を同定 し、それをクローン化すること

に成功した。その
一次構造を解析 して報告したが、

S Altmanの グループによっても同様な報告がな

された。

さらに我々は、精製 したRNase Pの RNA成 分

を重白質成分から分離すると、その蛋白質成分は

RNase P活 ″性を失い、非特異的スクレアーゼ活'性

をもつようになることを発見した。この蛋白質成

分に試験官中でRNA構 成分を加えると、再びR一

Nase Pの特異性が回復すること、またポリA ポ

リU(二 本鎖 )な どの人工RNAや RNase Pと 鰯

係な天然のRNAで も、種類によって蛋白質成分の

非特異的スクレアーゼ活性を阻害する(但 しR一

Nase P活サ性は回復させない )こ とを発見した。こ

のことは、RNase Pの RNA構 成分が、基質に対

する特異的な認識機構に直接的に関与しているこ

とを示すものである。 この報告は大きな話題とな

り、多くの会議参加者が、我々の予想以上の関心

を示した。それはこのような基質認識の機構は、

単にRNase Pの 場合だけでなく、員核生物のm一

RNA前 馬区体のスプライシングに関与する酵素が、

類似の基質認識機作をもつと想像されるからであ

る。我々のRNase Pに 関する発見は、RNA一 貫

白質複合体酵素に関して、新 しい問題を提起した

といえよう。

この意味で、今回のコール ドスプリングハ
ーバ

ーにおけるRNAプ ロセシングの会議に出席し、講

演したことは、非常に有意義であったし、また十

三分の成果があったと確信 している。員核生物の

mRNAの スプライシングの機作は、我々のグルー

プも研究を行なっているが、不明な点が多いこと

が明らかになった。しかし、この会議諮現段階で

の情報が多数得られたことは、今後の研究遂行上

きわめて有用であり、この点での会議出席の意義

も看過できない。会議終了後、ニュ
ーヨークでロ

ックフェラー大学、コロンビヤ大学の研究者と討

論する機会があり、非常に有益であった。

ここにあらためて、今回のRNAプ ロセシングの

会議出席に関して援助 して下さった山田科学振興

財団に、深甚なる感謝の意を表する次第である。

82-4037

ドイツ、物質降着中性子星研究会

名古屋大学   早  川   幸  男

中性子星は太陽質量の

10倍近 くの質量の星が、

進化の最終段階で超新星

爆発を起こした際に残さ

れる高密度の星である。

白包褒星に物質が降り積り、その圧力でつぶれる

場合にも中性子星になり得る。中性子星の内部で

は、密度が原子核の密度よりも高くなり、中心部

ではクォーク物質になっているという予想もあり、

地上では容易に実現されない物質の存在形態であ

るので、尖端的研究の対象となっている。

中性子星を秘測するには、主に電波とX線 が用

いられてきた。すなわち、電波パルサ
ー及び強い

星状X線源が中性子星を具現する。近年ガンマ線

バーストも中性子星に伴うという見方が有力にな

って きた。
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中性子星から発生するX線 やガンマ線のエネル

ギー源は、それに降り注ぐ物質が強い重力場の中

で得たエネルギーである。この物質が角運動量を

もつ場合、中性子星の周囲に降着円板を形成する。

降着物質は中性子星の表面に光速に近い速さで降

り、その運動エネルギ
ーが熱エネルギ

ーに転化し

てX線 を出す。また、降り積った物質層の底では、

温度と密度が上り、これが核燃焼に火をつけ、X

線やガンマ線の急激な放射 (バ
ースト)を起こす。

X線 源においては、降り注ぐ物質は中性子星を
一

員とする連星系の他の星から供給される。物質を

供給する星や降りとぐ物質が光学的に観測される。

物質降着中性子星の観測は、X線、ガンマ線をは

じめとして、紫外線、可視光等によって観渕され

る。これらの観測結果と関連する理論的成果を検

討し、近い将来に行われるX線 衛星と関連する観

測についての指針を読みとるのが本研究会の目的

であった。欧州では本年末にEXOSAT,1987年

にRO SATと 称するX線 衛星を打ち上げる。とく

に後者はMax Planck lnstitut  ftt Physik岨

Astrophysik,Institut f工 I Extraterrestris一

che Fllysik(llI PE)が 中心になって製作するも

ので、MPEが この研究会を主宰 した理由はここに

ある。

研究会は 1982年 7月 19-23日 にMttche前 労日外

Gaichingの MPEで 開かれ、 14国 から約 100人 の

参加者があ った。会の大半は13篇の招待論文に寅

され、族 りは約賀篇の短い論文に充てられた。

5日 の会期は次の課題にふり分けられる。

19日個 )X線 パルサ
ー

20日 (レЮ X線 バ
ースト、星風

21日 (7Rj降 着円板の構造

22日 (木)ガ ンマ線バ
ースト

23日 (金)降 着柱からの放射、中性子星の理論、

将来計画

各講演に対 して活発な討論が行われ、さらに個人

的にデータの交換を合めて麟をつき合わせた語合

いがなされた。

筆者は、わが国のX線 衛星 「はくちよう」の成

果に基づいて次の講演を行った。

19日(月):X線 パルサ
ーの同期変動 (招待 )

20日(クゆ :GX 1742領 域からのX線 バ
ースト

さらに22日(内午前の座長をつとめた。また、23

日(金)にわが国のX線 天文学の将来計画を紹介し

た。本研究会での主要な話題は次のものであった。

A0538-66と いう大マジェラン星雲内にあるパ

ルス周期 0069秒 のパルサ
ー。

1979年 3月 5日 に観測され、 1928年 に増光の

記録があったガンマ線バ
ースト源o

X線 パルサーのパルス周期の変動、とくに加速

と減速の長期的交替。

核フラッシュで理解 し難いX線 バ
ーストの諸性

質。

最後の2課題には 「油 くちょう」の成果が中心

的な寄与をした。

8 2 - 4 0 3 8

スウェーデン、「SurfactantS in SolutiOn」 国

際会議

名古屋大学   池   田   勝  一

今年 6月解日から7月  の 、界面活性剤系の核磁気共鳴を活発
に研究して

2日 まで、スェーデンの  い るB.Lindman教 授が組織したもので、その

Luld大 学で開かれた上  内 容は純学問的なものである。会場は、午前は大

記会議に出席 し、総合講  学 附属のホテル兼学生センタ
ーの大会議場、午後

ゝ  演 「
‐
イオン性 ミセルの球  は その北800mに あるChemical Centerの

二つ

・棒転移 」を行う機会を得た。過去 3回 アメリカ  の 階段教室であり、約 100件
の日頭発表が行われ

で開かれたこの会議を、今回はLund大 学化学科  た 。午後の発表の中、 2日 間は晩
7時から9時半
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までで、終ってパーティに参加する時には、lo時

の員赤な日没を見ながらという有様だった。本当

の年後には、教室前の広い廊下で約4014のポスタ
ー発表が娠かに行われた。

発表の中では、スェーデンで憂な界面清性剤 ・

高級アルコール・懸 の熱力学的研究力ヽ 石油の

二次回 ullこ関連 したマイクロェマルションの本質

解明と結びつき、核磁気共鳴や電子顕微鏡観察な

どの構造研究に発展 したものが多かった。これは

丁度 L indHBnグループの中心課題に当るせいでも

ある。また、 ミセルの形や構造の研究に、核磁気

共鳴の他、動的光散舌Lや小角牛"性子散乱のような

新鋭かつ高イ西な方法をとりいれたものが目立った。
これは今の所、日本ではみられないことで、やは

り日本の孤立、後進性、研究費と関連 した問題で

はなかろうかと思われた。流行を追うことがよい

とは言えないが、新 しい方法で新 しい知見を得よ

うとする旺盛な意欲、探究心は学ぶべき所と感 じ

られた。

今度の会には約25ケ国から240名の参加があり、

その中、47名がフランスからということでぁった。

数だけではなく、フランスの研究には所謂独創性

を感じさせるものが目についた。例えば、水面か

らの光散乱の観測による表面粘度 ・表面弾性の決

定法など。

Lurld大学のChemical Centerは上の字型の一

部6階建て4長 い所は数百米に及ぶ壮大な建物で

あるが、周囲の広さのため、大きさを余り感じさ

せない。高度成長期に建ったそうであるが、20年

近 くの古さを全 く感じさせないされいさである。

その中には理学部と農 ・工学部に属する各十数研

究室がはいっている。

学会はL indmanグループ9名で殆どすべてを

準備 したようで、彼等にとっては国内も国際も余

り差がないようにさえ見えた。それは大きな大学

附属のようなホテルと立派な会場があるためであ

ろう。最初から最後まで、いろいろな人から次回

(1984年 )は 日本でやらないかと言われ続け、欧

米人の日本訪関への強い関心を感じた。

82-4039

ハンガリー、 「ニュートリノ物理と天体物理」国際会議
東京大学   山  崎  敏  光

この会議はニュー トリ

ノの日:質やその宇宙物理

とのかかゎりあいなどを

テーマとした学際的会議

で毎年行われてぃる。今
回はlo年目で、最初の開催地ハンガリーの

BalatOnfuredで 6月 14日～19日の間行ゎれた。
ここはハンガリー平野の中の湖で、古 くからの保
養地、今も近隣諸国からの旅行者が多い。フィン
の名産地でもある。

ニュートリノの中心問題はなんとぃっても有限
の質量があるかどうかとぃぅ点にかかわってぃる。
2年 前にソ連のグループが トリチウムのベータ線
の測定からニュー トリノ質量が有限であると発表
して以来、その追試が各地で行われてぃるが、明
確な答が出るまでにはあと数年 はかかるものと思
われる。筆者 らは、高エネルギー物理学研究所の
K中 間子ビームを用いてK中 間子の崩壊の中に ミ

ュオンとともに重いニュー トリノが発生してぃる
かという問題に挑戦している。このためにエネル
ギー分解能のよいスペクトログラフをつくり、ニ

ュー トリノ質量 70-30o Me▼ の間を探索した。
この結果レプトン混合比 lo市～ lo~6以 上ではそ
のような粒子は存在しないことがゎかってきた。
今回私が講演 したのは、このような新しいスペク
トロスコピーの意義と最初の結果に関するもので
あつた。誤差境界 に近いところに重ニュー トリノ
の候補 らしきものがないゎけではないが、ことは

あまりに重大であるので、さらによぃ実験が完結
するまでは一切ふれないことにした。

質量の直接測定にせよ、ニュー トリノ振動の新
しい実験にせよ、今のところ存在しない領域が点
々とゎかっただtナでぁり、今後多 くの人々の努力
にもかかわらず、この問題に決着がつ くかどうか
予断を許さなぃものがある。

-52-



ショップは西 ドイ

この度山田科学振興財

団の国際研究集会派遣援

助を得て第 3回マウス分

子遺伝学ワークショップ

に出席した。このワーク

ューベック医科大学のA.

グロップ教授とデンマーク,オールース大学分子

遺伝学研究所のPヨ ース教授の提唱で 1978年以

来 2年毎にヨーロッパで開催 されている。参加者

はヨーロッパ、アメリカを中心に世界各国のマウ

ス遺伝学者で分子遺伝学をはじめ免疫学や発生学

等広い範囲にわたって活発に研究している人々か

ら成っており、毎回約7皓位のメンバー制である。

会場は毎回郊外の静かな場所がえらばれ今回もハ

ンブルグ市東北約50 kmにある古い街ラッツェブル

グのキリスト教関係の集会所が使われた。 5日間

にわたり昼夜ひとつの建物で顔を合わせながら討

論会が続けられるので、お互いの意見を十分に交

換することができ、またそれぞれの研究者の研究

に対する考え方のかなり深い所まで次第に理解さ

れてくる点、大変有意義なワークショップである。

前回 2回のワ
ークショップが好評であったため今

回はこれまでにも増して活発な研究i者が集りまた

最新の結果が発表された。会期中の講演数は33題

であり、出席者の半数は何かの話題を提供したこ

とになる。

印象に残ったいくつかの話題を拾ってみると、

まず英国ハウエルのMRC研 究所から来たカタナ

ツッハが今までなかなか結論の出なかったSxrV

ウス(XXで 雄になる)についてそのX染 色体の

一方の先端に、Yと の間におこった染色体乗り換

えによって腔性決定因子が存在することを細胞遺

2-4044

西 ドイツ、第 3回 マウス分子遺伝学 ワークショップ

国立遺イ云どれ聯所   森  脇  和  郎

伝学的にまた交配によっても示したことで、英国

式のじっくりした仕事ぶりを見せつけられた感が

ある。上方アメリカ勢の中からは、コールドスプ

リング ハ ーバー研のシルバーが各種の t一遺伝

子産物の同定を 2次元電気泳動によって行い、さ

らにDNAレ ベルの解析まで行った研究、或いは

ジャクソン研の若い研究者コープランドとジェン

キンスが内在性ウィルスの遺伝子が毛色突然変異

遺伝子の発現を調節 していることをDN2生 塩基配

列のレベルから明らかにした仕事等はいかにもア

メリカらしいエネルギッシュなものであったが、

よく気をつけていると彼等の使ったマウスがいず

れも研究目的にそって長い年月を貴して遺伝的に

純化されていることがわかる。DNAレ ベルの先

端的アプローチとマウスそのものを対象とした息
の長い遺伝学的な研究とがうまく組み合わさって

大変よい結果を生んでいることが印象的であった。

どちらか一方だけではなかなか大きなbl‐eak th一

rOughは 期待できない。私自身はワークショップ

最後の特別講演で「細胞遺伝学 生 化学遺伝学

免疫遺伝学からみたハツカネズミ亜種分化の道筋」
について話したが、マウス遺伝学研究者にとって

共通の材料であるハツカネズミ亜種の遺伝的分化

の問題には多くの人々が関心を示してくれたよう

である。特にこの話の中に現在の実験用マウスの

起源について融れた部分が、大方の興味を呼んだ

ものと思われる。

帰途癌研究所訪間のために立寄ったアムステル

ダムで盗難に会ったのはあまり′儲決ではなかった

が、所期の目的のワークショップに出席できたこ

とは、今後の自分の研究を進める上にも考えさせ

られることが多 く大変有意義なことであった。

ン

刈
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82-4048

アメリカ、高度な中性子源に関する国際協力第 6回

集会

東北大学   神   木  正 史

ICANSと は、 I nte一

rnational Collabora一

tion on Advanced Ne一

uしroll S ourcesの略であ

る。この組織 は、強力な

パルス中性子源特にスノヾ レーション・パルス中性

子源 (05～ l Gevの陽子による重金属ターゲッ

トの核破砕反応を応用した中性子源 )、及びこれ

を用いた中性子散乱実験装置、の開発と運用に関

する国際的な協力を目的としてつくられたもので

ある。日本においては、高エネルギ
ー物理学研究

所 (KEK)に おけるパルス中性子散乱施設 (K

ENS)が 、その構成員として加わっており、KE

NSが 本格的運用を開始した 1980年には、第 4回

集会 ICANS一 ⅣカドKEKに おいてもたれた。

本年は第 6回集会 ICANS一 ‖が、 ア メリカ合

衆国アルゴンヌ国立研究所においてひらかれるこ

とになり、 KENSか らは、 KEK渡 辺教授、 Jヒ大

井上教授それに私の 3人 がこれに参加 した。参加

者総数は65名で、所属施設の国別にみると、アメ

リカ36名、イギ リス 9名、西 ドイツ 8名 、カナタ
S

5名 、日本 3名 、スイス 2名 、フランス、ブラジ

ル各 1名 という内訳であった。関係する主なパル

ス中性子源施設としては、 IPNS(ア メリカ・A

NL′)、 WNR(ア メリカ LANL)、  SNS(イ

ギ リス・Rutherford)、  SNQ(西 ドイツ KF

A)、  KENS(日 本 )、 SIN(ス イス ,SIN)

等であった。このうち稼動中の施設は、 IPNS、

W NR、 KENS、 であり、これらは現在のところほ

ぼ同程度の台協力をもっているが、他の施設ではよ

り強力な中性子源を建設中である。

集会は、 6月 28日全体会議で各施設に関する

S tatus Reportsがあったのち、Instr旺∝ntatiOn,

Targets and ModeratOr Desiocn and Tests,瑠ヾ

Nuclear Data and Oodeと いう二つの分科会わざ3

日間にわたって行われ、7月 2日の総括集会で終った。

私は、もっぱら I nstrtlmenLationの分科会に出

席し、特に、現在KENSに おいて建設中の偏極熱

外中性子分光器、及び稼動中のはエネルギー偏極

中性子分光器と小角散乱装置について、現況を報

告した。これらの報告に対する質問や討論を通じ

て、偏極中性子実験装置及び小角故言L装置につい

ては、KENSが 他の諸施設を一歩 リードしている

こと、特に、広いエネルギー範囲 (波長範囲 )を

有効に利用するという点に関して、これらの装置

が、原子炉における同様の装置と比較 して、独得

の有効性をもつことが明らかになったと思われる。

偏極中性子に関してはこのほかに、偏極共鳴フィ

ルター法を用いた分光器とか、スピン回転法を用

いた中性子偏極法などについて報告があり興味を

もって聞いたが、いずれも原理の話に近いもので

あった。KENSか ら装置に関してはこのほかに、

共鳴フィルター型分光器にちいての報告があった。

他方、KENSに おいて現在のところ手をつけて

いない分野の装置 (2‐lえば、粉末結晶回折装置と

かチョッ/A・―型非弾性散舌L分光器 )に関する報告

も多く、KENSの 将来への発展を考える上で大

いに参考になった。lylぇば IPNSの 粉末回折装

置の場合、試料のまわりに多数の検出器を配置し、

これらから得られる膨大なTOFデ ータをマイクロ

プロセッサーを用いて、等価な情報ごとにヒスト

グラムとして整理集積するという方式をとってい

た。これらのデータは装置専用のミユコンピュー

タを通じて、実験中いつでも、面間隔、波数、あ

るいは波長に対する強度として表示することがで

き、またこのミユコンピュータとつながった中央
コンピュータを用いて、得られた実験結果はプロフ

ァイルフィッティング等の方法て解析できるなど、

大変使いよくプログラムされていた。 このほか、

チョッパー型分光器等についても得るところが大

きかったが、長 くなるのでそれらの感想は省略さ

せていただく。最後に、今回の集会出席にあたり、

援助をいただいた山田科学振興財団に感謝する。
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コール ドスプリングハ

ーバーシンポジウムは、

生物学における代表的な

国際学術会議であり、主

として分子生物学に関連

した分野で、発展の目覚ましい研究課題を対象に、

毎年一回開催される。今回は第49回シンポジウム

で、「DNA構 造 」をテーマに 8日 間にわたって

行われた。近年遺伝子工学等の急速な発展に伴い、

生物の道伝情報をDNAの 塩基配列とt′て、直接に

家口ることが容易になった。現在は多くの研究者が

広範囲の生物種のDNA塩 基配列を研究 し、総計す

ると既に約 100万塩基対の配列が決定されている。

この総計の値は、夕」えてみると、 1種 類の小型バ

クテリアの全遺伝子の塩基配列数に相当する分量

である。現在の技術水準では、 1個 のウィルスの

ゲノムの全塩基配列を、 1研 究室の規模で決定す

ることが可有とになって来ており、事実色々なウィ

ルスの完全塩基配列の報告が、栃々なされている。

今回のシンポジウムは、 このようなDNA塩 基配

列研究の急速な発展を背景に開催された。本会の

主題は、DNA塩 基配列を、物理学的側面と生物

学的側面の総合的な観点より理解しようとする点

にあった。物理学的側面としては、DNAの 立体

構造に関する研究が多数発表された。ワトツンと

クリック博士により1953年に発表された、DNA

の右巻き2重 らせん構造は、教科書にも登場する、

生物学の基本的知識である。今回のシンポジウム

では、彼等のモデルが、DNAの 多様な立体構造

京都大学   池  村 概 道

の平均値的なものであることが示された。いい換

えれば、DNAの 立体構造は、従来考えられてい

たよりも多様であり、個々の塩基配列により、ら

せんの涙れ角度やピッチや太さ等が、かなり異な

っていることが示され、場合によっては左巻きら

せん構造の存在することも示された。生物学的側

面としては、D卜「2生がこのように、塩基配列に依

存して多様な立体構造を持つ意義が、遺伝子発現

の調節機構等との関連において研究 され、発生や

分化やガン化等の問題に関係しても論じられた。

私の発表は、現在のDNA塩 基配列が、過去に

どのような過程を経ながら出来上って来たのかを

研究する分野に関連 している。過去に起ったこと

を知ることは、現在起っていることを知るよりも

困難 で不正確になるであろう。しかし近年の遺

伝子工学の発展、特に広範囲の生物種についての

DNA塩 基配列の爆発的な蓄積は、過去を知ろうと

するこの分野にも大きな影響を与えており、説得

力のある知見をもたらしつつある。今回のシンポ

ジウムでは、この分野の発表は少数であった。し

かし閉会の際のクルーグ博士のまとめの講演にお

いても、私の発表をも紹介しながら、この分野の

発展に対する評価と期待が述べられた。このよう

な水準の高い国際シンポジウムに出席し、研究成

果を発表出来たことは、大きな喜びであり、大き

な学問的束」激でもあった。派遣費用を援助された

山田科学振興財団に感謝する。

82-4049

アメリカ、コール ドスプリ

「DNA構 造 」

ングハーバーシンポジウム
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82-4o51

フィンランド、第 4回 チトクロームP-450国 際会議

九州ヽ大学   大  村  恒  雄

“
 4th lnternatiOnal

Confermce Cytochrome

P-450"ヤ まフィンランド

のKu o p i oで1 9 8 2年6月

1日から 6月 3自にわた

って開催された。本会議は2年毎にヨーロッパで

開催されている国際会議であり、今回も世界各国
から約 250名の科学者の参加があり盛会であった。
会議はKuoplo大学医学部のH施∬nen教授を委員
長とする準備委員会によって計画され、Kuopio

大学を会場として行なわれた。

会議は参加者全員が一つの会場に集まる形式で

行なわれ、チトクロームP-450に ついての多様
な生理的機能、分子遺伝学、分子的多様性、進化、
組織特異性、化学物質の毒性発現などの諸問題に
ついて、招待講演者による総計85題の講演があっ
た。又別の会場を使用して 3日間にわたり総計108
題のポスター展示がなされた。私はレ トクローム

P-450の 分子的多様性」の部会 でァメリカの
Mallner ing教授とともに座長を務め、又

“
Tur一

nover Of Different Forms Of MicrOsOmal

Cytochrome P-45o in Rat Liv(〕rb潰 題で講
演を行った。分子的多様性はデトクロームP-450

について現在中心的な研究課題であり、この部会
においては町題の講演があって、それぞれについ

て活発な討論がなされた。

チトクロームP-450に ついてめ研究は、チトク

ロームP-450そ のものについての生化学的、物

理化学的研究から、楽物の代謝、発癌性化学物質
の活性化、ステロールの生合成、ステロィドホル
モンの生合成、プロスタグランジンの代謝など極
めて多方面にわたるものであるが、本会議は

“
B―

lochemistry,B iOphysics, and Envirolmental

lmpli catlolls力という副題がつけられていたょぅ
に、チトクロームP-450そ のものについての研究
と、環境汚染物質の動物による代謝についての研
究に重点が置かれていた。そのため魚、鳥、昆虫
など様々な動物のチトクロームP-450に ついて
の報告が多かったのが特色であり、チトクローム

P-450の 進化についての報告や討論があったのも
特徴的であった。

チトクロームP-450に ついては、本会議とは別
に
“
MicrOsOmes and Drug oxidatiOns"と呼ば

れる国際シンポジゥムが 2～ 3年おきに開催され
ており、これら二つの国際シンポジゥムがこの分
野の研究の推進と国際交流に果して来た役割りは
極めて大きなものがある。

我が国のチトクロームP-450に ついての研究
は疑いなく世界で一流の水準にある。今回の会議
にも12名の日本人学者が参加 したが、招待されな
がら旅費事情のため参加できなかった人も何メ、か
いたの1ま惜 しまれる。私は幸い本財団の派遣援助
を得て会議に参加することができたので、こ にゝ

改めて御援助に対し謝意を表 したいし、今後も不
財団が海外で開催される学会への日本人学者の出
席への援助を続けて下さることを期待したい。
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82-4056

フランス、第 4回国際精子学シンポジウム他

東京大学  毛  利  秀  雄

フランスのセイヤック

で行われた「第 4回国際

精子学 シンポジウム」な

らびにイタリアのシエナ

で行われた「繊毛と精子

鞭毛の発生と機官旨に関する国際コンファレンス」

に出席するためヽ 6月 25日に東京を出発し北廻り
でパ リに向った。

「国際精子学シンポジウム」はパリ大学のA一

ndrさ教授らによって組織され、 6月 27日より7

月 1日に亘って麦畑の中にある館の中で行われた。

参加者は約 150名であった。シンポジウムでは 1)

受精能の評価と制御、 2浦 子表面の諸問題、 3)

精子核の凝縮と膨潤、 4)精 子先体、 5)鞭 毛運動

および 6)構造と機能の進化的側面の六つの話題

について、それぞれ総括的な招待講演と一般講演

が行われた。被派遣者は鞭毛運動の部門で30日の

年後に「ハムスター精子の運動 」について一般講

演を行 うと共に、同日夜のセッションの座長を務

めた。一般講演の内容はマイクロマニピュレー

ターを用いて精子の頭部を抑え、鞭毛の動きをビ

デオで記録解析 したもので、短い映画も供覧に付

したが好評であった。全般に精子を扱っている専

門家の集まりのため、お互いの興味の対象も近く

活発な論議が展開されきわめて有意義であった。

なお本シンポジウムヘの日本人の参加者は7名

で過去3回 の2～ 3名を大きく上廻 った。このよ

うな事情もあり、30日昼に行われた国際組織委員
会 (彼派遣者 もメンバつ 一人 )で は次回を 4年

後に日本で行 うことが決定 され大いに面目をはど

こした。

セイヤックでのシンポジウムの後つぎの国際コ

ンファレンスまで約 1週間位の余裕があったので、

この間にフランスのロスコフ臨海実験所およびイ

タリアのナポリ臨海実験所を訪れて 2～ 3日間ず

つ滞在し、その地の研究者達と研究交流を行うと

共に主に精子の成熟に関する講演を行った。

「繊毛と精子鞭毛の発生と機能に関する国際コ

ンファレンス」はシェナ大のBaccetti教授を主

体に組織され、やはり150名ほどの研究者を世界

各地から集めて 7月 9日 より14日に亘ってシエナ

大学で開催された。コンファレンスは電顕を用い

ての綱胞生物学の権威であるPorter教 授の講演

に始まり、 1)運 動の機構、 2)基 粒体の構造と機

台と、 3)感覚繊毛の機構、 4)ダ イエンの標造と機

能に関するワークショップ、 5)チ ューブリンと

ダイニンの分子生物学の 5部門での招待講演と一

般講演ならびにポスターセッションより構成され、

フランスでのシンポジウム同様活発な論議が展開

された。日本からの参加者は 7名であった。被派

遣者は前記ワークショップにおいて「ダイエンの

腕の微細構造」と題して招待講演を行った。この

分野は現在色々と議論の分れる所で、各研究室か

ら異なる結果が報告され今後の研究を進める上で

きわめて有益であった。

上記二つの国際集会終了後は7月 15日にローマ

を発ち、以後アメリカ合衆国ウッズホール臨海実

験所ならびにハワイ大学で研究、講演および研究

交流の実をあげ8月 31日に帰国した。アメリカで

の滞在費用ならびに帰国旅費等はウッズホール臨

海実験所より支給された。

今回の海外派遣は大いにわが国の研究成果を示

すと共に、多くの事を各国研究者から学ぶことが

でき、また次回の国際シンポジウムの日本での開

催が決まるなどきわめて実り多いものであった。

これらを可能にして下さった山田科学振興財団に

深く感謝 したい。
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8 2 - 4 0 5 7

アメ リカ、 WorkshOp on the Chemical Role of

Water in Crustal Defor町 口tion

東京大学   栗  田     敬

会議の主題は 「岩石変

形におよぼす水の影響」

というものであったが、

議論は三つの問題に大別

された。 1岩石の破壊、

マサツ特性におよぼす水の役割、 2.岩石の変形に

およばす`一 電位の影響、 3岩 石、主として石英

の高温高圧での塑性変形におよぼす水の影響。こ

のうち 1と 2の問題は地穀上部での破壊現象、地

震発生のメカニズムと深く関連しており、 3で は

下部地殻や造山帯での大規模な塑性流動のメカニ

ズムとして重要なものである。

会議において主に討論された点は 1では岩石の

ゆっくりしたクラック成長速度の研究に関する話

題であった。最近さかんになってきたダブル ・ト
ーション法などをもちい岩石中のゆっくりした

(10~3D/s)ク ラックの伝播速度を測定しそれ

が水分、温度に依存する事が筆者を含め米国、英

国のグループにより発表された。これらは岩石を

構成するケイ酸塩のSi一〇結合が水におかされ

て SiOH:PIOS iと いう水素結合 にとポξかわら

れる応力腐蝕割れという現象であるとされ、米国

NBSの 研究者によりより具体的な分子モデルが

提案された。このクラック伝播は基本的には化学

反応であるために熱活性過程であり比較的高温下

の地殻中ではクラックの伝播は容易におき、地震

の前兆現象を理解する上で重要右i役割をもつと考

えられる。しかしながら同時に高圧下ではクラッ

クの伝播は抑制されうるか、モードIのみならず

ねじれ、セン断などのモードエ、Illのクラックの

伝播も地震にとっては重要である、より遅いクラ

ック伝播速度の実験結果が必要である、との指摘が

なされた。又水分の存在が岩石のマサツ係数に影

響することが日本、米国の研究者により発表され

た。乾燥 した水分の少い条件下ではマサツ係数は

大きくなる。

2においては`一電位が岩石の破壊にどのよう

に関係するのかを中心に議論された。`電位=ゼ

ロで最も弱化がおこるという発表とその影響は認

められない、とするものなど必ずしも十分な一致

はみられなかったが、ζ電位により誘発された電

荷分布がクラックの進展を抑待」したり促進したり

する可台ヒ性が討論され今後の重要な研究課題とし

て認識された。現状では実験データが著しく不足

しているという印象をうけた。

3においては従来から指摘されていたHttr01-

ytic Weakeningが 石英では確立された。又以前

より問題になっていた合成石英と天然石英での塑

性変形のちがいも合成時にとりこまれた水分の量

のちがいであることも詳孫田に議論された。

又これらのテーマとは別に地殻内にどの程度の

水が存在しているのか、地球以外の惑星系におけ

る水の存在の可台旨性などについての発表もあったc

全体として会議の討論をまとめると、地殻内に

存在している水は圧力の媒体という役割以外にも

その特異な化学的1性質が種々の力学的性質に影響

をおよばしていることが認識された。破壊強度を

著しく低下させクラックの伝播を促進させ又降伏

応力を低下させ、クリーフ狙度を増力日させる。地

穀の変形に水の存在はなくてはならないものであ

り、その重要性について皆が一致した。

会議は30数名という小人数で夜間も合めかなり

のハードスケジュールでおこなわれた。全員が同

じモテルに宿泊し十分な討論の時間が保障されて

おり快適かつ有益であった。又セラミックス、材

料科学、地質学、地震学、地球化学、高圧物理、

表面科学などの専門の異なる研究者が共通の話題

を討論じ研究の幅をひろげようと積極的に努力し

た会議の運営は学ぶべき点が多かった。
この会議の内容は J CeOpllysical Research

に特集号として収録される。
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82-4069

イタリア、原子核反応国際会議他

大阪大学   江  尻  宏  泰

1982年6月 14日から5

日間イタリヤのコモ湖畔

のVaremaで 原子核反応

国際会議が行われた。こ

の会議はその時々の最も

重要な核反応のテーマや新しい展開を中心に、世

界各国の実験と理論の専門家が集って議論するこ

とを主とした会で、今回は第二回目に当る。ミラ

ノ大学のGadioriが中心になって組織 し、主に核

子当りのエネルギーが核内の核子フェルミ運動以

上の中高エネルギー核反応現象を主として、直接

反応と入射核分解反応、中間子による核反応現象、

及び相対論的重イオン核反応現象等の種々のテ
ー

マについて活発な討論が行われた。

中高エネルギ
ー核反応では、高温励起子系が平衡

状態になる前の早い (10~22～ 10~空秒 )段 階

で、核子の放出が行われる前平衡過程が、中心テ
ー

マの一つとしてとり上げられ、理論実験の両面か

ら多くの研究が紹介された。このテ
ーマは最近わ

が国では大阪大学江尻研究室を中心に発展させら

れて来たが、筆者は当研究室の前平衡反応研究の

最近の発展について招待講演を行い、核反応中性

子、荷電粒子およ
｀
び核反応チャネル4固有T線 の相

FTl測定法によって、核反応が高温少数励起子系の

前平衡と熱平衡の二位相で解析出来ること、巨大

共鳴反応においても直接一前平衡過程があること、

ハ射核分解反応の分解片と核の強い相互作用があ

ること、および軽イオンから重イオンまでの前平

衡過程を統一的に説明する式が導けることを示 し、

原子核反応の新 しいダイナミックスの進歩に大い

に貢献することが出来た。わが国から原子核実験

参加者は筆者のみであったが、活発な討論と有益

な意見交換を行 うことが出来、大阪大学理学部を

はじめわが国の原子核研究に益する所大であった

といえよう。

また 6月 20日から5日 間ハイデルベルクで宿わ

れたハイパー核の国際会議に出席 し、討論に参力田

し名 ハイパー核は中高エネルギー核反応と共にこ

れからの原子核の新 しい重要な発展分野である。

わが国に於いても大阪大学江尻研究室を中心に研

究計画中であ り、ヨーロノ のヾC回 鳳Nグ ル
ープ

やアメリカのBNLグ ループと活発な議論を行い、

今後の協力について検討することが出来たことは

大変有意議であった。

82-4078

アメリカ、 1982年 国際織毛虫遺伝学及び分子生物学

会議

東J ヒ大学  樋 渡 宏 一

この会議は、 1970年

にアメリカの繊毛虫を材

料とする遺伝学者がコロ

ラド州のスィスヴイレジ

に集って、全 くインフォ

いたのが最初であるが、そ

の後、 2～ 3年 に 1回づ 開ゝ催され、回を重ねる

ごとに参加者が多くなり、また外国 (米国以外 )

からの参カロも増力口するようになった。今回ははじ

めてこの会議に
“
Internatioml"の名を冠 して

行ったものである。もう一つの今回の特色は、 3

年程前からやはり米国で行われていた繊毛中を材
―マルな討論集会を開
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料とする分子生物学者の集会をこの会議にドッキ

ングさせたことで、そのために会議の名称が繊毛

虫遺伝学及び分子生物学会議となった。

会議は7月 25日から29日まで、米国ワイオミン

グ州ララミーにあるワイオミング大学の構内で、

」oan thith一Somebom教 授が主催 して行われ、

約 100名の参加者と、61題の講演と10題のポスタ
ー発表があった。米国以外からの参加者は、ヨー

ロッパ各国から約15名、中華人民共和国から6名 、

日本からは滞米中の者を含めて 8名であった。特

に中国大陸からの参加は今回が最初で大いに歓迎

されたが、このことについては私が」oan smith―

Sonnebom教 モにあらかじめ中国の研究者のリス

トを送 り招待吠を出してくれるよう依頼してお

いたことが功を奏したようで喜んでいる。

講演は一般講演のほかに、約18題の各分野の最

近の進歩を総括する総括講演 (overview pre―

Sentation)が 行われたが、私は 「P cauda―

turnの遺伝学の現状」と題して30分間の総括請演

を行った。また、 4日 目午後の講演の座長をつと

めた。

今回の会議で特に目立ったのは大核と小核の

問題の分子生物学的研究と、長い間鳴りを潜めて

いた抗原型の研究がインディアナ大学のPreer教

授の主導の下に新しい分子生物学の装いの下に登

場したことであろう。いずれも、最近の遺伝子ク

ローニングやモノクローン抗体法を駆使しての研

究で、急速な進歩の様子がうか えゞた。

日本人の研究者の発表は何れもオリジナリティ
ーの高いユニークな研究で、休憩時間や食事のと

きによく話題になった。一昔前、このような会議

で日本人の研究者が片隅で小さくなっていた頃と

は大変な変りようで嬉しく感じた。それにしても、

この様な会議に大学院クラスの若い研究者がもっ

と出席できるような条件が与えられたらと何時も

思う。

このような有益な会議への出席を援助して下さ

った山田科学振興財団に心からお礼申し上げる。

82-4094

アメリカ、国際純正及び応用化学連合 第 28回高分子

国際シンポジウム

大阪大学   野  桜  俊  一

第28回 IUPAC高 分子

国際シンポジウムは米国

マサチューセッツ州アム

ハーストのマサチューセ

ッツ大学で開かれた。今

回の学会は二つの意味で、今迄各国で催された学

会に比べて異例であった。
一つは米国で初めての

学会であったこと。今迄世界各国でこの学会がも

たれ、日本でも1966年に開かれていたので、い

まさらアメリカで初めてとは不思議に思われた位

であった。そのため米国は大変な意気込みで、世

界中の目星しい高分子学者に呼び掛けたため、招

待講演だけで560余名に及ぶマンモス学会になっ

た。

いま一つの異lllさは、米国の典型的な大学町で

行なわれ、会場は大学内施設を、宿舎は学生寮を

使ったことである。 1500人を超えたと思われる参

加人員を収容するために止むを得なかった面もあ

るが、寮は土地柄暖房完備冷房皆無であり、 7月

半ばの真夏にしかも比較的年輩の参加者を収容す

るのは一寸酷であった。半面キャンパスの一角は

われわれ高分子のグループで占領され、行き合う

人々が顔なじみという気易さは大きな利点であっ

た。

異例ついでに今一つつけ加えると、開会式のセ

レモニーで挨拶に立った州選出上院議員の講演が、

学会の場には大変珍らしく政治的であったことで

ある。20分以上はかかったと思われる話の1/3はヽ

日本と米国の工業および経済の比較に費され、悪

口ではないものの、我々日本人にとっては居心地

の悪いひとときであった。

ポスターセッションを含めて約 90o件 、17会場
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で月～金の 5日間、朝 9時から夕 5時 までビッシ

リの時間雰であった。私の講演は最終日の年後に

「触媒」の会場に組まれていたため、私は主とし

てこの会場に居座ることにした。普段論文の上で

はおなじみでありながら、面識のなかった、

Corradini ,Krauss,Kaminsky,Gllyot,Tait,

Z ielKlla , Challa,Spassky,Farina含手力W欠々と

査壇し、その著次 に接するのは国際学会ならでは

の雰囲気であった。討論時間は各講演ともせ
いぜ

い 5分 位であつたのも、マンモス学会としては

止むを得まい。むしろ食堂が
一ケ処に決められて

いるので、食事時間などに多くの人選と個人的に

話しが出来て、これは収権であった。

私にとって甚だ興味深かったのはカナダ、ウオ

1 9 8 2 年6月 2 7 日より7

月 1日まで 5日間にわた

って、 カナダのバンク
ー

バーにあるU n i v e r s i t y

of BritiSh Columbia

で行われた第10回アメリカ光生物学会大会 に出席

し、 SylnpoS itlln ``Signal perception and tr一

E I n s d u c t i o n  i n  p h o t o m o r p l l t t e n e s i s "において、

「PhOtOtranSforIIlation and  dark transfor一

m tion of ptttochrome″ ″ ?わθ alldル クル/凋

という題で招待講演を行 った。

演題 は、

l PHOTOREVERSIBLE SPECTRAL CH一

ANGES BETWEEN Pr AND Pfr AND

BETWEEN P660 AND Pbl FORMS OF

TRYPTIC CHROMOPEPTIDES OBT二

AINED FROM PEA PHYTOCHROME

2(PHOTOREVERSIBLE PR0110N UPT一

AKE AND RELEASE IN PHYTOCH一

ROME PHOTOTRANSFORMATIONS

3 PHOTOTRANSFORMATION INTERM一

―タールー大学オドリスュル教授の研究であった。

テーマは工場排水中のチオ硫酸塩の空気酸化に高

分子銅錯体を使おうというものである。同教授は

もともとラジカル重合の速度論の権威であるのに、

このように極めて実用的な研究に手を出し成果を

上げている点に私は眼を惹かれた。日本の研究者

のように狭い領域に閉じこもらず、純理学的研究

から応用研究まで、広く総合力を発揮する処にア

メリカの化学者の強味があり、その
一例を眼のあ

たりにした思いであった。

終りに、本学会への出席にあたって、多大の援

助をいただいた山田科学振興財団に心から感謝す

る。

82-4096

カナダ、光形態形成国際シンポジウム

東京大学  古 谷 雅 樹

EDIATES DETECTED AFTER A L―

ASER FLASH EXCITATION

の 3編でいずれも我々の研究室で最近得られた剣

見である。(抄録内容は略す )

さらに同シンポジウム終了後、上記課題につい

て、主な参加者が別室に集って、懸案について意

見の交換を約 3時間にわたって、日 欧  米 各国

の交流が大へん効果的に行われた。主な問題点は、

(1)フイトクロムのモノマ
ーの分子量が、従来報告

されていた値よりも大きいのではないか、(2)フィ

トクロムは溶液内では三量体あるいは三量体とし

て存在しているが、各単量体が独立にPrか らPfr

へ光変換すると考えた場合、Pr Pfrと いう
二

量体とPfr・ Pfrと いう二量体は、同じ生理作

用を示すのか否か、(3)フィトクロム光変換に伴

ってみられるプロトン放出吸収は果してフイトク

ロムの機能に関係するのか、(4)フイトクロムの

光変換過程にみられる寿命の短かい中間体は三
つ

の平行 した素過程を経て変化するが、その分子的

機構はどのようなことが考えられるか、などであ

った。
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82-4107

アメリカ、第10回X線 ・原子内穀物理に関する国際

会議

東北大学   石  井 慶 造

閑かれている。今回は、昭和40年のアメリカ、イ

ナカにぉける第 1国会議から数えて第10回目を迎

える。今回の会議は、ァメリカ、オレゴン州、ユ
ージン市にあるオレゴ ン大学のキャンパス内で、

8月 23日-27日 の期間開催された。

会議には、28カ国から231名が参加 し、 このう

ち日本からは、渡辺岡」(東北大 )、向山毅け拶ゆ 、

宇田応之 (理研 )、その他私を入れて合計11名が

参加 した。主だった参加国を挙げると、アメリカ

(120名 )、西ドイツ (20名 )、 フランス(12

名 )、又東欧の 6ケ国 (10名 )か らも参加があっ

た!。本会議に提出された論文数は228に 及び、そ

のうち53が 招待講演 として口頭で発表され、残

り195が ポスターで発表された。 日 本からは、

東北大の渡辺先生と同じく東北大の石井が招待構

演を行なった。会議は、イオン原子衝突関係のセ

ッションと物性物理学関係のセッションとに分け

て、パラレルに発表及び討論が行なわれた。

スターリングの会議に続いて、今回も重イオン

。原子衝突の研究が数多く発表された。特に「励

起状態にある裸に近い原子とイオンとの衝突 」の

研究に対 しては、会議の 3日 目にシンポジウムが

特別に設けられ、活発な議論が為された。この研

究は核融合と密接に関係 しているため現在最も注

目を浴びている。一方、ここ数年二話題となってい

る「超重原子」に対しては、NIull er教授による

「超重原子からの陽電子匂戎」についての最近の

理論の発展が紹介されたにとどまり、実験報告は

為されなかった。しかし、 ドィツGSIで はノー

ベル賞をめざして今尚UNILACに よる実験を進
めているとのことだった。また、本会議の特徴で

もある原子核物理と原子物理との境界領域の研究

も討論された。スタンフォー ド大のMeyerhOf教

授は、原子核の複合反応過程が原子の内殻電離に

寄与し、この衝突過程が超重原子へも拡張される

可台旨性を指摘していた。

本会議で最も活発に議論されたものとして、重

イオン 原 子衝突のはかに原子整列効果が挙げら

れる。これは無偏極の電子、荷電粒子又は、X線

を無偏極の原子に衝撃することによって、偏極 し

たX線 又は電子が発生する現象である。会議の初

日に、この分野の車分けとして知られるフライブ

ルグ大のMehlhOm教 授の総合講演の後、この効

果についての研究論文が多数発表された。実験面

では、原子整列効果の微分断面積及び inlpact p―

arameter依存性などの精密な測定が報告され、

又理論面では、Coulomb偏 極効果及び電子波動

函数の依存性、更に化学効果と整列効果との関係

等が議論された。

会議の4日 目に、私の「高エネルギー粒子によ

る制動幅射」の研究が発表された。一般に、核子

当り数Mevの 荷電粒子衝撃によって内殻電離の研

究が行なわれているので、我々東北大グループの

数10Mぅv/alnuに よる研究は大変興味を持たれた。

特に、テキサスA&htt大のReading教 授及びo一

RNLの Becker教 授等理論グループと、互いに

情報を交換しながらこの領域での研究を進める約

東が出来たことは、今回の会議での収穫の一つで

ある。
一方、物性物理学の分野では、B loch状態に対

する短距離力の効果が話題になり、特にレーザー

光とシンクロトロン放射光を同時に用いた実験報

告が脚光を浴びていた。

会議の最終日に、次回は東 ドイツ、ライプチッヒ

で 1984年に開催 し、これ以降は3年おきに開催す

ることになった旨の組織委員会の報告を持って、本

会議は閉じられた。

本会議に出席して得た大きな成果としては、参

加した各国研究者と大変密接に議論及び情報交換

出釆たことである。というのは、朝 9時から夕方

4時半の会議の他に、 ほ とんどの参加者が同じ宿

表記国際会議は、x線

及び電子の放出に関した

原子物理学及び物性物理

瑞||1杭 雷品掌:唇[岳統:櫓笙
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舎をとり、同じ食堂で食事をしたため、自分の関

係する分野の研究者と四六時中議論することが出

来たからである。更には、 3日 目のバンケットで、
ニューポート近 くの国際会議センターに於て各国

第 11回国際炭水化物会

議は 1982左F8月 22日から

8月 2 8日まで、カナダ国、

ブリテイシュ コロンビ

ア州、バンクーノヾ―市の

ブリテイシュ。コロンビア大学 (Tlle Univers i一

ty of British ColШttia)に おいて開催された。
ブリテイシュ コ ロンビァ大学はバンクーバーの

市街地からバスで約45分の人里離れた風光の誠に

勝れた岬の台地にあり、非常に広大な敷き地に巨

大な建物がぽつぱつと建ているといった感じの大

学である。この大学は、近 くは海と遠 くは雪をか

ぶったカナディアン・ロッキーが見える風光明美

な所に位置しているばかりでなく、キャンパス内
に、州のスポーツ セ ンター、州大学病院、人類

学博物館、アジア文化センター、新渡戸稲造記念

庭園などがあり、市民の態度から州民が非常に誇

りにしていることがうかがわれた。また、この大

学がバンクーバーの主な名所の一つになっている

のも当然であると思われた。

このたびの国際炭水化物会議は世界各国から多

数 (約 430人 )の参加者を集め、生医学部の建物
の4会場で行なわれた。発表はora lとposterで

行なわれ、全発表件数 303件のうち、特定のテー

マに限って oralでの発表が行なわれた。その数ま

約8研牛であった。pOsterセ ッションでの掲示時間
は長く、 1件 につき2日半あったので、充分時間

をかけて見て周ることができた。

各発表は大きくゎけて、次の五つの大テーマに

分類されて行なわれた。

I Chemical synthesis att MOdificatiOnK82/23)

口.Instrulnental MethOds         (39/12)

研究者と交流を一層深めることが出来た。この様

に大変有意議な会議に出席することが出来たのは、

偏に山田科学振興R/r団の御援助によるもので、こ

こに深 く感謝したい。

8 2 - 4 1 0 8

カナダ、第11回国際炭水化物会議

京都大学   浅  日   忠  裕

皿 Polysaccharides く68/13)

Ⅳ Medical Aspects of CarbOhズ rates(5ン 46)

V Carbohydrates in llldustry       (57/16)

なお、 ( )内 の数は発表件数 (総発表件数/

回頭発表件数 )で ある。今回の会議ではテーマⅣ

の「炭水化物の医薬的倶」面 」に大きな関心が持た

れていたように感 じられた。テーマ Iの 「合成と

化学修飾 」も医楽関連の話越が多かった。また、

テーマVの 「工業における炭水化物 」の中には生

物工学関連の演題に多 くの関心が集ったようであ

る。私自身はテーマ Vの サブ デ イビジョン「溶

液の物性と工業的応用 」のデイビジョンで、「D

eformation and Flo、vlばechanism of Liquid

Crystalline s01utions of Cellulose Deriva―

tives」 と題 して、セルロース誘導体の液晶状態

の工業的応用について、約30分間招待講演を行っ

た。この分野 も、天然資源の有効利用の立場から、

大いに注目された分野の一つであった。

学術講演以外に、毎夕、 レ セプション、ディナ
ー、パ ーティなど何 らかの催 しがあり、何かに必

らず出席するよう強い勧誘があり、主催者側の国

際交流に対する熱の八れようがうかがわれた。参

加者 も、昼の討論の続き、ないしは、本当の討論

をこのような交流パーティの場で行い、充分議論

をつくすことができ満足 している様子であった。

国際交流といえば、約一週間の会議中、全員が大

学内の一つの建物 (Gage Conference Centrど )

に寝起きし、同 じ食堂で食事をするようになって

いたので、ごく自然に、いろいろの国のいろいろ

の分野の人々と対話するようになり、学術的にも

詳 しく討論を深めることができ、大いに学ぶ所が

あった。また、宿舎は構造上 6部屋が一つの単位

-63-



になっていたが、一つの単位の中に同じ国の人が

重複しないよう配慮されていたようである。この

ようにして、各国の人々と対話 ・議論したことが、

あとになって、非常に壊かしく思い出される。こ

れこそ、国際会議の実りの一つではあるまいか。

終りにあたり、今回の有意義な国際会議への出

席を可能にして頂いた山田科学振興財団のご援助

に対 して、心から厚く御礼申し上げる。

8 2 - 4 1 1 3

カナタ
や
、第 1回国際藻類学会議

東京大学   田   沢

第 1回国際藻類学会議

は 8月 8日 から14日の 7

日間大西洋上に浮かぶカ

ナダのニューファウンド

ランド島のSt JOl■n′s

市にあるMemOrial Universityで 開かれた。緯

度からいうと南樺太に相当する高さなので、戟レ

は膚寒い位であった。参加者は600人位で、すべ

て大学の学生寮に宿泊し、大変こじんまりとした、

便利な会議であった。日本からの参加者は私の専

間の生理学関係で 5名、分類学関係の人を入れる

と全部で10～15名位ではなかったかと思われる。

ポスターや一般溝演の外に12のシンポジウムがあ

った。私の講演したシンポジウムはNo.8で 「藻

類における細胞肯慾、細胞質流動と形態形成」と

いうテーマで行われた。演題六ケのうち最初の三

つは車軸藻類の流動に関するもので、演者はすべ

て日本人、後の三つは海藻のカサノリの流動、膜

電位、形態形成に関するもので、演者はすべてフ

ランス人といった極めて特異なシンポジウムであ

った。前半はシンポジウムの企回者でもあるパ リ

大学のPuiseu■Dao教 授が、後半は私が司会した。

私の発表内容は次の通りであるく)車軸藻類は興

奮して活動電位を発生すると流動は停止する。こ

の停止の原因は細胞質中のC a2+濃度の一時的な

上昇によるらしい。実際にC a2+を細胞質に注射す

ると流動は可逆的に停止し、ca2+依 存的に発光

するタンパク質エコリ ンを細胞内に濯流により入れ

ておくと、活動電位発生時に発光する。また細胞

膜 を破 って物質透過性を著しく上tデた細胞モデ

ルを用いると、流動は外液のc a2■濃度がェ伊 17E以

上で可逆的に停止する。これらの事実から、活動

電位発生時にCa2■濃度は少なくとも 10~6Mま

仁

で上昇すると考えられる。次の問題はCa2+は どこ

から来てどこへ去っていくかという事である。エ

コーリンの発光をみるとCa2Hは活動電位の初期

の脱分極時に素早く発光し、その後発光はす旦弱

まる。膜脱分極状態が続く場合には発光は再び強

まる。最初の発光は細胞膜からのCa外 放出を、後

の発光は外液からのCa2+浸 八によると考えると
よく理解できる。後の発光は外液のCa2+濃 度に

強く依存する事はこれを支持する。最初の発光は

刺激間隔を短かくすると、活動電位は発生するが、

発光は減衰していく。しばらく休ませると再び強

い発光を示す。又最初の発光の強さも外液のCa2t

濃度に比例する。以上の事実から細胞膜は興奮に

伴って膜に結合 したCa2+を 細胞質中へと放出す

るが、この後外からCa2■を再吸収するものと思

われる。興奮時に一旦増えたCa2+が どのように

して減少するかについては不明である。筋小胞体

のようなCa外 貯蔵器官の働きが考えられる。聴

衆からミトコンドリアの可能性が指摘された。

他の二人の演者は大阪大学からの黒田、永井両

氏で、何れもその得意とする技術を駆使して聴衆

に多大の感銘を与えた。他のシンポジウムで私の

研究室の仕事に関係が深かったのは、「藻類にお

ける細胞内及び細胞間輸送」と「藻類における浸

透調節」で あった。特にカリフォルニア大学から

のDェ Lucasは 、車軸燥におけるHCO弔 輸送が

H十 との共役輸送である事を提唱し、豊富な電気

生理学的データを示していた。一般講演ではある

海藻のトリトンモデルがATP存 在下で、外液の

ca2+で 収縮する事が発表され、フラスモのモデ

ル以外にもモデル化がl」R功 しているのを知って興

味深かった。

派遣費を援助下さった山田科学振興財団に厚く

おネL申し上げる。
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82-4149

西 ドイツ、第 10回国際電子頭微鏡会議

東Jヒ大学  田  中  通  義

西独ハンブルグで開催

された第10回国際電子顕

微鏡学会に出席した。会

議は4年毎に開催され、

e l e c t r o n ∞t i C S , 画像

処理ホログラフィ
ー、高分解能結晶構造像、コン

トラスト、mterials SCience,表 面界面、分析

電子顕微鏡法、生物学への応用、などから成り、

大規模な機器の展示も合まれ、極めて広い分野に

またがる会議であった。参加者は、予想を下回っ

たとはいえ、網 1500名を数えた。日本からの参

加者は地元西独につぎ多く、 100名 をこえた。今

回は米国、オ
ーストラリアの参加者が少なかった

ことは、両国の引き締めの厳しさを感じさせた。

電子線ホログラフィ
ーでは外村を含むM511(声

ns tedt一派のすばらしい仕事が発表され、表面

界面では八木 ・高柳をはじめとする反射電顕法、

透過電顕法による開発的研究が目立った。結晶構

造像は完全に応用に移った。電顕法のコントラス

ト理論はweak beam法 の発辰tを含むCockayne.報

告が興味深かった。materials SCienceで は電顕

法、電子回折法の利点を生かした多岐にわたる数

多くの報告があった。分析電顕法は百花糠乱とい

おうか。 STEM,S Emftから始まり、 FLS,XPS,

AES… …・・など、微少領域の広義の分析があの

手この手をつくして行なわれていた。分析電顕法

の重要な機能の一つである収東電子回析 (CBED)

ではS teedsと私が招待講演を行なった。 S teeds

は我々の開発した大角度収束電子回折法を駆使し

て分散面を決める実勝落 して美 しい写真を披露し

た。彼はこの方法で撮ったpatternを
“
Tanaka

pattern力 と名付けており、我々も面目を施した。

私は収束電子回折の技法に関する総合報告を行な

った。それはクリーンな真空の必要性、TEM,

STEM,BRED法 によるGBED図 形の取得

法、画像処理法、太角度収東電子回折法、多角

形絞りによる回折図形、加速電圧可変の必要性な

どについて述べたものである。2年前欧州電頭会

議に出席したが、その時点では収束電子回折法は

まだ盛んではなかったが、今回は多くの研究機関

で用いられはじめたのには驚くばかりであった。

2年前まではS teedsのグル
ープ、Goodm狙 の

グループと我々だけであったが、このように多く

のところで利用されはじめたのはうれしい限りだ

が、こちらもうかうかしていられず、早く論文を

出版しなければならないことを痛感した。

この方面では我々とともに最先端を行 くと自認

するStedsら と十分な討論を行なえたのは最大

の収穫であった。さらに会議後訪れたベルリン

Fritz― Haber一 Institu【ではヽ装置としてラ

イバル機器であるPhilips 400Tを 自ら操作 し、

その性能を調べることができた。試料汚染に関し

ては当方の装置を完全に上回るPhihps 400T

をみて、自らの装置の改良の必要性を痛感した。

と同時に日本全体の真空技術のレベルの低さを思

わずにはいられなかった。収東電子回折の今後と

して、表面への応用も含めて、超高真空、電界放

出型電子銃および超高分解能エネルギ
ーアナライ

ザーの装備を実現したいと考える。最後にKais一

erslauternのProf.Geigerの ところを訪ね、P一

hononも みられるエネルギーアナライザ
ーを見学

し、討論 して今後の糧とした。 2年後行なわれる

国際結晶学会ではますます収束電子回折の分野の

仕事も増えると思われる。我々もこれに向けて先

駆的な仕事を行ないたいと考えている。今回の会

議では、我々の成果も十分認められたと思うし、

またいろいろな刺激も受けた。私にとって十分に

有意義であった。
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82-4151

フランス、大環状化合物に関するシンポジウム

広島大学   木  村  栄  一

期 間  1982年 8月 30日
～ 9 月 1 日

場 所  S trasbOurg犬当

France(Pr6f.M.」 .

S chwing,LabOratOire

de Chimie Physique,Eo Ne S.G・ S.B. P.

29鉛 8, 67008 StrasbOurs Cedex France)

豹 虚徴 約 200人、う ち日本人は、田伏 (京大

工 )、 富田 (阪大薬 )、 木村 (広大医 )の三教授

出 席 者 : P r e l o g ( E  T  E I ) , L  e h n ( スト

ラスブール大 ) ,  B  u s C h ( オ ハイオ州立大 ) ,

Martel(T exas A&M大 ),K。 1-

thoff(ミ ネソタ大 ),Paoletti(フ ロレンス

大 ),S argesOn(オ ーストラリア国立大 ),W

illiams(ケ ンブリッジ大 ),Izatt(Brig一

ham Y伽 噌 大 )等各国からの教授

主要テーマ :i 新 大環状配位子および錯体の合

成と構造 ‖.錯 旬成の平衡および動力学 m.
不安定酸化状態の安定化 W,生 物学的応用:膜

輸送、酵素活性部のモデル、環状ペプチド、ィォ

ノフォア抗生物質等 v.分 析的、触媒的応用、

有機反応への応用性等

演題数 :特別講演19題、一般講演84題

会議の意義、特徴 :クラウンエーテル、クリプタ

ン、大環状ポリアミン等の合成大環状化合物、お

よびヘモグロビン、イオノフォア抗生物質、環状
ペプチド等の天然大環状化合物は、化学的機能お

よびそれに基づく生物的機能の面から近年特に注

目を集めている。本シンポジウムは、大環状化合

物を主軸に、合成化学、錯体化学、有機反応化学、

物理化学、分析化学、生化学等あらゆる化学分野

の世界的に著名な学者が一同に会し討論すること

によって、総合的視野から大環状化合物の意義を

開発し、新しい学際領域の学問として発展させよ

うというものであり、期待通り力のこもった学会

であった。内容的には、ポリアミン配位子に関す

るものが多く、特にそれらポリアンモニウムカチ

オンとアニオンとの錯生成に関する研究が錯体化

学の新領域に発展するものとして大きな話題を集

めていた。
一般発表はポスター形式であったが、学会の期

間中ずっと展示され、特別講演の合間をぬって、

たどたどしい英語でも大勢の人とman一 t。一man

でdiscussでき大変実り多いものであった。会の

始めLehn教授が、「言葉が学問のcO_unica一

tion障害とならないように」と呼びかけたのに

お、さわしいやり方であった。なお数年後には、本

シンポジウムを日本で開催することもまじめに考

慮され、 日本人代表として私が、委員に選ばれた

ことを最後につけ加えておきたい。末筆ながら、

山田科学振興財団からの海外派遣援助に厚く御ネL

申し上げる。

次回日時および開催地は 1983年 8月 8日～ 1個,

BravO,Utah,ア メリカ(Prof lzatt)
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( オ
ーストラリア・

った。

ン

昭和 548月 23日より

8月 25日まで、国際生化

学会のサテライ トシンポ

ジウムの一つであるアク

チン コ ンファランス

ドニー )に 出席 ヒ/講演を行

会議のタイトルは「アクチンt筋肉および非筋

肉細胞における構造と機有呂」であり、ォーストラ

リア・シドニー市の南西部にあるシドエ・一大学の

キャンパス内で行われた。

会議は23日 明 )に、会のオーガナイザーである

ドスレメディオス博士の序言で始り、午前はアク

チンの構造、年後はアクチンに基づく収縮制御に

関するセッションがあった。私達はアクチンの構

造のセッションで発表の機会を与えられ、私を含

め て研の招待講演者があり、電子顕微鏡法、電子

線回折法、X線結晶解析法、NMR法 による講造

研究の成果が発表され、討論された。このセッシ

ョンは一般の聴衆の強い関心を引き、午後に特別

ノヾネルディスカッションを行うこととなり、私を

含めて4名 がパネリストとして指名され、更に詳

細な討論 発 表をする機会が与えられた。

私達は 1970年頃から始めた電子顕微鏡像から

の二次元再構成法による細いフィラメント円での

アクチンの構造と最近得たアクチンートロポ ミオ

シンーミオシンSl複 合体の三次元構造を比較 し

て複合体内でのアクチンの同定に関する発表を行

った。 1975年 に私達が発表 したF一 アクチンの

二次元構造は、口)ア クチン単量体の間の結合は

左巻きラセンに沿って強い (口)ア クチン単畳本の

2 - 4 1 5 2

オーストラリア、アクチン ・サテライ ト会議

東京大学  若 林 健 之

形はラセン軸方向にはむしろ短い (ノうアクチン単

量体はお菓子の「ひよこ」のような形で、はっき

りとした方向性があるといった、従来のモデルや

考え方とは異なるものであり当時はやや異端であ

ったが、今回の会議ではX線 橋晶解析の結果や計

算機シミレーションの結果も私達の主張していた

上記の三点を支持 していることが発表され心強か

った。

私達はアクチンートロポミオシンーミオシンSl

複合体の低電子線量法(10電 子//控 )に よるよ

り高い分解能 (～ 15上 )の二次元像に基づき、

Sl主 部の主軸はアクチン・ラセン軸に対して45°

4頃斜 しておらず、約70°近い角度にあること、こ

れまでのドメイン構造を更に詳細に見るとサブド

メイン構造があること、これまでMooreら や、

Taylor&Amosに よるアクチンの同定には無理

があり、我々がA,Bと 名付けた両 ドメインにま

たがってアクチンか存在すると解釈すべきではな

いかと論じた。 24日Ok)は、非筋肉細胞からのア

クチンについて、25日 (水)は、アクチンの物理

化学的研究の成果が発表された。会期中ずっとポ

スター・セッションもあり、更に深 く討論できた

のは大変良かった。

この会議が縁となって私達はオーストラリアの

Monach大 学と共同研究をすることになったのは

大きな予期せぬ収穫であった。

今回のアクチン・コンファランスヘの参加と情

報交換によって得たことは私達の研究ク
｀
ループに

とって極めて意義深いものであり、このような機

会を与えて下さった山田科学振興財団の御援助に

対 して心から感謝する。
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はじめに

昨年よ り現在にいたるまでに T細 胞 レセプター

の研究はまさに熾烈をきわめ、もはや 「学問」と

いった感 じをとおりこして生死をかけた戦湯を駆

けているといった有様 です。分子生物学の方法論

はきわめて単純ですので、この分野では誰が第一

にゴールのテープを切るかということが最大の評

価の基準になるのです。したがって私 もうかうか

しておれませんので、昨年来一度の休暇 もとるこ

となく、ただただ研究室とアパー トの往復に終始

した次第で、今回貴財団の援助期限が切れたので、

とりあえず昨年来私が確立してきたT細胞レセプ

ターのバイオアッセイに関する記述およびこの検

定法により明らかになりつつあるT細胞レセプタ
ーの性状を手短かにまとめたものを同封いたしま

す。よろしく御受納下さいとなお、私の滞米予定

は、まったくきまっておらず、おそらくは最短で

もあと2年間はかかると思います。

研  究

増強性 T細胞囚子は、マウス抗体産生系におい

て抗原特異的抗体産生を増強させるポリペプタイ

ドであり、それ自身抗原と特異的に結合すること

がわかっている。このことからこのT細胞由来の

ポリペプタイドがT細胞膜における抗原認識レセ

プターと同一の構造を有するであろうことが推測

される ( U n i q u e  T  c e l l  l a  a n t i g e n

expressed On a hybrid  ce ll lille

producing antigen―
―spe ci fic

長期 間派遣成果報告

8 1 - 5 0 4 7

Study Of T Cell lteceptor for Antigen

東 京 大学

派 遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

平 松 啓
一

昭和 56年 6月 10日 ～昭和 57年 9月 9日

血ヽssachusetts lnstitute of Technology

CaEbrid ge,ldassachusetts, u S. A, 02139

P r o f . D r .  S u s u m u  T o n e g a w a

augmenting T cell factor.

ァ. ク/ r物″″zク′クタ7, 127,1118～ 1122,

1 9 8 1 ) 。

また、このT細 胞因子は、 B細 胞の抗原認識物

質である免疫グロブ リンと全 く異なった血清学的

特徴を有しており、この抗原決定基に対して作製

したモ ノ ク ロナル抗 体 は、マウスII― ?coILRPieX

の正一 regiOnに コードされる物質を認識するこ

とが明らかになった。 (MonOclonal

antibodies against unique I― region

gene products expressed only on

mature Functional T cells。  ム′2″%/夕,

2 9 6 , 6 6 6 ～6 6 8 , 1 9 8 2 )

これら二つの特徴 (抗原認識及びI一 regiOn

遺伝子産物を有すること)を有するポリペプタイ

ドは、今までに全く研究されなかった新しい生物

活性を持った物質であり、T細胞がその重要な役

割を免疫系で果す上でのメディエイターとして本

質的な意味を持っている。この物質を精製し、そ

の構造を明らかにすることは現在免疫学に課され

た最も大きなテーマであるが、従来の方法論では

このように量的に少い物質を生化学的に扱うこと

はほとんど不可能に近いとされていた。そこでこ

の目的を達成するために、

1)ど″ ヮヵ /クで大量にこの因子を産生する

T細胞ハイブリドーマを作製する。

2)こ のハイブリドーマか ら抽出したmRL Aを
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ル ヮどルクで解読して、その生物活性を検定す

るシステムを確立する。

3)IIIRN AからcDNAを つくり、hybridi zation

selection法 を用いてクローン化を行なう。

以上の方法を用いる実験計画をたてて、現在順

調に仕事を進めている。本年9月の時点では、1)、

2)の段階はほとんど終わり、最終目標のcDNA

クローン化の実験に入りつつあるところである。
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中 間 報 告 ・短 信

S t o c k h oユ mか ら

京 都 大 学

派 遣 期 間

研 究機 関

研究指導者

住   居

第 1 信

渡欧に際して、格別の御配慮深く感謝申し上げ

ます。予定通り3月 30日 日本を出発し、 3月 31

日ス トックホルムに家族一同無事に到着致しまし

た。早速 「第 1報」をお送りします。

研究主題

ロイコトリエンA生成の機序

清 水 孝 雄

昭和57年 3月 30日～昭和59年 3月 29日

Department of Physi010gical

C h  e m i s ↓r y ,  K a r 0 1 i n s k a

lnstitutet S-104  01,

Stockh01m, Sweden

PrO f. Bengt SamuelssOn

Vヽenner― Oren Center V■ n C-13

Sveavagen 16 6  S-113 46

S tockh01m, Sweden

高速液体クロマ トグラフィーの使用に習熟し、

酵素活性■ll定法を確立した後、ロイコ トリエンの

生成系をヒト自血球を用いて解明する。

Karolinska病 院よリヒト自血球が多量に供

給される。

昭和 57年 4月 12日

国立武蔵療養所

派遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

第 1 信

この度、貴財団から旅費の援助を受け無事渡米

することができました。ここに改めて感謝する次

第です。

渡米してからまだ日が浅いせいか、慣れないこ

とも多く、大変な毎日を送っていますが、幸いよ

い指導者にめぐまれたので、happァ な研究生活

B e t h e s d a か ら

長谷川 孝  幸

昭和57年 3月 29日～昭和58年 3月 31日

NaしiOnal lnstiし utes Of health

Bethesda, Maryland 20205 Uo S. A.

Dr. Kenneth M. Yamada

The Chief of ヽ 偉mbrane BiOcheIILiStry

Section

2 6 2  0 0 n g r e s s i O n a l  L O n e  t t t . 井2 0 3

ROckvil le,]虹aryland 20852 U. S. A.

を過ごすことができそうです。

研究主題 :K.M Yamada と 直接話し合った末、

研究主題は前回報告したものか ら、次の様に変わ

りました。

「モノクローン抗体を用いたSwiss 3T3細 胞

表面たん白質の研究」
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研究期FF38:当面のNIHと の契約は1年間。

当面の研究の進め方 :細胞表面にはホルモンや他

の刺激lrc対する受容体たん自質が存在しているこ

とが知られている。これらの受容体は、細胞が環

境の変化に対応する上で、きわめて重要な働きを

している。そして受容体の研究はそれらの刺激が、

その後細胞内部にどのような経路で伝達されるの

かを知る上で、なされるべき第一のステップであ

る。今までそのような受容体はいくつか知られて

いるが、まだ知られていないものが存在している

可能性も十分ある。また受容体ではなくとも、少

量でしかも細胞にとって重要な表面たん白質が存

在している可能性も大きい。これらの問題は従来

の生化学的な手段では研究することができない。

なぜなら生化学は既矢日の物質にしか応用できない

からである。そこで我々は、全表面たん白質に対

する多種多様のモノクローン抗体を作り、その中

から細胞活動及び細胞増殖などに興味ある変化を

及ぼすものを選び、それを出発点にして未知のし

かも細胞にとって重要な働きをしている表面たん

自質を探し出してその性質を明らかにして行こう

と考えている。 昭和 5 7 年 5 月6 日

Amsterdamか ら

京 都 大 学

派遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者

住   居

第 1 信

このたびはアムステルダム大学へ派遣していた

だき有難うございます。

アムステルダムに着いて 2週間ほどたち、やっ

と日常生活の要領を覚えたところです。朝は 5時

頃明るくなりますが、夜は 9時頃暗くなります。

気温は日本より多少寒い程度ですが、風が強いの

で長く戸外rCいると体力を消耗します。海岸性の

気候で雲が低くたれ込めたり、一日のうちrCもく

るくる天候が変るのは、私の育った裏日本の金沢

lrC似かよっています。タンポポ、スミレ、チュー

リップ、桜、猫柳、木蓮、その他樹木の花が一斉

に咲いていますが、日本の春を見て来た私には物

足りない風情です。しかし、こちらの友人達は浮

き浮きとした気持を押さえ切れないらしく、 4月

30日 (女王の母親の誕生日で休日)は ミゾレま

じりの強風にもかかわらず、十日市内で催される大

ノミの市へ出力>けて行きました。

大  塩  達
一
郎

昭和 57年 4月 2 0日 ～昭和 58年 3月 3 1日

Institute oF Ani mal Physiology,

University of AInsterdam,

Kruisiaan 320, 1098 Sヽ 在 Amsterdam,

The Netheriands

Pr Of口 Dr. Fernands H.Lopes da Silva

R O d e  K r u i s i a a n  9 6 3 ,  D i e m e n ,

The Netheriands

私の滞在している動物生理学研究所はアムステ

ルダム市の郊外、ディーメン市との境界の牧場の

中にあります。広い牧場にはとんど牛が見当らな

いのは生産過剰を調節中とのことです。 ここは

100年 ほど前に沼地を干拓した所で、旧市内に

散在する大学の諸施設が数年後には移 って来るそ

うです。

隣接して分子遺伝、数理科学、加速器の各研究

所が建 っています。また、その隣りは 43面 もの

サッカー場をもつスポーツ公園です。

動物生理学研究所には、海洋生物、神経生理、

行動、生体膜の物理化学の部門があり、私の指導

者の Lopes da Silva 教 授は第 2,第 3の 部

門に関与しています。教授は多忙を極め、席のあ

たたまる暇もないようなスケジュ
ールですが、ア

ムステルダム大学では人々が働 きたが らないので

タイムカー ドを置くことにしたそうです。友人サ
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ンダー君のぼやくところによれば、彼の属する政

治コースのスタッフは謙義のときしか出て来ず、

質問のために面会を求めてもろくに会ってくれな

いそうです。この研究所の人々は、大概朝9時 か

ら10時 にかけて出勤し、年後 4時から帰り始め、

5時 にはほとんど帰ってしまい、 6時 には私一人

だけになります。仕事の区切りが簡単につかない

時もあるはずだと思うのですが………。ゴヒ緯52°

付近のアムステルダムは 6時 といっても日はまだ

高く、日本の年後 3時頃です。私の体内時計は太

陽の運行にうまく追随してくれましたが、オラン

ダ時間には合ってくれません。オランダ流の要領

を覚えるまで当分の間、私は京都流でやろうと思

っています。

住いは研究所近 くの学生寮です (デ ィーメン市

になります )。男女混住で夫婦もいます。学生は

勉強しているようには見えません。毎日、誰かに

つかまって日本の話をさせられますが、心ならず

も俄か愛国者になってしまいます。

日曜日(5月 2日 )の夕方、鉄道のディーメン

駅を降りたところ、多数の禁甲車から完全武装の

機動隊員と警察犬が飛び出して来て、駅を中心に

周囲 1キ ロぐらいを包囲するように交通を遮断し

てしまいました。その後 10分 もしない内に興奮

した大群集が集まり始め、爆竹を鳴らしたり機動

隊と小ぜ り合いをする大騒ぎとなりました。聞い

てみると、この日はアムステルダム市とユトレヒ

ト市の対抗サッカー試合があって、ユトレヒトが

勝ったのだそうです。試合が終った直後に機動隊

が配置につき、テレビを見ていた人々が、ユ トレ

ヒト選手団の帰路がここだと知ってかけつけて来

たときには、バリケードを築き終っていたという

わけです。やがてユ トレヒト市の選手団と応援団

が機動隊とアムステルダムの大群集に囲まれて行

進して来て、2本の特別列車に乗り込みましたが、

群集は橋路上にもあムれかえり、 1時間以上 も上

下の列車を止めてしまいました。中年の見物人の

一人に聞くと、いつもこんなものだそうです。日

本でもこんな騒ぎをやるのかと聞くから、そうだ

と答えると、日本人もサッカーをするのかとケゲ

ンな顔をされました。ふだんは人の気配がしない

ほどもの静かに暮らしているオランダ人ですが、

以外な一面を見たような気がします。

数年前にスリナムを独立させて、残るオランダ

の海外植民地はベネズエラ沖の石油積み出し用の

小島だけrCなりましたから、この国にとってフォ
ークランド問題はありません。しかし、国内の不

況は厳しく、若者の失業者はとても多いと聞きま

した。 「ユ トレヒトくたばれ」とか 「ユ トレヒト

行きの気違い列車」と叫んでいる若者は、そんな

不満を爆発させているのかも知れません。寮の学

生達に聞いてみると、確かにその要素もあるが、

アムステルダムとュ トレヒトは昔から何でもこう

なんだ、ということです。こんな小さな事件でも、

住んでみると、日本で新聞の特派員報告を読んで

納得している筋書きでは説明し切れない事1倍が沢

山あることがわかってくるので、事件に出くわす

のが楽しみな毎日です。

ひとまず、ここで筆をおきます。

研究主題 :「海馬の研究一一記憶と学習」

当面の研究の進め方 :海馬の神経細胞内、外、お

よびグリヤ細胞を一つのシステムと見て、Na十 ,

K十, ca十 の kine↓ icsを 調べ、 こ の研究室

で行なわれている海馬のkindling実 験のデー

タと比較検討します。一方、海馬の long term

potenti ation時 における代謝変化の実験が行

なわれているので、neurochemistryを 勉強し

て、この研究グループにも参加したいと考えてい

ます。

昭和 57年 5月 8日
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S t .  L o  u i s か ら

徳 島 大学

派 遣 期間

研 究 機関

研究指導者

住   所

第 1 信

取 り急ぎ、最低必要事項のみを記しますが、元

気にやっております。初めての体験なので色々面

白い体験 (その時は悲壮な体験 )やしんどい目に

もあっております。又日を改めて書くつもりです。

色々手間をおかけしますが、どうぞよろしく。

研究主題 モウイルみの細胞内侵入機構についての

研究。

N ( ) r t h  C a r o ■ i n aか ら

東京大学  久  原

中間報告

「第一報」でも述べたように、当初の研究計画

の一つとして、B細胞の免疫寛容誘導に及ぼす、

ヘルパーT細胞の効果について研究することを計

画しているが、まず最初の段階として、当研究室

において継代維持されている、種々のヘルパ
ーT

細胞株の性質を調べることから実験を始めた。そ

とで、これらヘルパーT細胞株をB細胞の免疫寛

容誘導系に加える前に、まずこれら)ヘルパーT細

中IP甲甲?免疫グニ軽軍極督晟乙t、¥ど聖蚕

―岳発を,魯字号母骨::;モ塩経今を,〔稔
iす本そのI占アイラタィプヘのスイッチングを意

1弟太;冴テ;督f営盈た経量話を,、母彙唇骨憲島
―す
'ナセットが存在するという考え方との二つの説

小  山    一

昭和57年 5月 1日～昭和58年 4月 30日

DePartment of い Iicrobiology and

IIIImuno l o 3y,NなShington University,

School of 単 略di cine, 660 S Euclid

Ave, St. Louis,m 63110, u s. A.

Proft Milton 」 . S chlesinger

7 3 5 7 - 札  A m h e r s t ,

University Ci↓ y, A江 063130, U.S. 生

当面の研究の進め方 :当 研究室 で最近 ウイルスの

スパ イク蛋自に脂肪酸が共有結合 している事が発

見 された。スパイク蛋白と細胸嘆との分子 レベル

での相互作用を知る為、 この脂肪酸の果 している

役割について検討する。

昭和 57年 5月 28日

孝  俊 (財団ニュ
ース通巻12号P。121～123参照)

があるが、現在までのところ、この点についての

明確な回答は得られていない。事実、本年 4月に

ニュー・オーリンズでおこなわれたフェデレ
ーシ

ョン・ミーティングにおいても、それぞれの説を

支持する実験結果がいくつか報告されていた。夕」

えば、NIHの W.コ .Paulの グル
ープは(1)の説

を支持し、New York大 学の」.MQuagliata,

NIHの W.Strober,Texas大 学の E.S.

Vite↓しaら のグループは(つの説を支持する実験

結果を報告していた。

上記の実験は、いずれも注意深くおこなわれた

良い実験で、勿論彼らの実験結果は充分信頼に値

するものであるが、ただ
一つの欠点は、上記のい

ずれの実験においても、抗原特異的なT細胞、B

細胞が使われていない点で、そのことが明確な実

験結果を得ることを困難にしている
一つの理由で

あろう。そこで、われわれはこの点をさらに解明
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する目的で、抗原特異的なT細胞およびB細 胞を

使って、 ル タル/クの系で Igア イツタイプのス

イッチングの系を確立することを始めた。

実験の方法は、TNP一 ゼラチンを用いて、T

NP特 異的なB細胞を精製し、これを1× 103個

マイクロ・プレートで、ヘブ1/7―ヾT細 胞 (1×105ィ固)

と共に培養し、3,4,5,6,7日 後に抗 TNP

抗体産生細胞 (PPC)を 算定する。当研究重で

は、継代可能なキャリアー (KLHあ るtWまH00)

特異的なヘルパーT細胞の培養株が樹立されてぉ

り、これらのキャリアー特異的ヘルパーT細胞を

上記の ,″クル/θ の 培養 系に加えて、B細胞

の Igア イソタイプ ・スイッチングに及ぼす効果

を調べる。PFCの 算定では、直接PPC、 間接

PFC(各 種 Igア イツタイプに特異的な抗体を

使用 )を算定し、 Igア イソタイプのスイッチン

グを測定する。われわれのおこなった実験では、

この系で Igア イツタイプのスイッチングを測定

できることが示された。

(上記実験結果は投稿準備中.)た だし、この実

験の間接PFCの 測定に用い られた抗体 は

P。lyValentな 抗マウス Ig抗 体なので、現在

各アイソタイプに特異的な抗体を作製し、上記の

実験結果を確認するための実験をおこなっている。

さらに将来は、 PACS(fluorescein―

activated cell sorter)を 用いて抗原特異

的なT細 胞、B細胞を精製し、上記実験結果を確

認していく計画である。また、われわれは将来こ

れらヘルパーT細胞をクローン化し、それらヘル

パーT細 胞クローンおよびそれらヘルパーT細胞

クローンの増養上清がB細胞の Igア イツタイナ

スイッチングにおいて呆す役割についても検討し

ていく予定である。しかしながら、これらクロー

ン化されたヘルパーT細胞、あるいはそれらの増養

上清が B細胞の Igア イソタイプ ・スイッチン

グを意 き起 こさない場合 も充分に考えられる。

何故なら、(1)B細 胞の Igア イツタイプ・スイ

ッチングを意き起こすためには、少なくとも二種

類のヘルパーT細 胞クローンが必要である可能性

があり、また(D極く少量の抗原抗体複合体が必要

である可能性があるからである。このような場合

には、二種類以上のヘルパーT細 胞クローン、あ

るいはそれらの培養上清、少量の抗原坑体複合体

を実験系に加えることが必要である。このように、

抗原 (ハプテン )特異的なB細 胞および抗原 (キ

ャリアー )特異的なT細胞を用いることにより、

ヘルパーT細 胞がB細 胞の Igア イツタイプ・ス

イッチングに及ぼす効果について、より明確な回

答が得られるであろう。  昭 和 57年 6月 22日

Ma r b u r gか ら

信州大学  美 谷 島

中間報告

昨年 10月 1日に西独Mttburg/L ah■ に来

て現在 10ケ 月になります。今年の 3, 4月 が著

者の研究期間の中間に当りましたが、著者の論文

に対する外部の評価を待ちましたので、大巾に遅

れたことをお記び致します。

1 昨 年 10月 に当大学のワイナー教授rc挨拶

に伺った時に、 G.Goldhaberの ett e~消 滅

でのパイ中間子干渉の新しい実験解析を示されま

した。この解析結果と今まで蓄積された諸デ=タ

とを如何に統一的に解釈するかが、問題として提

起されました。最終的には、 10年 程前に発表さ

実 (財団ニュース12号 P.121参 照 )

れていた 「低エネルギー・パイ中間子はP ianck

公式で良く記述される」という実験事実と、著者

が昨年 PrOg・ Theor.Phys.に 発表したパイ

中間子干渉公式に対する混血表現を再解釈 (再定

義及び証明 )して用いることで、パイ中間子干渉

諸実験の結果に対する統一イメージを作ることが

出来ました。日本の知人からの手紙によりますと、

高エネルギー研 (KEK)で 軽イオンを用いた諸

実験が東大グループによって計画されており、著

者の論文が役立つだろうとのことでした。 4月頃

CERN/EP82-43と して発表された論文

-74-



のデータは、著者の新しい公式で統一的に理解さ

れました。その旨をCERNの モリソン教授に連

絡しました。著者の論文は 82年 3月 25日

Karisr uheの 独物理学会で口頭発表され、Prog.

Theor.P hys,の 10月 号に印刷になる予定で

す。

2 上 述 1の研究と平行して昨年 10月 より重

ィォラ衝突における陽子干渉に対するK00nin公

式の改良の研究を続けてきました。著者の見出し

た新公式では、 shel上模型のアイル と衝突に関

与した核子数と核半径の大きさが解析的に取り入

れてあります。当大学の古い中型の計算機と苦闘

tノて計算を済ませ 82年 5月 Bielefeld大 学で

の晰wkshoPで 口頭発表しました。LBLの 研

究者は興味ある公式と評価しました。 (投稿準備

中 )

3 今 年の2, 3月 頃に当大のワイナ
ー教授の

グループの解析した論文 (PhyS.Lett.104B

(1981))に 誤った解釈 〔異なった荷電パイ中

間子にもBose一 回instein対 称性を要求し幻

をして計算していることに気付きました。その為

中 間 報 告

2月初めにパリに来て以来半年たち、私の予定

期間の半ばを過ぎました。最近では毎週が流れる

ように過ぎていくようで、実感としては残 り3分

の 1程度でしかないのかもしれません。

今年のフランスの天候はやや異常なようで、6

月には連日猛暑が続き、夕方になると蒸暑くなっ

て激しい雷雨が襲うという熱帯型の天候でした。

雷雨がくるとしばしば送電がストップするため、

実験装置を終夜運転にして帰宅してもその直後に

停再になり、結局 1時間程度の測定しかできてい

任rと い|うことも何度かありました。ある日の雷
J雨はことのほか激しく、駅からアパートまでたど

iケ?く 間に腕時計が水びたしになり、翌朝気がつ

いた時には、時計のガラスの内側にびっしりと水

滴がついていました。あわてて時計屋に持って行

o r s a y か ら

東京大学  鹿 児島 誠  一 (財団ニュ
ース12号 P。123参 照 )

に新しい 「
一般化されたGlauber一 Lachs公 剰

を求めました。この公式のオリジナリティ
ーにつ

いて、加野泰名大教授は未知の公式という手紙を

下さいました。この新公式はKNOス ケ
ーリング

を満足するので、(〕ERNで のPF衝 突機での諸

実験を解釈するのに不可欠のものであると思って

います。 (投稿中 )

日常生活 :当大学高エネルギ
ー・グループの週

1回の小セ ミナーで、最近の諸研究の結果をお互

に報告し、週末には物理教室のセミナ
ーに出席し

て素粒子 ・原子核 ・物性の トピックを聞きました。

月に2度程 Dar mstadtに あるGSI研 究所へ行

き重イオンについてのセミナーに出席しました。

著者自身は、昨年 12月 に著者の最近の諸研究を

まとめて報告しました。

研究旅行 :3月 Karisruheの 独物理学会, 4月

CSI(通 常セ ミナーでない )特別研究会, 5月

BieleFeldの WorkshOp,7月 Parisで の

XXl回 高エネルギー物理学会。

5 7 年 8 月5 日

ったところ、フランス名物のバカンスシ
ーズンに

ひっかかるため、結局 1カ月半後の7月 末になっ

てようやく修理完了ということになってしまいま

した。とんだところでフランスのパカンスの重み

を実感させられた次第です。

バカンスシーズンの到来とともに、私どもも何

となく気もそぞろで、週末には手近な郊外に出か

けます。そこで発見したことは、パリ市内では人

は不親切ですが犬が非常に友好的なのに、郊外や

地方へ出かけるととたんに人々はきわめて親切に

なり、逆に犬が攻撃的になることです。 (もちろ

ん愛玩犬と番犬の違いですが。 )フ ランス人は気

を悪くするかもしれませんが、私には人と犬の対

比がおもしろく感じられます。バカンスと言えば、

夏になるとともにパリに観光客が急増してきまし
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た。日本人観光客のカメラ好きは周知のとおり世

界的に有名ということになっており、こちらの

TVで 見る慢談でも「飛信機が離陸するとジャポ

ネはパチパチと写真を撮り………」と身ぶり手ぶ

りおかしく演じると、客はどっと笑うという仕掛

です。しかし、現実はすでrc変ってぃるようです。

従来は、日本人はファインダーを通してしか景色

を眺めないといって批判する日本人がいたようで

すが、実はそうではなく、日本では以前から良い

カメラが安く手に入るため写真愛好家が多かった

だけで、欧米人にはカメラが縁遠いものだったた

めにもっぱら肉眼で楽しんでいたのではないかと

いう気がします。というのは、少なくともパ リに

関しては 1976年 以来私には4度 目の経験です

が、年々日本製高級カメラを首にさげた欧米ノ人、観

光客が増えており、今年などは、観光客とパリの

住人とがカメラの有無で判別できるくらいです。

出発前に東京の安売店でカメラを新調し、あわよ

くばフランス人に私の貫値で売りつけて帰ろうと

おろかな皮算用をしていたのですが、パリの安売

店で私の買値とほとんど違わない値段で新品が売

られているのを発見してガックリとした始末です。

さて、肝心の研究のことですが、出発前に準備

tノた計画が幸いこちらのグループの仕事とマッチ

し、年末にフランスで予定されている国際会議に

まとめて発表できそうです。研究の内容について

はここでは書かないことにし、日々の研究生活の

中での感想を記すことにします。私のいる研究所

はフランスでも有数の活発な研究所だそうで、実

際、同僚のフランス人は並の日本人以上によく働

きます。 ま た、十数人のグループごとに一人～

牧人の技官を擁していますが、この技官の仕事

ぶりとともにその腕のよいことに感心していま

す。相当高精度のゴンオメーターや、また2次

元X線検出器なども自作して立派に動いています。

このような支援部門の充実があってはじめて、

長期バカンスも可能になるのでしょう。もっとも

このような恵まれた分野の人々の生活ぶりが末端

にまで平等に行きわたっているため、社会の分野

によっては、米、独、日などの後塵を拝すること

になるのかもしれません。

4月 にミッテラン大統領が訪日しました。大統

領は科学や技術を重視する方針を出しており、筑

波あたりとの協力を打ち出したようですが、こち

らでは少くとも研究所段階ではまだほとんど話題

になっておりません。ところで、この大統領の方

針と一致するのか相反するのかわかりませんが、

ある大臣が、今後フランスで開催される国際会議

ではフランス人はすべてフランス語で発表すべし

との見解を出しました。さすがにこれは研究者に

は総スカンを食ったようで、その後うやむやにな

っています。

さて残り半年たらずの間ですが、私の以前いた

研究所での部長の言葉 「仕事をしようとするな。

社会を見てこい。」を素直に受け止めることにし、

十分にフランスの社会というものを見ていきたい

と考えておりま曳 昭和 5 7年 8月 1 0日
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専務理事のPもrtfoli。から

1.財 団の紋章

財団を象徴する紋章の作成は発足の当初からい

つも心には懸けてぃましたが、 「近頃気に喰わぬ

ことは、猫も杓子も無闇矢鱈とパッジを胸にひけら

かしてtるこ4さ」と誰やらが言った皮肉が耳に染

み付いていて、仲々本気に成れない儘に、緊急な

用件に追い捲くられ、月日は容赦なく過ぎて行く

のでした。

無論のこと、その間に小山泰央 さん (ロ ー ト製

薬株式会社広告部 )を頃わせて 8種 ほど作画して

t たヽだきましたし、私 自身も及ばず午 ら5種 ほど

の私案を作って、それらを山田安定理事にお目に

懸けたり、また、理事 ご自身も提案を出されたり

して、 53年 の夏頃には、今日にもきまるかに見

えたときもあ ります。今考えても当時として、そ

れなりの努力はした筈でしたが、どうも思うよぅ

に捗取 らなかったのです。

紋章は、山田理事が、 「山田科学振興財団の 5

年」の中で書いておられますような二つの I

(Interdisciplinaryと  Inte rnatiOnal)と

一つの0(Originality)を 支柱とする財団の

援助目標、それと物理学、化学及び生物学という

自然科学研究の二つの基礎分野、さらに財団の名

打〔Yam a d a  S c i e n c e  F O u n d a t i o n )といっ

,浄ゃlpそ素材に使って作るよう予定されていまし

舞_まに、私個人としては二つのIにもうひとつ

督 務 二
ぱ留甘【樫 彗亀醤掛格占選諾 法窮

i!草|←
し 5ヽ5年7月12日、理事のお集りに大日本印

1編1株式会社の手に成る5種の見本を提出してご批

ノ↓ヽ 川  俊 太 郎

判を乞い、席上お好みに合ったパターン2種 に手

を加え、 7月 28日に第 1次 改訂版を入手し、山田

理事と相談の上、 8月 29日の理事懇談会で 2回 目

の改訂意見を戴いて、ほぼ決定案に近付 くことが

できました。このあと、 9月 から10月にかけて細

微な修正を加え、10月24日の理事懇談会で、その

後の処理を一任されましたので、山田理事のお智

恵を拝借 した上で、10月29日に大日本印刷株式会

社とIIeadingの 意底、色彩などをも含めての相

談を行いました。理事がたから最終的なご判定を

仰いだのは11月21日で、この日にタイプ用紙 と財

団ニュース第10号の表紙ヘセピア色の次掲の候補

のうちのlI)を掲げることが正式にきまったわけで

す。待望のタイプ用紙 と空便用封筒が完成、納品

されたのは翌56年 3月 末に近く、財団ニュースは

56年 6月 16日に発行されました。

さて、出来上がって見ますと、これしきのもの

を何故 もっと早目に、しかも手際よくしつらえら

れなかったのかと我乍ら得心がゆきませんが、ひ

とえに私が、美術的感性と決断を欠いていた為と

しか思えません。誠にお恥しい話なのですが、後

日の証拠のためメモに代えて、有 りの儘をしたた

めて置きます。

末筆乍ら、お力添えを賜わった皆様に謹んで御

礼を申し上げます。

(I)下 方に山田のY(フ イ )が

図案化 された。

(Ell 図中に 3個 の I(ア イ )、 1

個のO(オ ー )、 山回のYが

組み込まれている。

2.財 団の標語

財団の援助分野は、自然科学の全域に亘ってい

ると申せましょう。財団事業の使命を象徴すると
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ともに、各分野で真理を追い、基礎的研究に日夜

勤しむ方々に、共通する標語、!共感を抱いていた

だけそうな語旬はないものであろうかと、設立当

時から探し求めていた私が、最も相応しいと考え

て選んだ言葉が只今、財団ニュースと事業報告書

の目次の豪面を飾っているラテン語 とギリシャ語

の標語なのです。

私がこの言葉に廻り合った場処は、ほかならぬ

国立国会図書館で、法視を調べに入館 し、書籍を

借 り出すべく貸し出し回へ近付いた私の目前の灰

色のコンクリー トの梁の上にこの言葉が亥」まれて

いたのです。その場処をもっと正確に示すならば

「館の 2階 中央目録室の平ンクリート梁上 に」と

いうべきでしょう。それは左方か ら右方へ

真理がわれらを自由にする。

H AAH① 日IA□ AETO□ PΩ 】□I TMAΣ

と記され、ギ リシャ語の部は、新約聖書 「ヨハネ

による福音書」 8章 32節の引用であり、日本文の

方は、国立国会図書館法の前文にある 「国立国会

図書館は真理がわれらを自由にするという確信に

立って云 」々 という部分か らの抜率だということ

でした。この時私はこの言葉こそ、その日迄私が

探し求めていたものであると直感 したのでしたが

更にそこに刻まれてぃる和文が、初代館長金森徳

久郎先生の筆に成るものと聞かされたとき、奇し

くも先生に媒灼の労をとって戴いた私は、突如冒

逮に打たれたような気がいたしにRして、即座にこ

の言葉をば、財団の標語にいたす決心がついたの

です。

一
方、ラテン語

VERITAS LIBERABIT VOS

の方はたまたま娘の通っておりました同志社大学

の明徳館正面玄関の壁面に掲げられてぃて、当方

ではその姿その儘を廃えることといたしました。

この言葉を選ばれたお方は、昭和27年か ら29年に

かけての同館建設時に総長をお勤めの大塚節治先

生で、 「真理はあなた方に自由を得させるであろ

う」という意味であると著書の内に書いておられ

ると承つてお ります。

ちょっと両方を比べましただけでは、ぁたかも

聖書からの同じ引用旬に異なる二つの邦訳が出来

たように見えますが、決 してそうではないことは

今申し上げた出来をお読み下さればょくおっかり

のことと存じます。そこで事業報告書 とニュース

に掲げるに際しましても、言葉だけではなくその

典拠 も併せて記した次第です。

ところで、ラテン語の方は市販のインスタント

レタリングを使い私が原版を手作 りし、54年 8月

8日 に出版したニュ
ース通巻 6号 に間に合わせま

したが、ギリシャ語のレタリング紙は伸々見付か

らない、やっとポイントの小 さいものを入手した

けれども、郎大復写すると奇麗に出ないといわれ

とうとうレタリングの事典をお手本に使い、当時

財団に勤務していた朝比奈久枝さんが、宰いそう

いった腕前の持主でしたので、原版を画いてくれ

ました。丁度、54年の暑い8月 の頃のことで、そ

れを縮写してll月に出版した第 2回 事業報告書

(昭和53年度 )に 初載しました。何 もこの様な手

間暇をかけずに、お金を積み、どこぞへ頼んだ方

が賢明だったと思いますが、それではCheap

bureauの 名が廃ると当時は考えたからです。な

お、私は現在もこの言葉が、財団事業の使命を表

す優れた標語であると信じていますが、将来一層

この目的に相応しい言葉が見出された折には、い

つなりとも差し替えたいと存じます。どうか、お

力をお貸し下さるようにとお願いいたしまして、

この報告を終 ります。

本篇の内容につきまして、国会図書館及び同志

社大学からご教示を頂戴しました。

-78-



… Ⅲ … Ⅲ… Ⅲ … … …m m 事

務 報 告
川 引前 仰 …刊 Ⅲ…ⅢⅢ

… い Ⅲ叫 Ⅲ… m Ⅲ… Ⅲ Ⅲm 叫

事 業 日 誌

57.4 1  理 事改選 (福井謙
一理事新任 )・選考委員改選 (永宮健夫氏退任 ・山口安定氏新任 )

4 6  役 員更送の法務局登記手続

417  財 団基金提供者山田輝郎氏 (ロ
ート製薬株式会社代表取締役会長 )逝去

419  故 山田輝RB氏密葬 (於 大 阪市東住吉区
・臨南寺 )

4.23  選 考打合会

513  故 山田輝郎氏の葬儀及び告別式 (於  ロ
ート製薬株式会社 )

515  第 4回研究交歓会 (於 薬 業年金会館 )

516  昭 和 57年度第 1回理事会
・評議員会 。選考委員会 :昭和 56年度事業報告、収支決

算報告承認、昭和 57年 度事業現状報告、選考方法承認 (於 大 阪ロイヤルホテル)

528  選 考打合会

6 2  長 期間招へい者llX尚賢 (中華人民共和国、中国科学院化学研究所 )、受入者井口洋

夫 (岡崎国立共同研究機構分子科学研究所 )財団来訪 来 日挨拶

613  第 1回MBE共 同l13用運営委員会 (於 関 西学院大学理学部 )

6.25  選 考打合会

715  財 団ニユース通巻第12号完成発信

717  第 3回 長期間派遣者研究交歓会 (於  薬 業年金会館 )

728  財 団英文紹介書 (成果刊行物等に挿入用小冊子 )完 成

7,30  選 考打合会

825  長 期間来日者孫宗華 (中 華人民共和国、中国科学院成都有機化学研究所 )、 受入者

伊勢典夫 (京 大工 )財 団訪FP3 来 日期間満了離 日の挨拶

8.26  山 田科学振興財団設立 5周 年記念学術集会 細 胞工学国際
シンポジウム (於 神戸 )

-28

827  選 考打合会

8,31  MBE共 同利用運営委員会 (年 前中
・於 関 西学院大学理学部 )

挫事懇談会 :(年 後 ・大阪グランドホテル )

91～ 4 山 田コンファレンス町開催 篠  箱 根 )

9 23  MBE 成 田空港着

9 28  NIB E 関 西学院へ搬入

980  昭 和 58年 度学術交流集会援助申請締切

10 1  MBE主 要部組立終了、細部組立、テスト実施

10.4  ロ ー ト製薬株式会杜より社内誌 「清流」の寄贈を受く(p・ 81 参 照 )

10.18  第 5回 事業報告書 (昭和 56年 度 )完 成発信

1025  昭 和 57年 度研究援助推薦締切

1029  選 考打合会

11.1  山 田コンファレンス7 プ ロシ
ーディングス到着

11.2  MBE贈 呈式 (於  関 西学院 )

11 6  第 2回選考委員会 :担当審判決定 (於  薬 業年金会館 )
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山田コンファレンスニ ュース

1`昭 和 58年 度には山田コンファレンスⅧが開かれます。

会 名   ミ ュオンスピン回転と関連諸問題

Yamada Conference ul  on h7tuon Spin Rctation and

A s s o c i a t e d  P  r o b l e m s

会 期   58年 4月 18日 ～ 4月 22日  5日 間

会 場   静 岡県下国市 下 田東急ホテル

責任者  山  崎  敏  光 (東京大学理学部 )

2.P roc. of Yalmda C onference Tの 出版

昭和 56年 11月 16日 ～ 11月 20日 、京都市、京都会館で開かれた 第 5回 山田コンファレ

ンス (点格子欠陥国際会議 )の 財団としてのProceedingsが 57年 11月 に完成、出版 されま

したo991頁 から成る議事録ですoこ の集会の速報は財団ニュ
ース通巻第 12号 7頁 に、成果

報告は第 5回 事業報告書 lll～ 116頁 にのせました。お問い合せは京都大学工学部高村仁一

先生 (電話 075-751-2111)へ 。

Proceedings of Yamada COnference V

POINT DEFECTS AND

DEFECT INTERACT10NS

lN h/1ETALS

Edited by

」lN‐iCHI TAKAMURA

K/orθ t/n,versrry

MASAO DOYAMA
働,′yars'ry or乃々ン0

MiCHiO KlRITANl
θs,たo3ぶ v●′s,r/

記念行事の完了に就て

財団の設立 5周年記念行事 (イ～二)を企画し、順次実施しました。 各 行事とも皆様のご理解と

ご協力のお蔭により、所期の目的 「5年間のまとめと反省」を果たして、浦 りなく完了しました。

イ・記念の集い (速

67参照 )

報 財 団ニュース通巻第12号 P.は 成果報告 第 5回 事業報告書 p・ 24～

と     き

と こ  ろ

集いの概要

参 会  者

昭和 57年 2月 20日

大阪 ヨクサイホテル

挨拶対報告、講演、懇親会等

1 9 5 名

口.記 念干」行物ほか
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a・ 「山田科学振興財団の 5年」 (第 5回 事業報告書 p・ 67～ 68参照 )

206頁 、 800部

b・海外向け財団紹介文書

i.外 国機関向けの自己紹介文書 (第 5回 事業報告書 p・ 68～ 70参照 )

28Fヨ、  350ド打

‖ プ ロシーディングス挿入用英文財団紹介文書

8頁 、 800部

ハ.記 念学術集会

細胞工学国際シンポジウムは、57年 8月 26日 ～ 28日 (第 5回事業報告書P・70、 速報

は本ニュースp.6～ 8参 照 )

二.MB回 の寄贈  57年 11月 2日 、関西学院へ寄贈 (第 5回 事業報告書 P,70～ 71、 速報

は本ニュースp。1～ 2参 照 )

故山田輝郎氏追悼号発行

日―卜製薬株式会社が社内誌 「清流 ‐会長追悼号」を発行しました。当財団関係として、 「山

田輝郎翁の偉業をしのんで」と題する赤堀四郎理事の懐想文 (P・ 48)及 び社葬当日捧げられた

永宮健夫理事長の 「弔辞」 (p・ 93)が 掲載されています。

製軒野智畳昼騒魯畳曇掃答層i足察二塾秀警君奮替窒香警ぴ密倉
長)が逝去されました。財団

57年 6月、本財団理事福井謙―先生は、京都工芸繊維大学学長に就任されました。
57年 8月 31日江崎理事帰朝の機に、理事懇談会を開催、江崎理事がMBE利 用運営計画の進

清流 ・会長 追悼号 の も くじ

・会
長
の
ご
葬
儀
じ
め
や
か
に

122 120 118 116 114 108 104 96 84 84  83  78  72 60 48

・会
長
ご
経
歴
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長
語
録

・
会
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の
思
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出
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さ
ん
Ｉ

私
の
会
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さ
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捗状況を報告、次で、財団関係者改選、研究援助の新推蘭方式等について審議した。

4 57年 10月 22日 、本財団評議員久保亮五先生は日本学術会議会長に選出されました。

5.57年 11月 8日 、本財国]顧問吉識雅夫先生は文化勲章を受章され、理事長 永営健夫先生個

二等旭日重光章を、評議員鈴木友二先生は勲二等瑞宝章を、監事 近藤次郎先生は紫授褒章を受

章されました。

翌 11月 4日、前選考委員岡田善雄先生は文化功労者として顕彰されました。各先生のご栄誉

に対し謹んで視意を表します。

言卜 報

本財団評議員 鈴木友二氏の奥様 と志様が 6月 21日 お亡 くな り

にな りました。

心か ら、御冥福をお祈 り申しあげます。

言卜 報

本財団 評議員 殿村雄 治氏が 11月28日 心筋梗基のため お亡 くな

りにな りま した。

心か ら御冥福 をお祈 り申 しあげます。

なお、西宮市産所町 2の 9 順 心寺において、29日お通夜、

30日告別式が とりお こなわれ ました。

編 集 後 記

本号には、通巻第 12号 に引きつづいて本年 4月 以降 9月迄の間に集録 した短期間招へい成果報告、

短期間派遣成果報告、中間報告および短信などをお知 らせします。なお、 57年 11月 2日 におこな

われたMB□ 贈呈に関する速報、 9月 1日から開催の山田コンファレンス町の速報、財団創立 5周年

記念学術集会としての細胞工学国際シンポジウム(8月 26日 ～ 28日 )速報、第3回長期間派遣者

研究交歓会速報等を収載いたしました。
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